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1・ は し が き

CalmetteがBCGの 研究をは じめ てか ら内外 の研 究

者によつてBCGの 接種の理論 と実際の研究 がか さね ら

れ,現 今,世 界各国で結核予防対策の重要なる一方法 と

して実施 され るに至つている◎ しか し,B℃Gの 研究は

これで全 く尽 された とはいえない◎ ここ両三年のわが国

の研究成果だけでも見るべきものが多い◎就 申,凍 結乾

燥ワクチンの研究は世界 に誇つて よい もの と思 う◎ ここ

では この乾燥 ワクチンを申心 としたわれわれの最近の業

績を述べ御批判 をこ う次第 である◎

2.BCGの 凍結乾燥 に対す る抵抗性 と

GrowthCycleと の関連

乾燥BCGワ クチ ンの一定菌重量内の生菌量の多いほ

どその力価 が高い よ うに一般 に想像 されてい るので,優

秀な乾燥 ワクチンを作 るには生菌量の多 い,し か も製造

毎に一定量 の生菌量を含む条件が望ま しい◇ それには一

方に於いては乾燥方法の側か らよい条件を選 ぶことと,

他方 に於いてはBCGそ れ自身 の乾燥に対する抵抗性の

強いGrowthCycleを 見 出す ことが必要である◎ その

意味で一つのGrowthCycle中 の一定の培養時期 にあ

るBCGに 対 して一定条件の凍結乾燥を行い,そ の抵抗

性を検査 した。

〔第1実 験〕

実 験 方 法1)BCG菌 膜:大 試験管 に 分 注 し た

KirchnerSy-Ser培 地 にBCGを 深部培養 し,液 の表

面にでぎた均晶で発育の旺盛な菌膜 を材料 とした◎ これ

を まずSaut◎n培 地 に移 し9日 聞表面培養 して発育の極

めて旺盛 な,う すい,肉 眼的に均一な菌膜 とな し,こ の

Saut◎n第1代 か ら径15mmの 渦巻 白金耳で1白 金耳ず

つ菌膜 をと り16本 のSauto・ ・培地に分散接種 した。2)

接種培地:300ce容 量のErlenmeyerコ ルペン16本 に

Sauton培 地(PH7・2)100ceず つ分注 した。3)発 育状態

並 びに菌体採取;上 の よ うに して16本 の培地 に同時に接

種 された菌膜 は培養6日 後 には培地全面をおおい一一SSコ

ルペ ン内壁を よちのぼ り,い ずれ も肉眼的には殆ん ど同

一発育状態を示 した◎培養時6,7,9,10,11,12,13,14,15,

16,18,20,25,28,35,42日 後eこ,それぞれ1本 ずつ培地 を

とり出 し,全 菌膜 を採取 して菌液をつ くり,凍 結乾燥を

行つた。4)菌 液の作 りかた:Sauton培 地上 に発育 し

た菌膜 をよく振盗 して沈め充分混和 してから滅菌漏斗上

の濾紙 にあけ,水 をきつたのち,白 金耳 でか き とつて約

2白 金耳ずつを7em平 方の濾紙8枚,10em平 方 の濾紙12枚

に重ねて乾熱滅菌 した ものの直 中にいれて,上 に3009の

重 しをお き5分間脱水 した◎ この脱水菌体 を秤量 し約240

mg前 後を とつて,(径7?nmの 水 晶球100個 入 りの50qee

容量丸底硬質 コルペンにいれ,同 転振鍛機 を用 いて一・定

の条件で振盗 して菌液を作 つた。 まず菌のみをその まま

入れ て4分 間廻転 し,つ いで2%Lactose溶 液を1ee加

えて1分 間廻転,更 にlee加 えて1分 間廻転 し,最 後に

残 りのL3ctose溶 液 を加 えて10my/eeの 濃度にな る2%

Lact◎seBCG浮 游液をつ くつた◎ なお,培 地全収量 の

測定は この菌液作製の都度同一脱水条件 で行つた◎5)

凍結乾燥:上 の ようにして作つた2%Lact◎se10mg/e{・B

CG浮 游液を15¢¢容量 の硬質 アンプレ20本 にO・5ccず つ

正確 に分注 し,次 のよ うな一定条 件の下 に凍結乾燥を行

つた◎乾燥器は多岐管式て,昇華 した水蒸気は 一78◎C冷却

のC◎ldtrapで 捕捉 し,油 拡散ポ ンプの操作 によつて10畷

～10"5mmHgの 真空度 に達せ しめ うろ性能 を もつ装置

である。なお乾燥時間は乾燥BCGの 含水簸 を1%以 下

にす る充分安全 な ところを選んだ◎予備 ・!{結は メチー

ルアル コールに ドライアイスを加え 一30。Cに冷却 して,
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この 中 に 菌液 を分 注 した ア ン プ レを 浸 し,速 か に廻 転 し

つ つ 凍結 し,そ の ま ま10分 聞 一30◎Cに 保 つ た 。 真 空度

は熱 電 対 真 空 計及 びPhilipp$Gaugeで 所 謂totaI

presureを 測定 した ◎ これ に よる と ア ン プ レ取 付 け 直 後

は7/10mniHgで あ るが,ア ン プ レ熔 封 時 に は10-4～10-5

mgIlgで あ つ た◇ ア ンプ レ囲 周 舐度 は最 高18・8◎C,最 低

1LO。Cで あ つ た。乾 燥 に 要 した 時 間 は 約6時 間 で あつ た ◎

6)定 量培養:凍 結乾燥前 の菌液及び乾燥後 直ちに蒸溜

水 で溶解稀釈 した再 浮游液 をそれぞれ小川培地 に定量培

養 して一定菌量中の生菌数 を決定 し・菌の生残率を計算

した◎培養は10-4,10-5及 び10-6mgの 菌量 をそれぞれ

5本 の小川培地 に接種 し,培 養4週 後の集落平均数を以

て生菌数 とした◎そ して,こ の値か ら1mgrPの 生菌数を

換算 して計算に用いた◎

第1表Gr◎wthCycle,凍 結 乾 燥 に対 す る抵 抗 性,菌 収量 の 関連
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実験成績及 び考察:乾 燥 に対す る抵抗 性 を 表 わす

生残率 は第1表 に示す よ うであるe即 ち,6日 ～9日 培

養の若 いBCGは 乾燥に冠 する抵抗が強 く生菌は50%～

30%あ るが,培 地 申の生菌数が最大に達 した と思われる

培養10日 ～11日 か ら生残 率は減少 し始め,発 育の下降

期即ち培地 の生菌数が減少 し始 める と共 に減少の度 を強

めて,遂 に生残率2～3%ま で低下す る。従つて培養 日

厳か らみれば培養2～3週 のBCGが 乾燥に 対 し抵 抗

が弱 く,多 くの菌が死減する ことにな る。 しか し5週,

6週 と培養が古 くなる と,生 菌数が少ないに も拘らず乾

燥に対す る抵抗 性は上昇する ようで,6週 では生残率 は

32・6%に 遠 し,若 い6～9日 培養 に劣 らぬ強い抵抗性 を

示す ように想われ る¢

また乾燥 ワクチ ンの生菌数 についてみる 為6日 ～11日

培鍵の乾燥 ワクチ ンは乾燥前菌液の生菌数が多 く,生 残

轟の高 いことと相まつて充分大 きな生菌縫 を有 してい る

が・培養 日数が増す と共 に菌液の生菌数 の減少 と生残 率

の低下 とか ら乾燥 ワクチ ンの生菌数は急落 してゆ く
。

乾喚BCGワ クチ ン製造 の実際面における この実験成

績の意義 を考察 してみるに肇 凍結乾燥後生 ぎ 残 つ て 乾

燥 ワクチン として存在する菌 について も各培養 日数の も

のが同質であ るわけはな く菌の生理掌的 な面か らも対数

期 の乾燥BCGが ワクチンとして適 当であるが,生 菌免

疫において最 も重要な生菌数 に就いて考 えるな らば乾燥

ワクチンは対数 期のBCGを 用いね ばな らぬ事は明瞭で

ある。 しか し,大 量生産 に当つては経済的な意昧か ら充

分 な菌量を必要 とす るので,余 り若 い培養では培地 の菌

収量が少な くて不適当である◎ それ で,菌 の収量 ・抵抗

性 ・生菌数の三点か らみて乾燥 ワクチン製造の条件にか

な うのは,こ の実験室内実験においては8～9目 培養 の菌

である。 この関係は第1図 によつて よく理解 され よう。

第1図 凍結乾燥に対す る抵 抗性 ・乾

ワク生菌量 ・菌収量の相関
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古い培養 におい ては,乾 燥に対す る抵抗性が上昇 しても

乾燥 ワクチンとしての絶対生菌数が少 な くなること死菌

一10-一 一
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が非常 に多 くなることで問題 にな らない◎

〔第 皿実験〕

上の実験窒内研究 にな らつ て現在わが国において大量

製造を行 う場合の基準に従 つて五つの異つた研究室で行

つたo

実験方法1)培 養方法:胆 汁馬鈴薯培地上 のBCG

をSauton馬 鈴薯培地 に移植 し,培 養約2週 間の ものを国

立予防衛生研究所か ら各研究室 に配布 したの これ らの研

究室では このBCGを 更に二回SautOlt馬 鈴薯培地 に

移植 し,後 の培 養15日 の薄 い菌膜をSa鷺tOlt培 地 に更

に移樋(第1代 培養)7日 目の菌膜を径2伽 の渦巻 白金耳

で9本 以上のSautoM培 地 に移植するe(第2代 培養)

容量500ccの 第1代 培養基 は容鼠300c¢ のフラスコに

100eeのSaut◎n培 地を容 れた も のを用 い,第2代 培

養基は容量500ccの 角疵 に150gcのSaut◎n培 地 を容

れたものである。 これ を37・5。Cで 培養 し,7,8,9,10,11,

第2表

12,14,17,21日 後に1本 ずつ実験に供 した◇2)菌 液の作

りかた:Sa建t伽 培地上 の菌膜を よぐ覧 劉 琢 比 て濃別

し,こ れを40枚 の滅菌礁紙 の聞にはさみ,50助 の重 し

を5分 間 作用 させて脱水 したe脱 水商体ぱ径7mmの 水

晶球200箇 をいれた11の 丸底硬質 ガラスコルペ ンに1g

前後いれ,手 振 り又は機械 で1分間150～200回 の劉で約

4分 間廻転するeそ の後1%蕪 糖溶液を少量加 え』で πに

1分 間回転 し,つ いで1%蕪 糖溶液を加 えて12鎌 碗 ごB

CG菌 液 とした◎3)凍 結乾燥:上 の菌液をO・5ecず つ ア

ンプレに分注 し各研究室に於け る凍結乾燥器 の最好条 件

で乾燥 した◎4)定 量培養:実 験1に おいて述 べ た と 司

様,小 川培地を用 いて行つたe5)培 地のPH測 定:比

色法に よつた◎

実験成績及び考察r第2表 に示す よ うにA・B・C・D.E

の五つの研究室か ら得 られた成績 は完全には一致 してい

ないけれ ども次の よ うに総括す ることが出来 る¢

培養 日数 。凍結乾燥後の生残率 。菌収量培地のPHの 関連
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五研究室 を通 じて相 当の差異はあるけれ ども乾燥前 の

液 体 ワクチンでは培 養8,9,10臼 のBCGか ら作 られた も

のが量 も生菌単位(ViabヱeU磁)が 高い傾 向が認 めら

れ る◎また,こ の液体 ワクチンを凍結乾燥 して得 た乾燥

ワクチ ンを蒸溜水を加えて再浮灘液 とした場合で も培養

8,9,10日 のものが最 も生菌単位が高い傾向にある。 しか

し,生 残率 ひら観 るとD研 究室の成績以外はすべて若 い

培養菌を用 いれば用 いるだけ生残率 も高 くなつている。

また,発 育 の対数 期はA及 びD研 究室 の成績では7～10

日,B及 びC研 究室では7～11島E研 究室では7～66日

であつ て,全 成績 を通 じて培養8～9日 が対数期 に入 る

わけである。以上 の成績か らみると大燈 製造 の条件で も

乾燥 ワクチンの再浮游液の生菌単位の最 高は培養8～10

日であ り,こ の時期が菌の発育 の対数 期に一致 している

こ とは実験1の 場合 と同様であ る◎従 つて現在わが国 で

大量製造 に用 い られ て いる製造 基準 でもSaut◎n培 養

8～9日 せ いぜい10日 迄のBCGを 用い るのが最 も力価

の高い乾燥BCGワ クチ ンを得 られ るよ うに思 う。

3・ 乾燥BCGワ クチンの培養 日数 と人体に於け

るツペル クリン反応陽転 との関係

乾燥BCGワ クチ ンの生菌単位を高め るには培養の

若 い対数期 の菌を用 いる必要があ ることは2.に 述べた

が,生 菌単位を高めた こ とが入体接種 後のッペルクリン

反応 の陽転 にどの ように影響す るかを しらぺた。

実験方法

実験Aは2・ の第1実 験 に述べた乾燥 ワクチ ンをそあま

.ま入体接種に用 いたので ワクチ ンの製造条件は再述する

要はない◎実験BはAと 全 く別 に行つた ものであるが,

実験 条件でAと 異 る点は,用 いた菌がSa"ton培 地継代2

代 目の ものであ り,培 養温度が37。Cで1。 ～2◎C低 く乾

燥,凍 結作操 はFlogd◎rfの いわゆ るCryochemProcess

で行つた点である。生残率 の変動 曲線 は実験Aと ほぼ同

第3表 培養 日数 とツペルク リン反応陽転 との関連(そ の1)

実験A:ワ クチン接種後5週 におけるツペルク リン反応,並 び に接 種局所反応
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第4表 培養 目数 とツベル ク リン反応陽転 との関連(そ の2)

実 験B:ワ ク チ ン接 種後6週 にお け る ツベ ル ク リン反 応

接 種 学 校 別 A B C

「 … ㎜一781

D

被 検 人 数 t 92

発
赤
平
均
値
篇

124 114

O_4;18

5_9i1

10-一一147

15--1924

20以 上42
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4

盆リ
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1
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-
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7
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1

陽 性 老 数 73 94 32

7
・
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ら
○

つ
右

1

0
U

6

2

2
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陽 性 率(%) 79.3 75.8 41。0 22.8

硬 結 数 45 57 6 1

硬 結 触 知 率(%) 48.9 46.0 7。7 0。9

硬 結 発 赤 比 0。62 0.61

ご 重 発 赤 数 4 } 6

0.19 0.04

0 0

じであつたが,同 一菌重最申の生菌数がAよ り低 い。 な

お実験Bの ワクチ ンは乾燥後5◎C以 下 の氷室に6カ 月保

存 し,生 菌単位が乾燥直後 と変 らぬ ことを認めた上で人

体に接種 した◎人体接種 はA,Bい ずれ の乾燥 ワクチン

も同一方法で行つた。即 ち,滅 菌生理的食塩水で再 浮游

し,O.04myを0.1ec含 ませ て,ツ ベル クリン反応 が陽 性

でないBCG未 接種の学童(1～2年 生)の 上臓外側皮内

に0.1eeず つ注,射した◎実験Aは 接種後5週 実験Bば6

週 目に同一 の2,000倍 旧ツベルクリン稀釈液O・1eeを 皮

内に注射 し,48時 問後判定す る方法で ツベルク リン反応

を検査 した。

実験成績及 び考察

実験A及 びBの 成績はそれ ぞれ第3表 及 び第4表 に示

す如 くであ る。 まず実験Aに つい てみ るに ッペルク リン

反応陽転率は培養 日数が加 わるにつれて低下す る。7日

培養 の乾燥 ワクチンは14日 培養のそれに比 して約2倍 の

陽転率 を示 している。単に陽転率 のみな らず,発 赤 の大

きさも,硬 結触知率及び硬結発赤比 であ らわされる反応

の強さも,ワ クチンの培養 日数 が古 くなるに従つて ツベ

ルク リン反応が弱 くなる ことを よく示 してい る◎更 に ワ

クチン接種局所の変化 をみ ると培養 日数 の少 な くて陽転

率の高い程,痂 皮(従 つて潰瘍)の 発生が速 かである。

実験Bの 成績 は大体実験Aと 一致 してい るが生 菌単位が

Aよ り少ないため ツベル クリン反応はAよ り弱い ことが

認め られ る◎培養 日数を異にするワクチ ンが ッベル ク リ

ン反応陽転率並 びにその強さを異 にす る理 由はBCGワ

クチンの抗原性が生菌単位 に比例 し,且 つ乾燥BCGワ

クチンの生菌単位が培養 日数 に よつ て変動する点か らワ

クチ ン間 の生菌単位 の差異が大きな一つ の原因であるこ

とは間違いない◎ しか し,同 じ凍結乾燥過程に堪 えて生

き残 つた菌 について も培養 日数が異なれ ば菌の生活環境

は異 るので,生 物学的性状 にも相当の差が あることが予

想 され る。

4.乾 燥BCGワ クチ ンの生菌単位 と免疫効果

(力価)と の関係(動 物実験)

液体 ワクチンを用いての経験 ではBCGの ア レルゲン

僅及び感染防禦能 は共 にあ る範 囲内においてはそのワク

チンの生菌単位 と比例 している ことが認め られているが,

乾燥BCGワ クチ ンにおいて もその よ うな関係があ るか

どうか をみた ものである◎

実験方法

用いた ワクチン はSautOR培 地 継代第2代 の7日 培

養BCG菌 膜か らつ くつたものであ り,そ の製法 は2の

第1実 験に述 べた と同一 である◎ この乾燥 ワクチ ×の生

残率は31・5%で 動物接種時の生菌量 は小川培地定量培養

法 によつて決定 したのであるが,10一 触9の 平均集落 数

(培地5本 の平均)は25.0で あつた。即 ち,BCGlmg中

に25,000,000生 菌単位 が存す ることになるeテ ンジ クネ

一 一13-一
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ズ ミ(体 重400g前 後)接 種 の際 には蒸溜水で浮游稀釈 し

加 妙 ぐの菌浮游液 となし以下10倍 稀釈法に よつて10讐7

mg/ceま で稀釈 した⇔ この菌液をleeず つ各濃度につ ぎ

7匹 の テンジクネズ ミ皮下(左 下腹 部)に 注射 し,別 に

第5表

ワクチ ンを注 射 しない対照を14匹 おいた。 ツベル クリン

アレルギーはBCG注 射後4週 から6週 まで毎週100倍

旧 ツA"Lルクリン稀 釈液をO・1cc皮 内注 射 して24時間後発

赤の大 ぎさを測定す る方法で追求 した。BCG注 射後6

乾燥BCG接 種量(生 菌量 ・湿菌重量)テ ンジクネズ ミにお ける

ヅベルク リン ・ア レルギー及 び結 核症 防禦効果 との相関
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{動
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週目に有毒人型結核菌H2株 グ リセ リン馬鈴薯14日 培養

をとり菌液をつ くつ て全 テンジクネズ ミの右下腹部皮下

に150mgず つ感染 し,感 染後更 に6週 目に屠殺剖検 し

て結核症感染防禦効果をみた◎

実験成績及び考察

実験成績は生菌単位 ・湿菌重 最 ・ツベル クリンアレル

ギ… 結核症防禦効果を綜括 して第5表 に示 した◎接種

菌量が10-?栩9以上,即 ち,250,000以 上の生菌が テンジク

ネズ ミ皮下に注射 されれば,4週 後には ツベルク リンァ

レルギーをあらわす ことが でき',6週 では充分強い アレ

ルギーをお こし得 るのである◎ このア レルギーの発現に

平行 して防禦効果 も発現 していることがわか る。 このよ

うにッベルク リンア レルギーの強 さは結核症防禦力の指

標とな り得,BCGの 生菌単位が多いほ ど効果は顕著 で

ある。

5.乾 燥BCGの 生菌単位 と接種後ツベルク リ

ン反応陽性率の推移 との関係

乾燥BCGワ クチンの力価 は一定方法でつ く ら れ た

ワクチ ンの生菌単位並びにそれ を接種 したあ とのツベル

クリンアレルギ ーに平行 することが動物実験 で証明 され

たので,入 体 にBGCの 異つた生菌単 位数 を皮内に接種

し,そ れによつて生ず るツベル ク リン陽性率 の推移 と生

菌単位数 との関係を14集 団 について調 べた。

笑験方法

講 演ト 481

人体接種 に用いた乾燥BCGの 製造方法は2の 第1笑

験 において述べた通 りであるe接 種量は菌重量では14集

団 申,10集 団は0.04my,他 の4集 団申Gは0.01myTは

O・02mgK及 びNはO.1mgを,そ れぞれ0.lecの 生理的食

塩水 に含 ませて対象の上臆外側皮 内に注射 した。その際,

接種生菌単 位は小川培地定量培養法に よつて決定 した◎

接種対象は年令6～7才 で,ほ ぼ同数の男女か らな り,

M集 団をのぞき,すべて同一地域 に属 している。なお斉対

象は過去 におい てBCGを 接種 した ことな く,ツ ベル ク

リン反応 の陽性でない ものがえ らばれた◎ ツベル ク リン

反応 の検査は ワクチン接種後約1カ 月,3カ 月,6カ 月

及 び1年 目に,同 一製造番号に属 する一定力価 の2,000

倍 旧 ツペルク リン稀釈液を用 いて行つた。判定 は皮 内0.1

ce注射後48時 問に行 い,発 赤の大 きさを測定 して平均10

mm以 上を陽性 とした◎1年 目の反応測定 において,個

人別記録 に より途 申で一旦減弱 した反応 が強 くなつた も

の及び最強反応(二 重発赤 を伴 う硬結以上 の反応)を1

年後 も示す ものは 自然感染 例として対象か ら除外 した。

実験成績及 び考察

第6表 は接種生菌単位 とそれに よつ て惹起 されたツペ

ル クリン反応陽転の1年 間の経過 との関係を総括 した も

のである◎対 象集団 を便宜上生菌単位の数に より大体,

105以下接種i群(A～D)10s～106接 種群(E～T)及 び

第6表 生菌単位数 とッベルク リン反応陽性率の推移

数
つ

人

の

数
回

対
傷名団集象

A

B

C

D

E

F"

G

紗}I

I

J

K

L

M

N

7。

麗

勉

92

血

89

4。

%

駕

83

釜

皮内 に注射 され た生菌
単位数

27,200

29,600

56,000

131,000

246,400

246,400

398,000

425,600

600,000

796,000

1,064,000

1,592,000

2,376,000

3,980,00Q

ツ ベ ル ク リ ン 反 応 陽 性 率(%)

5-6週1・2-・4週125-27測48-54週

40。8

22。8

47。1

41.0

79.3

75.8

75.8

82.5

78。9

70.7

93.2

79.5

95。2

98.1

66.2

66.7

61.2

73.0

88。0

93.3

78.7

87。5

89.5

86.2

98、6

95.1

95.5

93.8

60.6,・ ㍉6

156.277.0

5。.。i68.5 ;

56.367.1

86.689。6

77.262.3

76.9174.7

78。977.5

89.786.1

80.574。0

90.5193。3

89。281。5

93。0`88。4

83。5100。0

10s以 上接種群(K'vN)の3群 に分けて考察 する◎105

以下接種群ては1カ 月後の陽性率は50%以 下 で低 く,3

カ月後 では上昇 して60%を こえてい る◎ しか し1年 間を

通 じ80%以 上に上昇す ることな く1年 後においては50%

ない し60%の 範囲 に止 まつている◎105～106接 種群では

1カ 月後ですべて70%以 上,80%前 後の陽 性率 を示 し前

群 と著 しい相違 をみせ てい る◎なお,そ の後1年 の経過

中には90%前 後の陽 性…率を示す ことが認められ る◎従つ

て105～10fiの生菌単位を皮内に注射すれば80%以 上の陽

性率を期待 し得 るといえるで あろ う◎更に接 種蹴かヱ酬 渓

一 一15～
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上になると3カ 月 目にはすぺて90%以 上 の陽性 率 を 示

し,1年 後 において も80%以 上を保持 している◎更 に接

櫨生菌単位数 と接種後 ッベル クリン反応陽性率 との関係

をみ るために86L◎tの 結核予防会 製乾燥BCGワ クチ

ンについて 日本BCG研 究協議会 の各委員の もとで行 わ

れた成績を一括する と,接 極後1カ 月の場合は第2図 接

種後3カ 月の場合は第3図 の如 くであつ て,よ く相関す

る ことがわか る○

第 セ図 生菌単位数 と接種 後1ヵ 月のツ ペル ク リン

反応 陽転率 との関 係

roo

ツ

ベ
ル
ク
リ

γ
反
応
陽
転
率

の

轟

塾

緯

ワクチ ンの生菌単位数

6

購

弟,図 生菌単位数と接種後3ヵ おのヅ碕画ク9v

反応陽転率との関係

ツ

ベ

ル

ク
リ

ン

Iee

反se
応
陽
転
率

O

◎
脆

毒

繕

8

鑑

饗

鍵

縄

賃

嵩

轟

震

艦

響

麓

轟

雛

繍

9

累

匠

懸繋

蟹

澱

翼

碧

鐸

翼

薦

翼
義

50

ウクチ ンの生菌単位数

蜘

以上の如 く高い陽性率及びその長 い持続を望むために

は接種生菌単位が多いほ どよいが多 くの研究者が指摘す

るよ うに接種局所反応はそれに比例 して激 しくなる。第

7表は第6表 に於け る最低及 び最高の生 菌単位を皮内に注

射 した場合,そ こに惹起 された局所反応を示 したもので

あ る¢

第7表 接種生菌 単位 と局所変化 との関係

接 種 生 菌 単 位 3,980,000 27,200

接 種 後 経 過 週

被 検 数

5巨2

10297

25

103

48

82

5

60

12

68

25

71

48

64

局 硬結+発 赤 19.6 0 0 0 71.7 0 0 0

所
変 痂 皮 62.7 36.1 2.9 0 25.0 11.8 0 0

化 濃 瘍 15.7 1.0 0 0 3.3 1.4 0 0

露 疲 痕 2.0 62.9 97.1 100.0 0 86.8 95.8 95.3

) 無 変 化 0 0 0 0 0 0 4.2 4.7

1、{ i
■

以上 の成績か ら現在 わが国 ではBCGワ クチンの力価

の判定 には ワクチ ンの生菌単位 を重要視 していて,一 入

分の皮内接種 ワクチ ン申に120,000iA上 の生菌単位 のな

いものは不合格 としているのであ る◎ しか し,接 種生菌

単位数を加減す ることに より大体希望する ツペルク リン

反応陽転率を得る ことが 出来 るので繋製晶毎 に生菌単位

数を明記 しておいて浮灘液 を加減す ることに より一定生

菌単位奴,例 えば500,000生 菌単位,皮 内接種 するよ う

にすれは所期 の効果が得 られ ると思 う¢最近わが国で一

般 に接種 され ている ワクチン並びに最近 フ ランスか ら入

手 したPasteur研 究所 製乾燥 ワク チンの生 菌単位数 を

表示す ると第8表 のよ うであ るo

第8表 最近市販の乾燥BCGワ クチンの生菌単位
㌻

生 菌 単 位10-5mgの もの を示 す

製 造 年 月 日 陣糾義鑑薪撫
1950.12.1!v1951.2。28

1951の3。1～ 〃 。5.31

〃.6.1～ 〃 。8◎3ユ

〃`.9.1～ 〃 。11。30

〃.12藤1～1952。2奪29

1952.3.1～ 〃 。5931

〃.6。1～ 〃 。8。31

〃.9.1～ 〃.10.27

Pasteur乾 燥BCG

128

96

4

33

136

123

28

6

2

麗:l

ll:l

ll:l

ll:/

l
iii

10

11

12

勿

12

25

15

20

36

16・
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6.乾 燥BCGワ クチ ン製造用媒液

乾燥ワクチンの場 合の媒液は液体 ワクチ ンの場 合のそ

れと異つた見地か ら探究 する必要がある◎乾燥 ワクチ ン

の場合には凍結乾燥操作を施す場合 にその媒液がBCG

生菌を出来 るだけ保護す ることが第一 に大切である◎即

ち種々の媒液を用 いて乾燥BCGワ クチンをつ くりその

生残率の最 もよい ものが よい ことになる◎ついで蒸溜水

又は生理的食塩 水で再浮游 した ときに均等な懸濁液 にな

ることが第二に必要 であ る◇第三には保存能力の高 いこ

とが大切である。 このよ うな見地か ら第9表 に示 すよ う

第9表

な種 々な媒液を用 いて2。第1実 験に述 べた と略 々同様 な

条件で凍結乾燥 し,小 川培地 で乾燥前後の ワクチ ンにつ

いて生菌単位を しらぺ生残率を算出 した◎ この実験のB

CG原 液はSgut◎R第 翌代9日 培養菌 の2伽9加 蒸溜水

浮游液 であつて,こ の原液 と沓種媒液の等量 を混合 し,

各種の媒液がそれ ぞれ所 要の濃度 となつ て,凍 結乾燥

された ものである。第9表 から明かな ように(1)繕 類は

牛乳血清類 より再浮溝の容易 さ及び生残率のいずれにお

いても良好である◎②後に述べ る糖類の場合 と同様に

牛乳血濡類は生残率 にその濃 度が大い に関係するよ うで

各種媒液 による乾燥BCGワ クチンの比較

媒 液 lmg申 の坐菌単位 生 残 率(%) 再 浮 游 の 難 易

前

%

%

%

%

%

%

%

%

%

5

5

5

5

0

5

0

5

0

F◎

貯◎

P◎

%

%

%

轡◎

5

1

水

水

∵

撫

儲糠
撫
　霧

肱

融

α

人

人

馬

馬

脱

脱

ア

ヂ

ア

グ ル タ ミ ン 酸 ソ …-ltダ5%

ペ プ トン5%

Kirchller(Sy-Ser)培 地

Uemibx◎okの 媒 質

62,000,000

き0,000,000

29,300,000

25,600,000

13,400,000

27,000,000

13,200,000

19,000,000

7,600,000

19,200,000

8,800,000

920,000

」1,200,000

10,000,000

15シ200,000

39,800,◎00

32,800,000

40,600,000

29,8CO,OOO

4

3

3

6

5

3

6

3

0

2

5

1

1

5

6

9

5

1

8

7

1

1

3

1

0

2

1

4

1

8

6

4

2

2

5

8

4

4

4

2

4

2

3

1

3

1

1

1

2

6

5

6

4

}極め一

い良

悪い

極めて悪 ・・

良い

良い

趣めて悪い

良い

良い

趣 あて良い

極 めて良い

ある。(3)乾 燥 の肉眼的性状,生 残率,再 浮溝の容易 さ

及び再浮游液の均一性,操 作 の簡易 さな どの諸 屯か らみ

て糖類が最 も優れ てい るように思われる◇ また,こ の実

験に用いた5%と 云 う濃度ではLaet◎ge,Saccharose,

Glueose間 には優劣 の差異は認 め られなかつた。 つぎ

に糖類 中Laeto艶 だけ に つ い て濃 度 をか え て生 残 率 に

及 ぼ す 影響 をみ るに 第10表 に示 す よ うに濃 度 が高 くな る

と共 にそ の生 残 率 が 高 率 に な る こ とが わ か る○

また,媒 液 を1%Sacchar◎seと しで 菌濃 度90彫/

eer45my/cc,15mg/ce,7.5mfi/ec,3、Omg,/c〈,1.5my/ee,

第10表Lact。se濃 度 の 生 残 率 に及 ぼ す影 響

魂磯
乾

0

1

5

01

燥

%

%

%

%

前

7 日 培 養

1mg中 の 生菌 単 位

80,000,000

16,000,000

29,000,000

48,300,000

63,000,eOO

生残率
(%)

20.0

36.3

60。4

78.8

14 日 培 養

lmy中 の生菌単位
率
)

残
%

生
(

18,000,000

U3,000

223,000

900,000

1,730,000

0。6

1。2

5.6

9.6

～17-一
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O・75mg/ceの 如 くして同一 条件で凍結乾燥す ると第11表

の如 く7・5粥/ご6の 菌濃度を境 に,う すい濃度 になるに

第11表 菌濃度の生残 率に及 ぼす影響

餐 ¢ha「劉 菌 濃度my/eclimgitの 生菌 戦

乾 燥 前 48,000,000

1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

%

〃

〃

〃

〃

〃

〃

90

45

15

7.5

3.0

1。5

0、75

17,000,000

17,600,000

17,000,000

13,600,000

8,800,000

5,800,000

6,400,000

生残率
(%)

35.4

36.7

35。4

28.3

18。3

12.1

13.3

つれ生残率 は低下す るよ うである。従つて糖 類媒液を用

いるとぎは高 い濃度の溶液,例 えば10%のLactese又

はSaccharesers液 を 媒 液 とし て高 い 濃度 の 菌液,例

えば,90～80靭 奴 の菌液 を常法に従つて凍結乾燥す る

ときは高い生残率が得られ るよ うに 憲 う◎

7.乾 燥BCGワ クチンの保存について

ワクチ ンの保存について特 に実際上研究 を要す る点は

保存温度真空熔封 と光 線の影響 であろ う。

A)保 存温度の影 響

実験方法

Sauton培 養9日 培養 のBCGを 常法によ り80,"g!ee

-5%Lactose含 有 の濃厚 菌液 として凍結乾燥 した。別

に比較のために乾燥前の液体 ワクチンを80mg/ee及 び

1mg/ecと して5◎C以 下の冷臓庫 内及 び37。Cの フラン器

内に保存 してワクチンの生菌単位数の減少を比較 した。

実験成績及 び考察

成績 は第12表 に示す ようにワクチ ンを乾燥 して5。C以

下に保存 した場合には少な くとも9カ 月は殆ん ど1mg申

107台の生 菌単位 を保つてい るに対 して37CC保 存 の場合

は1カ 月で106台に,3カ 月でIOJ「台 に,5カ 月で10`台

に減少す る。液体 ワクチ ンの場合は云 う迄 もな く月数 と

共 に生菌単位数が次第 に更 に高い率で減少す る。

第12表 乾燥 ワクチン と液体 ワクチンの温度 による力価低下の比較一
保存温劇5・C以 下}37・c 5。C以 下 370C

濃 劇 欝織鴛綿 80mg/ee 1m.q/ee 80mg/ee 1m.q/ee

乾 燥 前 45,000,000 45,000,000 45,000,000

轍 鰍}65・3・ ・・…

10日

20日

1ヵ 月

2〃

3〃

4〃

5〃

6〃

7〃

8〃

9〃

10 〃

11 〃

12 〃

S5,300,000

28,700,000

57,300,000

57,300,000

51,800,000

44,800,000

35,200,000

65,300,000

6,970,000

1,070,000

970,000

106,000

74,200

18,000

37,000

82,600,000

44,600,000

26,200,000

1,493,000

8,000,000

160,000

2,800

13,800

,100

,860

,178

_i

50,600,000

24,000,000

11,600,000

1,246,600

1,600,000

C)OO,OOO

48,000

276,000

106,000

101,000

52,000

0(10-4mg)

0(〃)

0(〃)

0(10-・2ni.9)

0(〃)

0(8.0)

0(〃)

0(〃)

0(〃)

12,000,000

9,000,000

2,000,000

53,000

9,600

0(10-'imノ)

0(〃)

0(〃)

0(ン)

(含水度)

市 販 の ワ ク チ ン四種 につ い て5・C以 下,22つ ～25。C,

37ec保 存 した場 合 の保 存3日,15日 ,1ヵ 月,3ヵ 月,6カ

月,9カ 月の生菌単位数を調 べた ものが第13表 である。

一 ・・一一18
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第13表 市販BCGワ クチ ンの保存温度 による力価の低下

A

1

3

6

9

15日

ヵ 月

〃

〃

〃

B

3日

15〃

1ヵ 月

6〃

9ソ

5,000,000

7,100,000

5,620,000

2,840,000

7,140,000

18β00,000

6,1QO,000

20}400。000

12,800,000

940,000

鞍

3,040,000

2,680,000

1,S80,000

520,000

1,72ダ ㌧ら・〕　o

373C

(

日

〃

月

ゲ

〃

3

15

カ1

3

Q
鞭

D

日

〃

月

〃

〃

〃

3

蔦

力1

3

PO

9
}

2,380,000

470,000

100,000

ユ5,200

5,260

6,060,000

6,360,000

4,900,000

5,580?OOO

6,820,000

3,000,eOO

10,800

2,040

8,200,000

11,400,000

19,800,000

9,000,000

34,000,000

　「

9,400,0001

13・500・000}

鷺 器1{

2,800,000

582,000

400

12,200,000

16,400,000

22,500,000

25,800,00(J

17,200,000

9,800,GOO

8,400,000

8,120,QGO

1も6と10㌻(ノの

1,240,0eo

1,860,000

5,400,000

1,320漁00

128ゆ0倉

25,200

2,040

14,400

この表でも明 らか なよ うに低い温度 で保存するほ ど生

菌単位が高 く保持 されることがわかる◎

B)真 空熔封 の必要性

乾燥BCGワ クチ ンを アンプレ中に真空熔封 するかわ

りに滅菌乾燥 した空気叉は窒素 の平圧 中に保持 した場合

にその力価は如何 に変動す るかをみた◎平 圧中に保持 し

得るならば使用時 の操作が簡単 であ ると同時 に真空熔封

時の乾燥 ワクチンの噴出の懸念がない。予 め空気文は窒

素を細菌濾過器 →II2SO4→NaOH→CaC12の 順 に極めて

徐 々に通 して無菌乾燥に しそれを真空を保つた アンプレ

中に徐 々に通 し平圧 になつた とき,マ ノメ ーターでみて

熔封 した◎真空のまま熔封 したアンプレと空気叉は窒素

で平圧 にして熔封 したアソプレを37。Cの フラン器中に

保存 し,直後,4週,6週,8遡,10週,及 び12週 に小川

培地 によ りその生菌単位数を検 した成績 か第14表 に示す

よ うであ る◎各 アンブレの含水蚤は略 々同 じく1,5%前

後 であつた◎

第14表 空気又 は窒素の乾 燥BCGワ クチンに及ぼす影響一37。C保 存 の場 合

ア ン プ レ 内

乾 燥 直 後

4週

6週

8週

10週

12週

存

〃

保

〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

真

含 水 量

10,600,000

510,000

380,000

263,000

1.2%

空 乾燥空気平圧

10,600,000

ハU

バリ

(
>

3

3

3

1.3%

乾 燥 窒 素 平 圧

1ittrg中 生 菌 単 位 数

10,600,000

7,000

3,700

1β00

1,800

700

1.0%

この成績か ら平圧熔封 が真空熔封に比 して保存にわる

い影響を与 えることが推定 出来 る◎また,室温(5月 ～7月)

に同様保存 した ものの成績(日 本BCG研 究協議会成

績)を 見て も第15表 に示す如 く真空熔封 が最 も影響が少

くわが国の乾 喋BCGワ クチンの製法では真空熔封の必

要性は充分に認めなければならない。

～19-一 一
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第15表 空気又 は窒索の乾燥BCGワ クチ ンに及 ぼす影響一5月 ～7月 の室温保存の場合

ア ン プ レ 内 障

後

存

〃

〃

〃

〃

直

保

〃

〃

〃

〃

燥

週

週

週

週

週

乾

4

6

10

12

14

劉 轍 空気平圧

4,700,000

406,000

482,000

284,000

264,000

32,000

4,700,000

48,000

30,000

46,000

41,000

1,580

含 水 量 2。3% O、9%

乾 燥 窒 素 平 圧

1mgの 生 菌 単 位 数

4,700,000

16,000

68,000

40,800

23,000

1,320

L6%

C)光 線の影響

1)液 状 ワクチンに対 する影響

最近Edwards等 は液状B〈'Gワ クチンに対す る太陽

の直射(Sumlight),散 射 光(Skyshine)及 び屋内に於

け る昼光(hdoordaylight)の 影響 を しらべ直射 日

元,散 射 光には驚 くべぎ殺菌作用のあることを報告 して

いる◎ わが国に もこの種 の研究 がないで もなかつたが,

われわれ としてはこの問題に就 いてこれ迄全 く研究 して

いなかつた し,事 柄が実際上重要 なので最近実験に従事

した。 ここに実験概要 について述べ ることにする。

実験方法

われわれの研究室 の常法 に従つて製造 した80mg/ec-

5%Lactese凍 結乾 燥BCGワ クチンを1"i9/ccの 割に

蒸溜水に再 浮灘 し,約155ee及 び46c容 量 の硬質アンプ

レに3こげ つ分注 し,直ちに熔封 して光線照射 の実験に用

いた◎実験 日は昭和27年11月18日 が,太 陽光線照射時は

快晴で雲,風 が なかつた。午前11時 か ら午後2時 迄の光

線の強 い時刻 をえらび,光 線 の反射を防いだ,パ ッ トに

斜面台を入れ て,そ の上 にアンプレをならべ,ア ンフ'レ

の下半面を氷水 で冷却 し,第16表 に示す ような条件で照

射 した。直射冷却 アンプレの外 にアンプレの外側を黒い

紙で二重 に包装 し,氷 水 で冷却 した もの,ま た,氷 水冷

第16表 各BCGワ クチンの太陽光線照射条件

実騨 壕 垂ン高 惚 射条件 照 射 時 間
鋤(

冷却条件 冷却水の最高及び
最低 温度(◎C)

A15。5 直 射 10,30,60,90,120,180 冷 却 20-9

B15.5 光線遮断 60120,180 冷 却 20-9

C15.5 散 射 光 10,60,120, 冷 却 17-・U

D15、5 直 射 60,120, 冷却せず

E4 直 射 10,30,60, 冷 却 13-9

却の影響 をみるために冷却水 につけず に同一照射面 にお

いて太陽光線 を直射 させた ものを加 えた◎直射 日光 の外

に散射 光の影響をみ るために同一 日に,直 射 日光 の当ら

ない建物 の北側戸外にア ンプレをお き同様に氷水 で冷却

した◎直射及び散射光線に一定時間照射毎 にアン プレを

取出 し,直 ちに小川培地 に定爺培養 した◇生菌数 は培養

4週 後の集落数 よ り算定 した◎光線 によつて ワクチンに菌

凝集をおこ し,培 養の成績 に影響す るか ど うかを見 るた

めに照射前後 にC◎leixuMのPh◎teraeterで 濁度 を測定

し,影 響 のないことを予め認 めておいたo次 に普通 の中

型試験管に菌液 を入れて 日光直射 の影響をみた◎即 ち中

試験管に1mg/ccBCG菌 液を10ceず つ分注 しゴム栓

を施 し11月26日 の正午か ら午後2時 迄の前回 と同 じく光

線の強い時刻 をえらび,日 光 を直射 し,試 験管を氷水 で

冷却 した もの と冷却 しない ものにつ いて比較 した◎実験

方法は アンプレの場合 と同一である◎

実験成績及 び考察

第17表 に示す よ うに黒 い紙で光線を遮断 した ワクチン

は全 く生菌数 の減少がないのに反 し,日 光直射のワクチ

ンでは約15・586容量のア ンプ レに分注 したものは60分,

120分,180分 直射する と1/15,1/5d,1/180,に 生菌数

が減少 した◎ しか しながら,同 じワクチンを約46c容 量

のア ンプレに同量分注 して同時 に10分,30分,60分 直射

させた ものでは1/35,1/40,1/MOと な り,15.566容 量

のアンプレに比 して著 しい差が見られたQま た別の 臼に

中試験管 に分注 し,日 光 に曝露 した結果 では第18表 に示

した如 く60分,120分 の直射で1/25,1/1000に 減 少 し

た◎ このよ うに実験条 件の桐違に よつ て著 しい差がある

が,ア ンプレや試験管の ガラス壁を通過す る光線の殺菌

作用が実に大 きい ことを知つた◎

次 に散射光 の影響は第17表 に示す ように生菌数 に及ぼ

す影響 は直射 日光の場合 と殆ん ど変 りが ない。 この事は

BCGワ クチン接種 の実際にあた り日光直射のみならず

散射光 にも充分注意 しなければならないことを教えるo

一一 一20
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第17表 種 々の照射条件 における生菌数 の変化

＼'㊧ 罪轡1

照射嚇 ド ブ撫

直 射 i直 射光継 断 散 射 光

15.5 4 15.5 ユ5.5

0 21,000,000
i21

,000,000 2、,。。。,。。。121,。 。。,。。。

10 15,000,000 6,200,000
…

16,000,000

30 14,000,000 530,000

60 1,600,000 33,000 24,000,000 6,500,000

90 630,000

120 380,000 23,000,000 520,000

180 120,000 i23,000,000

註:ア ンプ レは氷水にて冷却 し照射した

第18表 直射時の冷却 の有無のBCG生 菌数

に及 ぼす影響

分注容器陪)(分)渥
一

却 非怜 却

15.5ee

容 量20-9

ア ン プ レ

0

60

120

21,000,000

1,600,000

380,000

21,000,000

0

0

0 27,000,000 27,000,000

60 1,100,000

中試験管 8--6
go 800

120 25,000

実際のBCG接 種において光があたる場合 には勿論 冷却

などしていない。第18表 はアンプレ及び申試験管内のB

CG菌 液に 日光が直射 する場合 の冷却の影響 を示 した◎

アンプレに分注 し,冷 却 しないで分直射 した ものではそ

のまま(1mg/ec)培 養 しても菌集落の発現 を見 ないe申

試験管に分注 し,冷 却せずに60分 直射 した ものでは,照

射前の1/34000と 云 う減少であ り,い ずれの場 合 も冷却

したものに くらべ ると驚 くべ き程顕著な減少率 であつた◎

第19表

2)乾 躁ワクチ ンに対す る影響

20mg-2%Lactoseワ クチ ン及び80mg-5.%Lactose

の2種を用 いた020mg--2%Lactoseワ クチンには凍結乾

燥条件の異つた ものが2種 あ り,そ の一つには直射 日光

を,他 の一種 には散射 光を当てた。直射 日光3くは散射光

の当てかたは前回 と略同様 であ る◎ 即ち快晴の1月21日

午前10時25分 か ら6時 闘光線の反射 を防 いだ パツ トに斜

面台 を入れて,そ の上にアンプレを並 べ,ア ンプレの下

半面 を氷水で冷却 し連続照射 した◎光線の影響 を除 くた

め黒紙 で包装 し,光 線遮断を行つた もの,冷 却水につけ

ないものについては前回同様である◇ また,散 射光照射

群にお いて も,光 線遮断及び冷却水 につけない ものをお

いた。直射及び散壕挽 線 に一定時長曝露 したのちアンプ

レ2本 ずつ をと り出 して,直 ちに小川培地で定量培養 を

行つた◎実験成績 では20m.q-2%L"¢ 棚eワ クチ ソで

はその生菌数は第9表 に示す如 く,直 射 日光冷却の場 合

では1時 問～2時 聞で1/10,4時 間 で約1/20,6時 間で

約1/50に 減少す るが,直 射 日光非冷却の場 合には2時 間

で約1/40,6時 間では約1/350に 減少する。

乾 燥BCGワ クチ ンの太 陽光 線 照 射前 後 の1脚 中 の生 菌 単 位 数

(20mfi/ee-2%Laetoseの 菌 液 をe.5ec分 注,乾 燥)

虻

0

1

2

4

6

光線遮断
冷却

7,700,000

6,800,000

6,400,eOO

7,700,000

780,000

790,eOO

330,000

150,000

7,700,000

180,000

22,000

光線遮断
冷却

3,100,000

1,800,000

1,600,000

冷蜘 ず1講 騨

13
,100,0003,100,000

と

360,000

290,000

370,000

280,000

47,000

3,100,000

3,.300,000

一21～
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散射光照射 の場合は,冷 却 した ときは2時 間～6時 間に

約1/IOに 滋 ずるに過 ぎないが非冷却 では2時 問で約Yle,

6時 間で1/70に 減 少する◎80mg-5%Lactoseワ クチン

では直射冷却 の場合に2時 間で約ユ/2,3時 間では約1/50

に減少 していることは第20表 に示す ようである◎

第20表 乾燥BCGワ クチンの太 陽光線照射前後の

1吻 中の生菌単位数(80mg/ec-5%Lact(ト

seの 菌液をO・5ec分 注,乾 燥)

＼ 照射条件

鵠 時間 ＼

0

2

3

直射光線遮断

28,000,000

27,000,000

14,000,000

直 射

28,000,000

15,000,000

63,000

註 アンプ レは氷水 にて冷却 し照 射した

更に研究 を重ねない とはつ き りした事は云 えないが,

乾燥 ワクチンに対 する影響 よ り液体 ワクチンに及ぼす影

響 の方が非常 に大 きい事は この実験からも明 らでかある

し,ワ クチンの製造 や接種の実際面か らも乾燥 ワクチン

その ものを光線にあてる機会 よ りもそれ を再浮游 した液

体 ワクチンを光線 に曝露す る機 会が多いことからこの事

実 を念頭において実施す る必要がある◎・

8.乾 燥BCGワ クチ ンの毒性

現在 ワクチ ンの製造 に用いてい るBCG菌 株 を,昭 和

7年 以来昨年末 までに毎年2～5回 テンジクネズ ミによ

り合計51回 の毒力検査 を実施 し,毒 力の高 まる傾向は全

然認めていない◎わが国に於いては,BCGめ 製造 に用

い る菌株は,国 立予防衛生 研究所 で胆汁 グ リセ リン馬鈴

薯培地に継 代培養 し,保 存 されている◎ この保存菌株に

ついては2～3カ 月に一 回の割で毒力が検査され,安 全

性 の確認 された菌株を4カ 月以 内の間隔で ワクチン製造

機関に配布 し,そ れか ら乾燥 ワクチンを製造 している現

状 であ る◎昭和24年 か らBCGワ クチシの国家検定が行

われてい る。 この検定 には テンジクネズ ミが使用され,

第21表1949年5月 か ら1952年12月 迄 取 扱 つ たBCGワ ク チ ンの 安 全試 験 成 績

BCG接 種方法

皮 下 注 射

年

1949

1950

1951

1952

計

検 査
動 物 数

374

633

648

629

2,284

筋 肉 内 注 射

計

1949

1950

1951

1952

計

375

646

644

640

2,305

4,589

膿 ・潰瘍 。形成
動 物 数

64

66

62

144

336

125

175

190

141

631

リ ン パ 腺

腫 脹i

69

31

13

67

180

219

155

80

162

616

臓 器 に 結 核
結 節 形 成

◎
》

◎
Q

nδ

つ
σ

Ω
U

1

1
鳶

1

9
む

7
響

23

鈎

25

16

98

9671 796 176

皮下及び筋肉内にBCG30mgを 接種 し,3カ 月間観察

後剖検 し,肉 眼的及 び組織学的 に病 変を検査 するこ とに

なつてい るc昭 和24年5月 か ら昭和27年12月 迄 に検定 し

た乾燥BCGワ クチン767L◎tに ついての成績を総括す

れば第21表 のよ うであ る◎即 ち,30mgのBCGを 皮下

及び筋肉内に接種 し,3カ 月後に屠殺剖検 した接種局所

の膿潰瘍形成や淋巴腺 の腫脹(多 くは米粒大)や 臓器に於

ける結核結節 と思われ る病変の出現率 は,筋 肉内接 種の

塊 合に明かに高かつたが,し か も,な お淋巴腺の腫脹 が

大豆大以上を呈 したものはな く,臓 器 内に結核を疑 わ し

める所見を呈 した ものは4,589匹 中176匹(3、83%)で あ

り・この176匹 申135匹 に就 いて組織学的にその部分 を

検 索 した成綴は窮22表 に示す ように,60匹 に非進行性病

変乃至は陳旧性病巣を認めたに過 ぎない◎68匹 は肉眼的

に結核結 節を疑わ しめるものであつたが組織学的には,

淋巴濾胞の増 殖,ア テ レクターゼ,肺 炎及びエオジン嗜

好性 細胞の浸潤等を主 としていた◎

以上の成績 からみ ると昭和24年 以来検定 された乾燥B

CGワ クチ ンに於 いては毒力は極 めて低 く,テ ンジクネ

ズ ミに対 して30卿(わ が国に於け る入体皮内接種量の

750倍 量)と 云 う大量接種に よつてさえも,進 行性病変

を示 した ものがないこ とを確認 した◎

9・Hamsterに 対するBCGの 毒性

HoudrGy及 びRosset等 は1951年Hamsterに 大量

のBCGを 皮下或いは腹腔内に接種す ると脾,肝,肺 に

病巣 が出来 て,接 種後3カ 月～1年 の間に死亡 したこと

を報告 して以来,わ が国 でもこの研究報告か らBCGの ・

弱毒性 に疑義を抱 くもの もあるので,わ れわれは直ちに

GoldenHamsterを 用 いてBCGと 有毒結核菌の比較

一一 一22・ 一 一
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第22表 肉眼的に結核結節 と思われ る病 変の組織 学的検索所見

肉眼的に結核結節 と思
われる病変

進行性 結核性病変

非進行性結核性病変

陳 旧 性 病 寵

非 結 核 性 病 変

臓 器

肺 肝 脾

計

,

ll55 2-
0

0

2

3-
0

3

A) 撫

不 明

56

5

2

0

10

2

68。

7

計 116 4 15 135

研究 を行 つ た◎

実 験方 法

体 重100～120yの8匹 のHamstexの 皮 下 に10myのB

CGをO・5ce生 理 食 塩 水 に 含 ま しめ て接 種 し,接 種 後6,

12,及 び26週 目に ツベル ク リ ン反 応 を100倍 稀 釈液 で検

査 したのち,エ ーテル麻酔によ り致死せ しめ剖検 した。

有毒菌の実験 にはH37Rvを 用い,そ のO.1mgを5匹 の

Hamsterの 皮 下に接種 し,接 種後17週 目に致死せ しめ

剖検 した◎

第23表BCGIOmg皮 下 接 種Hamsterの 剖検 所 見及 び 培 養 成績

後
謡

種

ま

数
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日
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A:膿 瘍,U:潰 瘍

実験成績

BCG接 種Hamsterの 成績は第23表 に示す ようにツ

ベル クリン反応はいずれの時期 にも陰性 であつた◎

肉眼的剖検所見では全剖検例を適 じて感染後6及 び12

週に於いて接種局所 に膿瘍又は潰瘍を大多数 に見たほか

は淋巴腺の腫脹 も殆ん どな く,臓 器に も結核性結節 とし

て確認 したものはなかつた◎ しか し,こ れ をフオルマ リ

ンで固定 して組織学的に検査す ると次のよ うな所見が得

られた◎

1)感 染6週 後

脾臓:割 面を肉眼的 に注意 して見 ると稽 々黄色味 を帯

びた灰 白色の微小 な結節性の もの数 側を認め,組 織標本

上 では主 として淋巴濾胞中に存在す る多数 の小 さな結核

性結節 で結核菌 染色 によつて抗酸性菌が細胞 内に点在す

るのを認めた◎ この結 核結節は所謂類上皮細胞か らなつ

ているが,核 が比較的小型 で色素が少な く,原 形質が微

細穎粒状 を呈 して細胞境界は殆 んど認め られ ない◎小数

の多形核 白血球 及び淋 巴球様核がその面に散在 してい る
ミ

もの もある◎結節 の形は不規則 で周囲 との境界 は必ず し

も明かでな く,隣 接結節が互 に融合 してい るもの も助、る。

肝臓=境 界が非常に明かな極 めて小 さな結核結節が小

葉内や グ リソン氏鞘に散在 していて,固 定後 よく観察す

れば肉眼的にも無数の針尖大の点 として見 られた。構成

してい る細胞 は核が不規則 な形 で濃染す るものが多 く,

細胞境界がか な りよ く認め られるものもあ る◎

肺臓:肉 眼で も辛 じて見 える程度 の大 きさの結節が存

在 し・類上皮細胞は稽大型で核が比較的淡染 性で他種 の

細胞 の混在は少ないo

～23-一 一
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2)膿 染12週 後

脾臓:主 として淋巴濾胞 内に多数 の類上皮細胞 よりな

る小結節が見られ るが,融 合 して大 ぎな病巣 となつてい

るものは殆ん どない¢結核菌 は細胞内に6週 後 のもの よ

り数多 く見 られ た○構成 している細胞は原形質 に冨み,

境界は明かでないものが多 く所 々に空泡変性 を認め,核

は6週 後の場合 よ り大 きく稻淡染 性を示す極 く少数の淋

巴球を混 じているに過 ぎない◎

肝臓:結 核結節 の数は多いが境界は大 体明か で6週 に

比べて大きさ も全 く変 らない。構成 してい る細胞は原形

質 に富んだ類円形 の比較 的濃染核を有する類 上 皮 細 胞

で,細 胞境 は明か なもの とそ うでない もの とがあ る。周

囲 に少数の、休巴球 を伴 つているが多形核 白血球が認め ら

れ ることは殆 んどない。菌 は少数だが証 明できる◎

肺臓:顕 微鏡で認め得 る極めて小 さな小型の類上皮細

胞 よりなる結節 を極めて少数認めた程度 である◎以上い

ずれの臓器 内の病巣に もラ型巨細胞 と壊死 は認め られな

い0

3)感 三イセ26ヌヨ1奏

病巣 は何れ も 顕微鏡 的 の大 ぎ さで直径3009を 越 え

ず,そ の数 は12週 後 より減つてい るようであ る◎ また,

第24表 人型H:t7Rv接 種

脾臓 。肝臓 。肺臓 の順 に少 ない。各臓器に よつ て結核結

節の性状 に多少の差 異が認め られたが,概 観す ると,全

く類上皮細胞のみか らな り,周 囲 との境界 は極めて明瞭

で,殊 に肝臓においては周囲組織 との間に空隙(入 工産

物 ではない)が 見 られ或い はそ こに淋巴球,プ ラスマ細

胞 の集籏が存在 す る◎ また1～2側 の巨細胞のみの極め

て小 さな病巣 として認め られ るもの もある。以上 の所見

は極 めて発育の遅 い結 核性 肉芽腫,或 いは消失 しつつあ

るそれ と解 される◎抗酸 性菌は脾 でかな り屡 々,肝 で稀

に認め られた◎培養成績に よれば第23表 に示すよ うに感

染後6週 では肺臓 。肝臓及び脾臓 いずれ にも結核菌は認

め られ るが脾臓 に最 も多いe感 染後12週 では肺臓からは

菌は証明 されなかつたが肝臓 。脾臓 では6週 後 より増殖

してい る傾 向が うかがわれ る◎感染後26週 では脾臓のみ

に結核菌が認め られ るが,そ の数は6週 及び12週 に比べ

れば 可成 り少ない。H:rRvO.lmg皮 下接極 したHanmster

の接種後17週 の剖検所見は第24表 に示す よ うに,接 種局

所にはすべてに硬結が認め られ,淋 巴腺では接種局所所

属膝嚢 腺は米粒大乃至大豆大 に腫脹 し,後 腹腺門脈腺の

腫脹 も認 められ る○

Hamsterの17週 後の剖検所 見並 びに定量培養成績

H〔am

No

剖
検
前
「
ツ
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9

0

2

2

2

2
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0

0

0

0

0
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後腹膜

窩;

腺

所 襲
…

1十 十

1-十

}に ‡
11一 梓

…

鼠

十

+

十

十

十

十

輔

『ド

脈

井

+

+

冊

斎

管

内 臓

肺 肝
脾

脾

i重㎜「"

撒0.2

昔0・2

十 〇。2

腎

定 量 培 養

+

+

+

十

肺 肝

+iO。2-
　 ま

荘lo・2「

%～

%125

12881.6

15772

宍7%

卑葺 腎

劃1
ユ47sO

%i9.7

皮下接種菌量:0.lmg

内臓 では脾臓にかな りの数 に結核性結節を認め得たに

対 し肝臓 には殆ん ど見えず,肺 臓には認め得 るものと然

らざるもの とがある。 これ らか ら組織標本 を作つて顕微

鏡的 に見れば次の よ うである◎

肉瞑的所見で も明かなよ うに沓臓 器 ともに病巣 の数は

BCG接 種群のいずれの時期の もの よりも多 いe脾 臓

及 び肝臓 では結核結節が互 に融合 していて大 ぎ く類上皮

細胞相互 の境界が比較的はつ ぎりしているものがあるこ

と周囲 の浸潤細胞に多形核 白1血球 が多 いことな どはBC

G接 櫨群 と異 るか,そ れ以外は特 記すべ き差異は認 めな

く,従 つて有毒菌接 種の場合 も病巣 の拡が りの極 めて遅

い病変 と考 えられ る組織像 であ る燈抗酸 性菌は染色に よ

り極 めて客易 に多数証明 され るが,脾 臓 の大病巣で も中

心壊死化の傾 向は少い・各臓器の定量培養成績は肺,肝

脾 はいずれ も多数の集階 を認め,そ の間に差異は認めら

1:硬 結

れ ないe腎 において も菌の証明され るものが5匹 申2匹

あつた◎以上 の成績からHamsterに 対す るBCGの

毒力 と有毒菌 の毒力 とは肉眼的剖検所見で も組織学的検

査 において もまた各臓器か らの菌 の定量培養 成績からも

明か に区別する ことが出来 るeし か し,また,これをわれ

われが 日常毒 力の検査 に使用 しているテンジクネズ ミの

所見 と比 べれ ぱ著 しく異る◎即 ちHamsterは テンジク

ネズ ミに比 ぺて結核菌 に対する細胞的反応性又は免疫学

的反応性が弱い,従 つて体内に於ける菌の増殖がHam-

sterが 多 くまた長 く体内に存 在する◎それに も拘わらず

Haznsterで は結節形成が お そ く,ツ ベルク リン,ア レ

ルギ ーも100倍 稀釈 ツベル クリン液では,認 められない

程度である。Hamsterに よればBCGが 有毒菌 と同様

な所 見を示 して区別す るこ とが出来 ない とい うのではな

く,テ ン ジクネズ ミ同様 に判然 とBCGの 弱毒性 と有毒

一一一24-一



特 別 講 演 491

菌の毒性 とを鑑別す ることが出来 るがHamsterと テン

ジクネズ ミの結核菌に対する反応性の相異 は明かに認め

ねばならぬ。 なおBCGをHamsterに 接種 し,6週 後

剖検 した臓器よ り分 離 した 菌株 をSauton馬 鈴薯 に2

代継代培養 し,更 にSautCB培 地 に1代 培 餐 し た もの

の10日培養iの菌膜を用 いて30mg/eeの 菌液(11.6x107mg

の生菌単位)をleeず つ10匹 のテンジクネズ ミに半数は

皮下に,他の半数は筋肉内に接種 してその毒性を検べた◎

接種後12週 の剖検所 見からIilramster通 過前の毒性 と差

異のないことが認め られた◎

fO.不 健康テンジクネズ ミに対 するBCCの 奏性

健康な動物 にBCGを 接種 した ときは,進 行性の病

第25表

変を呈 しなかつたが,何 等かの原因で抵抗性 の弱つた時

にBCGを 接種する と進行性の病変をひき起 した とい う

報告があるので,わ れわれは健康でないテンジクネズ ミ

例えば頸部 。腋窩 。鼠践部 などの淋巴腺が腫脹 した もの

卑汁 。眼やにを流出 しているもの,下 痢 しているものな

どを数十匹選 び,健康テンジクネズ ミと同時 にBCG30

mgをleeの 生理食塩 水 に浮游せ しめて皮下,筋 肉内叉は

腹腔 内に接種 し,接 種後12週 叉は20週 に撲殺 し剖検 し

て,そ れを肉眼的に検査 し,疑 わ しい結節のある ものは

組織学 的検査を行 うと共 に各臓器の結核菌の定量培養 を
の

行つたeそ の成績は第25表 夢第26表,第27表 及び第28表

のよ うである◎

不健康テンジクネズ ミに対 するBCGの 毒性一剖検 所見 てその1)

拳

剖

検

週

【

接
種
部
位

動 物

N◎ 。

「ツペ ル ク リン

ア レル ギ ー

@蹴)

体 重 接
種
局
所

リ ン パ 腺 内 臓
淑

初

体
、重

増

減

撒 曝鷹 讐
E氷

門1気

、管

後
胸
骨

肺 肝 脾膿 屠_-
9左 右掴右佐圏 だ右左i右 左1右,

皮

健

康

非

下 健12

● 康

筋

健

肉 康

非

内 健

康

52122x23

52219x19

52318x18

52415Xl5

52517x17

i

600十260
ミ
1550十280

580十90

490十110A

72で)一一・120A 一 一一 一・一 一 一 十 一 一 一 一・

一 一 一 〇.8

1。0

0.8

1.0

-1。2-一 一

2

3

4

5

17×18

14×14

14×14

19x20

350十410

380十160-

370十160

410十190

一 一 士 一 一

嘲幽幽騰 引圏■■● 一 葡陶一國醸 轍欄噌曲

襯闇幽騨 網 穏閣■騨 顯繭開■隔 嶋 顧一■■屡

哺 唄 閏 一 馴

一1.3-一

一 〇 。8-一

一 〇 。9-

1.2一

526i

l;l

l駕

…i

17x1ザ690+180い

19×20610十150-

21×21520十180-

　

錫i訟11に
i…

1.0-

0.9

1。8

1.3

1.6

7

8

9

01

16x16

18×18

20x20

6×6

320十120

350十150

390十130

350十50

十 一 一 一 一 一・一 一 一 一 一 一

0。9

-L5

LO-

L4一

第25表,第26表 及び第27表 は,BCG接 種 後12週 及 び

20週 の剖検所見で対照の健 康動物 と不健康動物 との間 に

は肉眼的所見には差異は認め られない◎ また肉眼的に結

節を認めた もφは組織学的検査 を行 つたが特 寵すべぎ差

異はない。第27表 に示 した動物 については肺 ・肝 。脾 の

定量培養を行つたが,第28表 の よ うに定量培養成績 にも

有意の差異は認めなかつた。以 上の成績か らテンジクネ

ズ ミに就いては不健康な ときにBCGを 接種 して も進行

牲結核病 変は生 じない ことを確認 した。

11.経 皮接種方法

皮内種接 方法 は現在最 も麿 く採用 されている優れた接

種方法であ るが,皮 内の潔部 又は皮下 に誤つ て接 種する

と,時 に深部 に膿潰 瘍ができ治癒 の長び くことがある◇

これに対 し乱切法や乱刺 法は局 所反応 を著 しく軽減す る

利点がある と内外の研究者に より報告 され てい る。われ

われ は経皮接種方法が現行 の皮内接種 方法 より優れてい

るか ど うかを検討 した◎

方 法

1)使 用 した乾 燥 ワクチン:Saut◎n培 地2～3代,

7日 ～10日 培養BCGを5%Lactoseを 媒液 として前項に

のべた と同一条件 で凍結乾燥 した ものである。現在市販

ワクチンの力 価 の最低の ものから最高の ものに根 当する

一25～
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第26表 不健康 テンジクネズ ミに対 するBCG毒 性一剖検 所見(そ の2)

剖

検

週

接
種

1部

1位

画 物 しぺ剛 ン
ア レ ル ギ 肖

No.

i伽 ～)

体 重 接
種
局
所

}

リ ン パ 膝1内 臓

羽
体
重

増

減

膝襲鼠坐 窩讐 門

詠

気

管
欝 肺1

睡 酬

一 ㎜蟹下 噛

左1右佐 ㈲ 左 右 左}右 骨 左i右
『

ρ 左僑

12

皮

健

康

一
非

健

康

531
…

532
新

534

5351

　 w
l

ll

l2

131

141

151

∫

16x16640十80-一 一 一一 一一 一辱一__一_一_

17x17600十60U十 一 一 一 一 一 十 一 一

17x17610十90-一 一 一 一一 一 一 一 一 一

15x17630十50-一 一 一 一 .一 一一____

一 一 一 一 一 一 一 一1.3_・_.

一一 一一 一一 一 一 一1.3-一 一一.__

一 一 一一 一 一 一1.1-_

一 一 一 一 一 一1.9-一

下

筋

肉

内

健

康

非

健

康

17xl7

20×20

18x18

14×14

17Xl7

00十100-一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一,一 一 一

20十160-一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一嚇 ±-

00十10-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一

450十70-一 一 一 一 一 一 一 一 一r・ 一 一 一

400十90-一 一 一 一________。 ±

53618x18

　537
i20x20

538i18×18i

539…19x19
　

540i18×19

650十70

610十90

540十100

600十60

660十110

一 一L3-_

一 一1、2-一

一 一 〇.7-一

一 一1.2-一

一 一1.0-一

一 一 一一 一 一 〇.8-一

一 一 一・ 一一 一 〇.7-・ 一

一一 一 一一 一一 一 〇 .7-一 一懲

一 一 一 一 一 〇 .8-一

一 一 一 一 一1.0-一

ハ◎

7
・

8

Q
>

0

1

勺1

1

1

2一16x1620x21

16×17

19x20

19x20

380十110A十 トー 一牌 一 一 一 一・一 一

400十90-一 一 ・一 一 一 一 一一 一 一

360十170-一 一一 一 一 一 一 一 一 一一

410十170-一 一 一 一・一 一・一 一 一 一

350十100斗 ← 一 一 一 一 一 一・一 一

1.1--

2.0--

1」 一 一

1、1-一 一

し3-一

第27表 不健康 テンジクネズ ミに対 す るBCGの 毒性一剖検所 見(そ の3)
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生菌単位を有す る数 種の ワクチンを使用 した◎

2)使用 ツペル ク リン:研 究開始時に全研究期間 に必要

な同一L◎tの2000倍 稀釈標準 ツベルク リソ量 を各研究毎

に保存し,使 用 した◎

3)BCGの 接種術式

皮内法:O・4mg/eeのBCG一 生理 食塩 水浮游液を上搏
'

外側皮内に初接種 と再接種 とを問わず0・1こげ つ注射 し

た◎

乱刺法;80mg/eeのBCG一 生理食塩 水浮游液を用

い,直 径1em以 内の円の申に初種接 では30～40回 再接

種で嫉15・v20回乱刺 を行 つた◎乱刺 の方法 は消毒 した上

腫外側に ワクチ ンを1滴 たらしそれを1em大 にひろげ

その上を種痘用乱刺 針をほぼ皮顧に対 して平行に持ち,

針尖を以て皮虜を強 く圧す ることを30～40回 行 うので

ある。接種後 うす く血が諜む程度であ る◎

乱切法:乱 刺法 と同様 に80mg/ecBCGの 浮液を用

い,1切 皮の長さが約1emに なるよ5にX印 を,初 接種

では4穎,再 接種では2穎 切皮を行つた◎

4)BCG接i極 後の ツベル ク リン反応 の追及:BCG

接種後1カ 月,3カ 月,6カ 月,9カ 月,1力 年,1年

6カ 月の順 に迫求 したe

5)接 種対象:未 就学 児童及び小学1年 生

6)BCG接 種局所反応 の検査:発 赤 を伴つた硬結 ・

痂皮 ・潰瘍 。癩痕 と外か らみた ままに区別 したが,こ こ

では実際上問題になる潰瘍 のみを記載 する◎

成 績

第29表 に示す よ うに5集団 について行 つたが接磧後1

年6カ 月迄の観察では 初接種の場 合も,再 接 種の場合

も,乱 刺法は皮内法に比 ぺて ツベル クリン反応 陽転率 に

は差異は認められない ようであるQ

また接種 後6カ 月迄の追及 では初接種 の場合 では乱切

法が乱刺法 よりツペル ク リン反応陽転率 がやや劣 るかの

如 く思われ るが再接種 の場 合は両接種法 に差があ るよ う

には思 われ ない◎接種局所 の潰瘍の形 成率 は皮内法が最

も高 く,し か も長 く持 続する傾向があるの乱切法は最 も

軽 く臨 床的 に潰瘍 とい うぺ きものは認め られない◎乱刺

法は皮内法 よ り軽いが,乱 切法に比 すれ ば局所反応 は強

い といわね ばならない。

12・ む す び

乾燥 ワクチンの 目的 は一定の力価 を長を保存するこ と

にある◎現在わが国で予防接種に使用 されている乾燥 ワ

クチ ンの力価は,基 準 の定め うところによ り一定 の下限

を規定 してい るけれ ども力価の幅はまだ相当に大 きい¢

諸種4)研 究に より,そ の下限は高め られ,そ の幅は年毎

にせばめられてはいるけれ ども一層 の努力によ り製法 と

保存 の条件を改善すれば更に定力価 ワクチ ンを得 ること

が出来 ることを確 信 してい る○接種方法に就 いては一術

式ではその局所 反応 の強いほ どその効柴が早 くタ高 く出

現 し,長 く持 続するが,入 爾 蕨重,特 にわが国の如 く強

制接種 を行 う場 合には最 も局所反応の弱い効果の高い術

式を選 ぶべ きである◎従つてその研究は実際上極めて重

要 である。経 皮接種 の研究 の進め られている 所 以 で あ

る◎古来BCGワ クチンの如 き生菌 ワクチ ソにかわ る死

菌 ワクチンの研究が行われて来たが一 つ として成果を挙

げえた ものはない◎私は結核症の免疫理論か ら考えれば

結核 の予防は生菌 ワクチ ンによらなけれ ばならぬ と信ず

る。 また,ワ クチンに用いられ る菌株 が弱毒 であればあ

るだけその効果 は死菌 ワクチ ソに近い ものになることも

証 している。その意味か らも定力価を有する乾 某ワクチ

yの 完 成に努力 しなければな らぬe

～29一
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第 二 席 肺 区 域 切 除

結 核 予 防 会 結 核 研 究 所

塩 沢 正 俊

一 一目 次一一

1.ま えおき

払 検討材料

匹 肺 区域 とは どんな ものか

IV・肺 区域切除術は果 して肺結核症の治療 に適応 し う

るか

1肺 結核症 の進展形式 の立場から

2外 科解剖の立場か ら

a)肺 区域 の形態

b)区 域気管支の分岐走 向

C)区 域動脈 の分岐走向

d)区 域 静脈 の分岐走向

e)区 域気管支 。動脈 ・静脈 の排列関係

f)区 域気管支。動脈・静脈 の各分岐型間の関連性

g)肺 区域隔壁

3動 物実験 の立場か ら

V.診 断

1診 断手技

2診 断限界

、L適 応

1臨 床所見

2病 理 解剖学的所見i

3臨 床所見 と病理 解剖学的所見 との関連

冊・手術手技

魍・生体 に及ぼす影響

⊃(・成 績

1

2

3

4

4

a)

b)

c)

d)

e)

f)

X・ 区域切除術 に対す る私共 の見解

特に,部 分切 除術 。病巣捌除術 との比較

死亡及び合併症

菌の陰性率

残存肺機能

姿勢の変形

不成功例の検討とその対策

死 亡

気管支痩

膿 胸

再膨脹不全及び著明な肺機能の低下

Schub

術後の排菌

XI.ま とめ

・皿.む すび

1.ま え お き

虚脱療法 は病巣の治癒を援助促進 し,転 移源 の機能を

失わせ よ うとナ る療法であ り,こ れ に反 して,肺 全別除

術か ら病巣捌除術に到る一連 の直達的療法 は,病 巣 自体

を とり除 いて,治 癒を求め る療法であ ります。勿論 肺

結核症 の治療をあま り限局的 に考 えることは 危 険 で あ

り,そこに直達 的療法 の限界があ るとしま しても,これが

より抜本塞源的療法 である といい うるのであ りましよう。

しか もこれ等の直達的療法は,手 術手技 の向上,手 術

侵襲 に対す る対策,麻 酔技術 の進歩,抗 菌物質の普及に

よつ て,著 しく安全 な手術 とな り,現 在広 く応用をみ る

に至つてお ります。

ところて,肺 葉切除を した材 料を調べ てみ ます と,一

肺葉 でな くとも,も つ と小部分の切 除で,率 分に治療 目

的 を達 しえたであろ うと思われる場合が少 なくあ りませ

ん◎ また胸成術 では,健 康肺の犠牲が あま りに も大 きい

と考 えられる場合 もあ ります◎

一方,経 験的 にいつて,転 移巣は まず転移源のまわ り

に現われ,し か も1肺 区域 以内に限局 している場合 も少

な くあ りません◎

従 つて,早 期診断 に よつ て,か か る時期,更 には転移

巣 を作 る以前の時期を掴 み うるならば,肺 葉切除 よ りも

より少 ない犠牲において,治 療 目的を達 しうることは明

かであ ります◎

またかか る手術 が成功す るな らば,肺 機能 の吏失 も,

姿勢 の変形 も極 めて軽 くすむ ことは当然想豫 され るとこ

ろであ ります◎

か よ うな観点か ら,私 共は局 部切 除療法 の研究に とり

かか りました◎しか し肺の構造 に無関係に,病巣部を切除

す る部 分切除術や病巣捌除術 よりも,た とえ肺機能の犠

牲がやや大 き く,手術が稻複雑であつて も,肺の構造に忠

実 に切除す る区域切除術 の方が,よ り理 論的 であると考

え,研 究の重点を区域切除術においたのであ ります。

ところで,手 術例数は201例 であ りますが,術 後の経過

日数が未だ不充分であ ります ので,勿 論最終的の結論 を

出す ことは出来 ません◎従 つて,本 日は区域切 除術を肺

結核症 の治療に と り入れ た根拠,区 域切除術が肺結核症
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の治療 に応用 し うる可能性等につい て,肺 結核症 の進展

形式 。肺の外科解剖 ・動物実験 ・病理解剖 ・臨床所見等

から検討を加えてみたい と思 います◎

猛 検 討 材 料

検討材料の電 な ものは,臨 床例201例(1951年8月 ～

1952年12月),剖 検 例200例,実 験動物100匹 であ ります。

監 肺区域 とは どんな ものか

肺葉に入つて,最 初に分岐 する気管支即 ち,肺 区域気

管支で支配 され る肺の部分が姉区域であ ります◎そ して

区域気管支から颪 ちに,分 岐す る気管支の支配区域が,

肺小区域であ ります◎

肺区域 の形 は,大 体の ところ区域気管支の起始部即ち

区域肺門部を頂 点 として,胸 壁肋膜面叉は,横 隔肋膜面

を底 とした不正 円錘体形 をしてお ります◇円錘体の側面

には,常 に区域肺門部か ら底 面に向つ て走 る静脈,即 ち

区域 静脈がみ られ ます¢ これ等の静脈の間には,小 葉隔

壁の延長である薄 い結合織があつて,区 域 隔壁 を作 り,

隣 りの肺区域 と境 してお ります◎

区域気管支は,殆 ん ど常に固有 の区域動脈 と共 に,区

域肺門部か ら区域 のほぼ申央 へ入 り,次 第に細分 してゆ

きます◎ これ等 の関係は,肺 小区域 においても全 く同様

であ ります◎

かよ うな肺区域が,右 肺では,上 葉に3,中 葉 に2,

下葉 に5～6あ り,左 肺では,上 葉は4,下 葉 に4～5

見 られます◎

S・Superius(Sり は必ず しも存在す るものではな く

私共 の経験では,左肺に20%右 肺 に48%み られ ま した◎

IV.肺 区域切除術は果 して肺結核症の治療 に適

応 しうるか

1こ の問題 について,肺 結核症の進展 形式,肺 の外

科解剖,動 物実験か ら検討を加えてみ ました◎

1肺 結核症 の進展形式 の立場か ら

さて,現 在崩壊 してい るか,ま たは将来 崩壊 して転移

源 とな りうる病巣一切を主病巣 と定義 してみます と,ほ

とんど常に主病巣 の外に何等か の形の転移巣がみ られ,

その転移巣は主病巣のあ る区域 に多い ものであ ります。

い ま,主 病巣 のある区域 の転移巣 と他 の区域における

転移巣 との関係 をみ ます と,次 の3つ に分 けることが出

来 ます◎即ち,

① 主病巣 のあ る区域 の転移巣が,他 の区域における

転移巣 よりも多 い場合

② 逆 に,主 病巣のある区域の転移巣が,他 の区域 の

転移巣 よりも少 ない場合

③ 両者が同 じ場合

であ ります◎

そこで,転 移巣の大きさを,小 葉大 ・亜小葉大に分け

て,い まのべた3つ の転移形式の頻度を,肺 葉切除29例

区域切除66例 について調ぺ てみ ましたe

表1の 如 く,小 藻大の転移巣の場合には,主 病巣のあ

る肺区域に圧倒的に多 く現われ ますe亜 小葉大 の病巣に

つい ても全 く同様 であ りますが,こ の場合は,区 域切除

術 で治療 目的を達 しうる症例は,肺 葉劫除術を要す るよ

うな症例 よりももつ と,転 移巣 の限局化が強 くみ とめ ら

れ るのであ ります◎

表1転 移巣の現われ方

＼ 墾整巣の大きさ}小 葉翼 亜小葉大

＼ 鰍 辮帳 切癒 幽
転 移巣の現紡 ＼ ＼l

e

小
大
…区

位

亜
葉

小
単

(29例)(29伽9働(矯)

譲 農 霧藁〉翻 霧惣69・644・963・27・ ・3

同 上=同 上 17・441'3i 15.810.6

同 上 く 同
iI

上113.113.821.II19.2!

1

主病巣のあ る区域か らはなれ た区域 に転 移巣がみ ら

れたもの9.4%

小区域単位 にみ まして も,肺 区域 を単位 とした場合 と

全 く同 じ傾向が伺われ ます(表1)。

細葉性の転移巣は もつ と広 く拡つてお りますが,こ れ

らは転移源 となる危険が少ないので省略致 します。

こ うした事実 は,転 移巣が まず主病巣の まわ りに現 わ

れ る とい う従来のX線 学的経験の正 しかつたことを立証

しています と同時 に,病 巣ぱ区域性 に拡る傾 向が強 く,

従 つて1区 域,ま たは2区 域以 内に限局 している時期,

更 には転移巣を作 る以前にか な り正 確に診断 しうるな ら

ぽ,区 域切 除術は肺結核症 の根源的な治療法 として成 り

立つ ことを物語つてお ります◇

2外 科解剖 の立場か ら

区域 切除術は より局部的の切 除手術 だけに,肺 葉切 除

術の場合 よりも,解 剖学的関係を より詳細 に理解するこ

とが必要であ ります。

私共 は着色 ゲラチ ン 。着色 フオ ルマ リソ水 。合成樹脂

と うを注入 した非結 核屍肺 を用いて,肺 区域の形態 。更

に区域気管支 。区域動 ・静脈の分岐 。走向 ・排列につい

て詐 しく追及 してみ ました◇

確かに純解剖の立場か らみ ると,極 めて複雑多岐 であ

り,個 入差が非常 に多い ものであ りますが,外 科解剖の

立場 からす ると,複 雑 な変異のなか にも,あ る程度の法

・則性 が認め られ,数 コの型に整理 することが出来 ます◎

a)肺 区域 の形態

肺 区域の形態を50肺 について検索 してみ ましたが,変

異はその形において も,頻 度において も,か な り著 しい

ものであ ります◎

しか し典型的な肺区域像があ ります し,変 異 も区域動

一一一31



498 特 別 講 演

脈 。気 管支 の分岐 ・走向 ・大小等 によつて,あ る程 度予 表2下 葉区域気管支分 岐型

想 し うるものであ ります◎

臨 禰 鹸 廊 ら駆域の境騰 号けるこ=一=
とは困難 であ ります◎ しか し肺 を虚脱 させ ます と,区 域

の境界部が溝状に陥凹するこ とがあ りますので,こ れ を

目標 に し,または前縁や葉 間縁 にあ る薮痕 や,肋膜下静脈

が 目標 になつ て区域の境界 を知 りうることがあ ります◎ ・

しか し最 も重要な ことは,剖 検材料に よつて色 々の方

向か らみた肺区域の位 置的関係 をよ く理 解 してお くことB7
と同高位

であ ります◎
B9・+IOrb・ら

b)区 域気管支の分岐走 向

区域気管支は病巣の位置を決定す る最 大の鍵 であ りま

す し,分 岐如何が手技 の選択,手 術の難易 に重大な関係

を もつ ものてあ ります◎場合 によつては,区 域切除術 よ

りも小区域切除術が より安全且つ容易 のこ ともあ ります◎

私共 は左右夫 々50肺 について,岡 。隈部氏追跡法や気

管麦,血 管分離法に よつて,綿 密に検索 してみ ました。

気管支 の分岐走向は大変複雑の よ うであ りますが,区

域切 除術 で問題にな るところは第4次 分岐迄 で あ り ま

す。 かかる観点か らみます と,分 岐型 は右上禦が型6型

(Bi,P,・2,D・ 型40%,Bl+B・ ㌔B・・型24%,Bl+B・,が2型(上 幹動脈郵%A:t→A'b32%)・A2(A・d・

B:{型14%,Bl,B2+B;s型10%}Bi+};X2a,B:1+BrsaIig)が3型(上 幹動脈型12%・ 上行動脈型16%・ 上

X・聰 ・・%B・+RX・a,・1・1+B.X,b型2%)に 分け られ 幹上行動脈型72%)A3(A・ve難tralis)が3型(上 幹動

脈型48%,上 幹,下 幹 動脈型18%,上 幹,上 行動脈型34最後 の2型 には
,本 来の区型切除術 よりも小区域切除術

%)に な ります◎従 つてSiを切除 するには,前 縦隔面のがえ らばれ るべ きであ りましよ う
¢

みか ら動脈 を追及1すれば よいのであ りますが,S2や83左上葉 の分岐型は4型 に分け られ ます
¢ まず,Bl+2+ を切除す

る場合 には,前 縦隔面か らのみならず襲間面かB
f{の幹 が短 い ときは,・Sl+2を 切除す る場合にB・Xを も らも追跡 してみる必要が あ ります

◎同時
に切 る危険があ ります◎UppeτDivisi《mの 気管支

左肺では,Al+2(A。apicod◎rsalis)が6型Ai+2a十bが3分 岐型 を とる場合は
,Si+2c,叉 はS:瓶 の小区域 切

c型32%,At÷2a,b,c型28%,A1+2a,b十c型26%,A
除が比較的容易に出来 るのてあ ります。

x』}2a÷b+c型10%
,.Al÷2a,b,.Ai+2十A:{,Ac1÷2A4型4%)下翼区域気管支の分岐 には上葉程の変異 は あ り ませ

に,A:s(A.veBtralis)は2型 に,A4+5(A.IiBguaIis)ん
◎下葉区域 気管支の分岐は表2の 如 くであ ります◎

は3型(縦 隔面型18%,葉 間面型70%,縦 隔葉 間面型この よ うに
,気 管支分岐には色 々の変異が あ りますの

12%)に なつてお ります。従つて どの区域 を切除するにで
,術 前に気 管支造影法を行い,予 め気管支の分岐型を

も,前 縦隔面 と葉 問面 を検査 してみ る必要が あ ります。承知 してお くことが大切 であ ります。

下葉 の区域動脈分岐 は比較 的簡単 であ ります。C)区域動脈 の分岐走向

下葉諸 区を切除す る場 合には,常 に糞間面か ら動脈を区域動 脈は通常
,同 名の気管支に随 伴 してお ります し

手術の際に,気 管支 よ りも容易に露 出され ます ので,病 剥離 するのであ ります・

区域動脈 を剥離す るとき,そ の分岐走向のみならず,巣の位置診断 に一役 を演ず るものであ ります
◎

区域 動脈は区域隔壁 を越 えないのが通 例であ ります。 分岐 部位 や太 さに も眼を向ける必要が あ ります。 と申し

稀に区域 隔壁 を横切つ た り,他 の肺葉 から侵 入す ること ます のは,分 岐高位や太 さに よつ て・ 動脈 の異 常・ 肺

もあ ります登 ・ 区域 の異常 とうを予知 し うること多 いか らであ ります◎

区域動脈は普通,1～2本 であ りますが,時 に3～4本 のd)区 域 静脈 の分岐走 向

こともあ ります◎ 区域 静脈 は区域の周辺 を走 り,小 区域静脈を分岐 して

左右夫 々50肺 について調べ てみ ます と,区 域動脈 の分 お りまして,区 域 の境界を決定す るための有力な 目標に

岐型は,次 の如 く大 別出来 ます。 な ります し切離時の最 もよい道案内 になるのであ ります。

先ず上葉について述 べ ます と,右 は.Ai(A.apicalis)分 岐 の変異は最 も多 いのであ りますが・ しば しば遭遇
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衷3下 葉区域動脈分岐型 表4下 葉区域静賑分岐型

右 左

A6

78%

20

2

1

2

3

本

本

本

80%

20

0

A※

16

28

12

A7+ASの 高 位

Af十Aieか ら

A9,A憩 か ら

4

14

10

A7

60

34

6

0

A7十AS

A7,Ag

A7十A9,

A7+Ag

A7十A{9

go

6

0

4

A9,A9,Ale

90

8

0

2

A馬A9十AiO

A8十A今 シA!倉

A8,Aひ,A藍o

そ の 他

74

26

10

0

右 左

Vf;

96

4

1

2

本

本

96

4

V※

18

2

4

4

カ
PSa$もV

ら

か孔沁創がb ら

か
ら

P
β霊

殺

滋

ら

S
・1

ー

ユ

カ

a

a

舗

部

W

b

警◎

V

V

V

18

4

2

4

vg,vo,Vlo

26

10

10

30

2

14

Vお 十vg,Vio

Vs,vg十Vlo

vg,vg,V憩

vs+vg.

vg+VI◎

V8,Vs十

Vf華十V霊 。

Vg十vg十

V霊o,V薫o

28

24

8

30

4

6

する分岐型を示 します と,右 上葉は3型(肺 尖 中心静脈

型70%,肺 尖静脈型22%,中 心静脈型8%)に,左 上葉

も3型(肺 尖静脈型68%,肺 尖 申心静脈型30,中 心静脈

型2%)に 分けられ,否 静脈 には上葉静脈 か ら起 る場合

(88%)と 上葉静脈幹 と下葉静脈斡か ら分岐 するものが

あ ります◎下葉の区域静脈は表4の 如 くであ ります。

e)区 域気管支 ・動脈 。静脈 の排列関係

では,一 体区域気管支や動 。静脈が どの ように排列 し

ているであ りましようか¢

区域静脈は,常 に同名の区域気管支や動脈 の内下方 に

位置 してお ります◎上葉 の区域動脈は同名の気管支の上

内方に存在 し,下 葉の区域動脈は気管支の上外方 に位す

るものであ ります。 しか し区域肺門部の近 くでは,こ れ

ら3者 がほ とん ど一束 とな り,動 脈 と静脈 とは,気 管支

をはさんで相対峙 してお ります◎ この位置的関係 は,肺

門部 を処理する場合,重 要な ことであ ります◎

f)区 域気管支 ・動脈 ・静脈 の各分岐型間の関連性

区域気管支や区域動 。静脈 の沓分岐型問に何等か の相

関があるかを検索 してみ ましたが,一 定の相 関はみ られ

ませ んで した。従 つて,動 脈の分岐型 を以つて・直 ちに

手技 を決定 した り,手 術の難易を云 々す ることは早計で

あ ります。

変異型相 互の関連性 も,一 般的 には,た い してみ とめ

られ ません◎時 には密接な関連 を示すこともあ りますの

で,一 応承知 してお くことが必要であ ります◎

9)肺 区域隔壁

2っ の肺区域 の間 には,静 脈 と共 に小葉隔壁か らの結

合織があ ります◎ この結合織は,粗 で,薄 く,し か も発

育程度は部位に よつ ても,飼 入に よつ ても相当槽逮 して

いる ものであ ります◎

さて,屍 体肺につい て,肺 区域 の切離 を してみ ます と

区域隔壁には,多 少凹凸があ りますが,比 較的容易に区

域 隔壁 で剥れ ます◎

この関係は小区域切離 の場合 も全 く同様 であ ります◎

即 ち,肺 区域 は解剖学的単位である と同時 に,外 科 的

な単位 であ ると申せ ま しよ う○

肺区域の構成は,純 解剖学的には,極 め て複雑であ り

ますが,外 科解剖か らみ ます と,理 解は決 して至難の こ

とではあ りません。 また肺区域 の切離 も容易 に行い うる

ものであ ります◎

3動 物実験の立場か ら 一

動物実験に よつ て,次 の点が どうなるかを調べてみま

した。

区域切除を行つ たとぎ,
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① 残存肺が どの ような逮命を辿 るものであるか,こ

とに切離面が どの ように修復 され るであろ うか。

② 残 存肺区域 にゆ く気管支や動 。静脈 を結紮切断 し

た とき,残 存肺に どのよ うな変化がお こるであ ろ うか。

③ また,気 管支 や動 。静脈に上述 の如 き処 置が施 さ

れた とぎ,残存肺の病巣 に,どんな影響が あるであろ うか。

そこで,第1,第2の 実験 として,犬 を用 い,実 験侵

3カ 月で撲殺 してその変化を追及 してみ ま したe

第 ユ実験に よります と,肺 の切 離面 は,胸 壁又は他 の

肺部 と線維性に癒着 し,切 離面は厚 い結合織で被われ,

肺 内には肉眼的に も,組 織学的に も,著 しい変化はみ と

め られ ません。

第2実 験 として,肺 動脈 ・肺静脈 ・気管支 の 単 独 結

紮,切 断,更 に肺動脈 と気管支 ・肺動脈 と肺静脈 ・肺動

脈 と肺静脈 と気管支の同時結紮切断等6種 類の手術 を行

いま した。

その結果 は表5の 如 く,何 れの実験 において も,多 か

れ少なかれ,何 等かの変化を胎 してお ります◎

表6肺 動脈 ・肺静脈 。気管支結紮の病巣 に及ぼす

影響(田 中)

＼ 変 化＼
＼＼

結 紮 ＼

融 合 乾酪化 洞形 成1線 維化

/
静

動

脈

脈 升

気 管 支 暑

帯

帯 帯

十

表5肺 動脈 ・肺静賑 。気 管支の結紮切断 の影響

(田 中)

＼

＼
は

結紮 ＼
切断 の ＼
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肉眼的
所 見
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縮
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…
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+
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潔
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しか し,最 も目立つた変化は,気 管支を結紮切断 した

場合 の,粘 液腫を思 わせるよ うな気管支の礎 腫状拡張,

小葉隔壁 の肥厚であ ります◇ こうした変化は,肺 動脈を

も同時に結紮切断 した場合 に,よ り強 く現われ ます。

肺動脈を結 紮切断 します と,1カ 月位 は著 明に出血を

謙め ますが,3カ 月後 にはほ とん ど修復 され,気 管支動

脈の拡張。肋膜 の肥厚 ・血管薪生 が特 に眼 に うつ ります◎

最 も変化の少ないものは,静 脈の結紮切断実験であ り

ます◎

第3の 実験 として,強 毒人型菌0・ヱmgを 家 兎の耳静

脈か ら感染 させ,1カ 月後 に第2実 験 と同様 な手術を行

い,3カ 月後に撲殺 して調べてみま した◎表6の 如 くど

の実験で も,病 巣に変化を与 えることがわか ります。

非手術肺部の病楽 は,中 心部に軽 い壊死を伴つた主繁

殖性の粟 粒結 節であ りますが,肺 動脈 を結紮 した肺部 の

非手術肺部 の病巣:中 心部に軽い壊 死を伴 つた主繁殖

性 の粟粒結飾

病巣は,互 に融合 して大 き くな り,乾 酪化が著 明で,空

洞を形成 してお ります◎

気管支を結紮 します と,肺 動脈 を結紮 した場合 と同様

に,病 巣 の融合,乾 酪化,洞 形 成が著 しく,し か もこれ

らの病巣は,拡 張 した気管支 と連 絡を もつてお るのであ

ります◎そ して,拡 張 した気管支 内には,粘 液や細胞 の

外,結 核菌 がみ られ ます◎

肺静脈 を結紮 した場合は,上 述 の実験 と対蹄的であつ

て,病 巣 の線維化がみ とめ られ ます◎

即ち,以 上 の動物実験は中央 に気管支 と動脈を もつた

肺区域 を残す所 な く切除する ことが大切 であ ることをよ

く物語つてお ります。

上述の如 く,肺 結核症の進展形式 や外科解剖の立場か

らみて も,また動物実験か らして も,肺区域切除術が肺結

核症の根治療法 と して応 用 し うる ことは晦かであ ります。

V・ 診 断

精確な診断が必要な ことは,胸 成術や肺葉切除術 の場

合の比 ではあ りません◎

一 口に診断 と申 しまして も,そ のなか に は,診 断 手

技 ・診断限界 。個入のX線 読影能力 とう色 々の問題が含

まれてお ります◎

これ等 について考察 してみま しよ う◎

1診 断手技

さて,診 断手技 と言 えば,最 初 に,X線 診断が頭 に浮

んで来 ますが,手 術時の視診や触診 も決 して,無 視 出来

ない重要 性を持つてお ります◎
"x線 診断

にあたつては,い うまでもな く,第1に1血 管

影 像の理解,第2に 肺区域投影像 の理解が前提 条件 であ

りまず◎

非結核屍の肺動脈 ・肺静脈の造影像 をみます と,血 管

像 は,非常に複雑 であ りま して,その分析はなか なか困難

であ ります。 しか し立体撮影像や断層撮影像 を も併せて

分析 を試みた結果,私 共 のX線 読影に一 層の精密 さが加

えられた ことは,動 か しえない事実であ ります。

肺区域投影像 の拡 りは,左 右で相当に違 つてお ります

し,2区 域 がかな り広い範囲で重なつてお ります。 また

背腹撮影で も,側 方撮影で も,3つ の肺区域が重な り合

～34-一
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つ て投影 され るところもあ ります◎従つて平面撮 影の外

に,側 方 ことに断層撮影が是非 とも必要になつて くるわ

けで あ ります◎

断層写真を読 む場合,血 管の太 さや走向の関係か ら,

静肺像の方が より多 くの手がか りを与えて くれ ます◎肺

門 よ りやや後方 に3本 の下葉 静脈が,や や前方 に,上 葉

静脈が現われ ます◎ また静脈分岐 の異常を も診断 しうる

こともあ りますので,病 巣の位置診断のみならず,手 術

の うえにも大 いに役立つのであ ります◎

しか しながら,二 次結核症 に好発部位がある と同様に

肺区域 内においても,病 巣 は平等 に現われる ものではな

く,好 発部位が みとめ られ ます。 こ うした事実 は病 巣の

位置診断上有力 な資料にな ります。

病巣は好んで側方枝,し かも,区 域の辺縁近 くに出現

して参 ります。

手術症 例121例 の病巣を背腹方 向に投影集積 してみ ま

す と,上 述 の事実がはつき りわか ります◎ また右のSユa

とS2a,S2b.とSfia,S%とS6a,左 のSl÷L'aとS1+2b,

Si+2cとS'la,S6とS:1の 病 巣は,案 外多 く重 なつて投

影 され ます◎

この よ うな場 合でも,前 後の位置的関係を考慮すれば

鑑 別診断 はかな り確実に,つ くものであ ります。い ま,

胸 の厚 さ16～18cmの 症例についてみ ます と,S2aやSδ

の病巣 は後方か ら5・5cm,高 々6・5em以 内に現われ ます

し,Slaの 病巣 は6emよ り後方 に現われることはあ り

ません◎・S:sの病巣は必 ず肺門 よ り前 方 に認め られる も

のであ ります◎

気管支造影法は,気 管支 の分岐型の判定,誘 導気管支

の位置決定や変化を診断す る場合,有 力な所見を提供 し

ますので,術 前検査手技 として,日 常行 うことが望 ま し

いのであ ります◎

これ に反 して,肺 動脈造影法は,現 在 の方法で行 う限

り・ 日常手技 ζする程の価値はみ とめられ ません癖

その他,気 管支鏡検査 も分割 肺活量検査 も,特 殊 の場

合を除い てあ まり重要な所見を与 えませ ん0

2診 断限界

要す るに,診 断 の主導権を握 る ものは,平 面撮影 と断

層撮影であ りましよ う。

しか し,そ れ とて も,診 断限界があ るので,す べての

病巣を診断 しうるものではあ りません◎

では,一 一体平面写真 と断 層写真 で,ど の程度 まで診断

しうるであ りましようか○

肺葉切除15例,62病 巣,区 域切除38例,81病 巣 につい

て検討 してみま した◇

径2cm以 上の病巣 であ ります と,た とえ質 的 診断に

若干の誤 診はあるとして も,病 巣 の存在はすべ て診断 し

てお ります。 しか るに,2em以 下 の病巣にな ります と,

どうして も診断 し得ない場 合が起 きて参 ります し,質 的

の誤診 も,前 の場 合に較 べて多 くなるのであ ります◎か

か る誤診は,病 巣が小 さくなるにつれて高率 に な り ま

す◎ これ ら誤診 の原因は,投 影学的条件に よる よりも,

病巣周囲の組織変化の強度,病 巣相互の重な り等 による

ことが多いのであ ります◇

一般 にいえは,断 層写 真の方が,平 面写真 よりも,診

断率が よいのであ りますが,一 方 よみすぎ も多いのであ
な

ります。かか る傾 向は,病 巣が小 さ くな る程 はつ き りし

て参 ります◎か く 申 しても,病 巣が細葉 性 にな ります

と,か えつて断層写真 よりも平面写真の方 が,よ く診断

しうるものであ ります。

この結論は,私 共 の少数例か ら導き出 したものであ り

ますので,こ れを以 つて直 ちに一般 を律 しうるとは毛頭

表7読 影 の 限 界(小 林)

　
巣 の

性 状 ＼＼ ＼

細 葉 性

亜 小 葉 大

10～20mm

20mm-)

乾 酪 巣

空 洞

乾 酪 巣

空 洞

肺 葉 切 除(15例55巣) 区 域 切 除(38例81巣)

病
巣
数

5

17

15

9

4

5

断 層 写 真 輩平 面 写 真

磯 酬 簗 確噸 確徽 簿
3 2

84

6

6

3

4

3

1

1

1

0

1

0

0

0

0

0

10

10

7

3

5

平 面 写 真i

劇 糞確…継

1

4

2

0

o/u6

断 層 写 真

粟

2382↓11

、/、4

18

10

すぎ{磯 憂確隙

・{612・

0

0

■ー

ハU

oi27

に_

30

350

4400

6420

13

6

4

6

8

1

2

0

0

)喧

0

0

0

0聯

小区域 単位の位 置適 申率:肺 葉切除例60%,区 域切除例70%
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考 えてお りません◎

しか しなが ら,診 断限界 に対す る一つの傾向を示 して

いる もの と解 してさしつか えないであ りま しよ う◎

位 置診断 にな ります と,適 中率は更に低下する もので

あ りまして,小 区域単位でみ ます と,肺 葉切除術で60%

区域 切除術 で70%程 度にすぎ ませ んeこ れは,区 域の

変異 が多 いこと,病 巣 が好 んで区域の辺縁 近 くに現 われ

る ことにな りましよ うo

表8診 断の適 中率

診ぐ 区分

小区 単位
位 概

痙 単位

3人

適 中

73。2

82.4

2人

適 中

16.2

9.5

1人

適 中

6。8

4。1

適

な
く
し

全
中

い

5.4

4.1

性 状IC・7・3123・ ・i3・8i5・8

1小 区単位}

気管支造影法 もまた,撮 影技術 。造 影剤 の性状か ら し

て,造 影不足や肺胞像の出現 をみ ることがあ ります ので

読影を困難にする場合が少な くあ りません(20%)◎

臨 診断限界は,当 然各入の能 力によつ て違つ て 参 り ま

す◎実地 治療 にあたつて,私 共が どの程慶 まで診断 しえ

たか を反省 してみます と,3人 の医師 の診断 が完全 に適

中 した場 合は表8の 如 く,位 置診断 で80%,性 状 の診断

で65%位 であ ります◎小 さい転移巣 の拡 りは50%程 度に

診断 しえたにす ぎ ません。

この ように,X線 診断 と言 えども,実 地 に応用す る場

合には,か な りの誤診を念頭 におかなけれ ばな りません。

しか し,手 術 側に関する限 り,か かるX線 診断の間隙

も視 診や触診で,少 なからず補い うるものであ ります◎

径5em位 の病巣 ならば,触 診に よつ て充分に確認 しうる

ものであ ります◎

また,X線 診断が開胸後に訂正 され た場合 も,稀 なら

ず経験 してお ります◎ ここで注意 を要す ることは,虚 脱

による無気肺な どを比較的重 く誤 認 しやすい ことであ り

ます◎

NI・適 応

私共 は,現 在崩壊 してい る病巣 のみな らず,将 来崩壊

して転移源 とな りう る病 巣即 ち,小 葉大以 上の病巣 とか

亜小葉大病巣 の集団が,亜 小葉大 の転移巣 を含め て,原

剰的に,1区 域叉は2区 域以 内に限局 しているもの に適

応症 として坂扱い ました¢ この場合,透 亮 の有無,排 菌

の無 有,区 域 の位置にはあ まりとらわれないて決定 しま

した◎ その他,一 般 状態 や肺活最は肺葉切 除術 に準 じて

・考慮 しま した◇

では,一 体私共 の適応基準が正 しかつたであ りま しよ

うか。 この点について,臨 床的並びに病 理解剖学的 に検

討 してみたい と思い ます◎

1臨 床所見

年齢 は16才 か ら51才 に及び,男76%で あ ります。

まず,主 病巣の性状 をみ ます と,小 葉大以上の病巣が

77・8%を 占め,.径2～3emの ものが最 も多い(43・7%)の

であ りますが,径5cmに 及ぶ もの も含 まれてお ります。

しか し透亮像を認め るものは44.5%に す ぎません◎一方

小葉大乃至亜小葉大病 巣の集団例が22・3%も 含 まれ てい

る こと,更 に,か かる症例 には,不 完全閉鎖性乾酪性気

管支炎が68.5%に 見られ るこ と等は,注 目すべき ことで

あ ります◎

このよ うな主病巣 は,右 のSl(21・5%),S:(21・9%)

左 のSl÷2(35.3%)に 圧倒的 に多 くみられ ましたが,S6

(右9.8%,左3.3%)に も租当存在 してお ります。

病巣の拡 りは,多 く1区 域以内に限局 して お り ま す

(59・4%)が,2区 以上 に及ぶ もの も11・3%に みられ てお

ります。

術前における排菌状態をみ ます と,塗 抹陽性20・8%,

培 養陽性33・3%で,1か も常時排菌 例は30・8%に す ぎま

せ んo

そ して多 くの症 例(70%)は 表9の 如 く,一 応何等か

の治療を うけたのであ りますが,そ の治療法 では所期の

目的 を達 しえなかつた もの であ ります◎

少 し話が変 りますが,私 共の症例は感染か ら比較的に

表9区 域切除前 にうけた治療

化学療法
虚脱療法

化学療法

24.4%

23.3%

虚脱療法
導

22.1%

無 治 療 30.2%

PA8十P叢 よth。

PAS十SM+Pkith.等

PAS,SM十Pノ 、S,

PAS十TB1等

Piith.P11.P.

Pnth=気 胸,1㌔P気 腹

早い時期 に手術を受けていることをつけ加 えてお きます。

2病 理解剖学的所 見

ここで観点をかえて,病 理解剖学的 に考察を加 えてみ

ましよ う◎

まず,主 病巣 として取扱つた病巣を大別 してみ ます と

小葉大以上の被包乾酪巣、出来あがつた空洞,小 葉大乃

至 亜小葉大被包乾酪巣 の集団等3群 にな り,こ れ等が6

型に分 類 され ます¢

1型 は年輪状樗造 を示 し,肉 眼的に空隙 をみ とめ ない

もの,翌 型は年輪状構造 を示 し,肉 眼的に空隙 をみ とめ

る もの,皿 型は構造が不規則で,肉 眼的に空隙 をみ とめ

ない もの,IV型 は構造が不規則で,肉 眼的 に空隙 をみ と

める もの,γ 型は乾酪物質の崩壊排 出が高度 に及んだ も
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の,V型 は小葉大乃至亜小葉大の被包乾酪巣が3コ 以上

集 団 しているもの,で あ ります◎ これ らの病 巣は,ほ と

ん ど常 に亜小葉大以上 の病巣や細葉性結節を随伴 してお

ります(表10)。

表10・ 主 病巣分類 と随伴病変(北 ・村瀬 ・木野)

表11区 域気 管支断端の変化(北 。村瀬 ・木野)

随∴ 型
例 数

小葉 大被包乾酪巣

小葉大以下の被
包乾酪 巣

細 葉 性 結 簾

新 鮮 肺 尖

濃痕又は硬化病
巣

小 葉 大 以 上

Ifi liiiTviV

ウ
臼

ハU

9

1

19

　

9

1

1

4

3

4

4

1

0

20

9

20

20

2

5

2

2

2

2

0

0

1、

13

9

13

13

0

3

計

1慧 田IVV、1計%

数

常

潤

節

瘍

化酪

例

正

浸

結

潰

乾

2

1

0

1
嘉

0

0

8

2

1

9
曾

1

9
勧

2

0

0

2

ハリ

ハU

6

3

6

ハ◎

合
V

1

4

2

0

2

0

0

　

12!44

7■534・1

111桔1:1
1i24・5

ゴ4i9.1

1[

50

24

49

49

4

9

いわゆる結 核唾 と呼ばれる ものは,病 理 解剖学的に

は1～IV型 の如 ぎ病巣に属するものであ ります◎

組織学的には,fi,IV,V型 は,も ちろんのこと,1,

研型の如 く,肉 眼的には空隙 をみ とめない ものでも,す

べて崩壊過程が認め られ ます し,V型 においても,あ る

い くつかの病巣は必ず崩壊 しているものであ ります◎

なお,屡 々,小 石灰巣 が周囲 の組織反応 と無関係に乾

酪巣内にみ とみ られ ることがあ ります◇従 つて,石 灰化

巣がみられたか らと言つ て,必 ず しも病巣 の古さや予 後

を云 々する ことは出来ないのであ ります。

組織 像は これ また多種多様であ ります◎ しか し,大 体

純滲出型 。純増殖型 。混合層状型 。混合集合型 ・濃縮 空

洞型 ・空洞型の5基 本型 に分け ることが出来 ます。

組織豫 と肉眼的 分類型 との関係をみ ます と,1型 は混

合層状型,遜 型は混合層状型 と濃縮空洞型,避 型は純滲

出型 ・純増殖 型 ・混合集合型,IIV型 は 盟型の外に濃縮空

洞型,V型 は空洞型か らな り,M型 には上述の色 々の型

が含まれてお ります。

詳細は同僚村瀬 の本学会における報告にゆず ります◎

気管支切断端 の変化に眼を転 じます と,過 半数例 に結

核性変化がみ とめ られ ます(表11)。 しか し,潰 瘍型 とか

乾酪型 といつ た高度の変化を示す ものは少な く,15%に

す ぎません◎ その変化程度は,蚊,W,V型 の如 く,空

隙をみ とめる ものほ ど強いのであ ります◇

3臨 床所見 と病理 解剖学的所見 との関連

次に臨床所見 と病理 解剖学的所見 とを関連 させて検討

してみたい と思い ます¢

興味 をひ くことは,① 排菌燈が透 亮縁の有無や病巣

内の空隙 の有無又は大 小 と必ず しも相関を示 さ な い こ

と,② 排菌 と最 も密接 な相関に立つ ものは気管支断端

の変化 であ るとい う事実 であ ります◎ この ことは適応 を

きめる場合に大 きな示唆を与 えてい るか と考えるのであ

ります◎

透亮徴をみ とめるものは,た しかに多 く(常 時排菌80

%)の 菌を出 してお りますが,透 亮像を 認 めな い も の

(常時排菌43%),更 に亜小葉大乃至小葉大 の病巣集団

(常時排菌15%)て あつて も,な おかつ,相 当に排菌 し
ぽ

てお ります し,反 対に透亮像を認め るものて も,菌 を証

明 しえない場 合(20%)が あ ります。

一一方,切 除材料かち みて イ,,空隙のある ものとない も

のとの間に も,上 述 した と略 々同様な関係がみ られ るの

であ ります◎

この よ うな排菌関係は,表12の 如 く,X線 上 で透亮像

を示 さない もので も,病 理解剖学的にみれば,そ の半数

に空隙をみ とめ ること,よ しんば,肉 眼的に空隙をみ ど

めな くとも,組 織学的 には既 に崩壊 している とい う事実

か ら,容 易 に理解 し うる ところであ ります◎

多量 に排菌す るものは気管支の変化 も重 くな るのて,

適応決定や手術の選択 にあたつて注意すべ ぎであ ります◎

ここで少 し話を変 えて,い わゆる結核腫についてふれ

てみたいと存 じます。 と申 しますのは,私 共が 日常 翼 々 一

経験 します ところであ り,治 療上か らも,臨 床家 に多 く

の話題 をなげかけてい るか らであ ります◇

いま,平 面写真上,境 界 明瞭 な略 々円形の陰影 で,空

表12病 理解 剖型 とX線 病型 との関係

《北 ・村瀬 ・木野)

箒 酬穿墜繍柵
つ

↓

群

く

く

亮

亮

巣

計

透

透

病

1

5

0

6

1

7
響

3

1

2

3

病巣群

1、

AU

3

AU

3

雪
去

-

計

2

5

3

0

2

1

1

5

隙をみ とめないlem以 上 の肺内病巣をいわゆ る結核腫

と致 します と,私 共の症 例のなか には,か か る形の もの
.

が少なからず 含まれてお り言す。

か ような病巣が,ど の ように経過す るものであ るかを

6カ 月以上5年 半 観察 し得 た88例,110病 巣 について調

べてみ ます と,径2・5cm以 上 の ものは殆ん ど見当 りませ
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ん◎そ して,全 体 の14%に あたる15病 巣が悪化 してお り

ます。 しか し,病 巣 の悪化 を予知 しうる因子 としては,

大 きさ ・年齢 ・性 別 。観察期聞等色 々検討 してみ ました

が,残 念なが ら僅 かに洞尾影や石灰 像に若干の手がか り

観 出しえた外は何 もあ りません◇

私共の症例は観察期間が短いため,勿 論,こ の結果 を

以つ て直ちに一般 をおす ことは出来 ないと致 しましても

病巣の予後を予知することが極 めて困難な ことは明らか

であ りま しよ う◎

一方,か か る病巣 は病理解剖学的 にみ鶴 既 に悪 化の

芽ば えを もつている と言わねばな りません◎他方,治 療

面か らみて,虚 脱療法ては,病 巣を永久に残 す憾みがあ

りますが,切 除療 法では,完 全 に とり除 くことが 出来,

そ の効果 も非常 に優れ てい るのであ ります◎

さて,文 献を渉猟 してみ ます と,い わゆ る結核腫 の治

療 に関す る諸 家の意見ぱ,極 めて不一致であ ります◎切除

すぺ きであ ると強調 され る一方,少 なか らざる学者が保

存的療法を主張 しているのであ ります。 しか し私共は,

上述 の根拠か ら,いわゆ る結核1勲よ,区域切 除術 の適応 症

として早期 に手術すべ きである と考 えるのであ ります◎

以上の考察か ら,私 共の症 例は区域切除術の適応症 と

して,ほ ぼ適切 であつた といえま しよ う。

即ち,透 亮 像の有無や排菌 の状態に必ず しもとらわれ

ち ことな く,病 巣の大き さや集合状態に重 きをおいて適

応を きめるべき と考 えます◇

もし も,小 葉大以上の病巣,ま たは,亜 小葉大の病 巣

であつて も,集 団をな している場合ひかか る病 巣が転移

巣 と共 に,1区 域 又は2区 域 以内に限局 してい るときは

適応症 とすべ ぎであ りましよ%

肺活量 その他は,肺 禦切除術の基準 に従つて決定 すべ

きであ ります◎

、監 手 術 手 技

手術手技 の要点は,

1)肋 骨 を切除す ることな く単に切断 に とどめ,閉 胸

時整 復 してお く◎

2)区 域動脈 。区域気管支 を個 々に処理す る◎

3)区 域静脈を求め,小 区域静脈の 孜を切断す る◇

4)区 域静脈を 目標 に して正 しく区域隔壁 に達す る。

5)術 者 と助手 で剥離面 を適度に緊張 しつつ,捻 指 と

示指,叉 は カーゼ劉離fで,無 理 することな く剥離

を進める◎

6)切 除後,あ つい食塩水 ガーゼで創面 を圧追 し,更

に温食塩水で洗 條する◎

?)加 圧 して空気 の漏出な きをたしかめ,閉 胸 後再び

加圧 して,肺 を膨脹 させ る◇

8)術 後48時 間後,一一15mmHgで 持続的に吸引 し,早

く且つ完全に肺 を再膨脹 させ る¢

ことであ ります。

次に2,3の 事項につ いて述べてみたい と思い ます◎

気 管内麻酔法を用い ます と,手 術は より容易 に,よ り

正確に行 いえますが,局 所麻酔で も充分安全 に行い うる
サ

ものであ ります。事 実,私 共の症例中80%は 局所麻酔の

下ですませてお ります◇ その結果は,気 管 内麻酔法の場

合 と較 べて,別 段違 つてお りません○

区域 の位置に よつ て,多 少手術に難 易はあ ります◎け

れ ども,少 しく馴 れて来 ます と,問 題 にす る程の ことは

あ りません◎

小 区域切除術 もまた,区 域 切除術 と全 く同様な要領 で

容易 に出来 るものであ りますe従 つ て,1区 と1小 区の

切除,又 は2小 区の同時切除 も容易 であ ります◇

私共 の症例では,1区 切除が最 も多 い(67.3%)の であ

りますが,3区,4区 を切除 した場合(2.5%)も あ りま

す。 また,小 区(31.8%)又 は区域 と小区(13.9%)を 単

位 に切除 した ことも相当あ ります窃

切除区域 は右 のS韮(90%),S:(ユL4%),S1+S2

(18・9%)左 のSl+2(27.4%)が 圧倒的 に多 いのであ り

ますが,他 の区域の切除 も一一応すべ て経験 してお ります。

区域切除術後に,肺 の切離面 を縫合する ことのよしあ

しは議論のあるところであ ります¢ しか し合併症,肺 の

再膨張,肺 機能等の点か らみ ます と,縫 合の可否は,あ

ま り重 くみな くとも馬い と考 えたいのであ ります◎

㎎ ・生体に及ぼす影響

生 体に及ぼす手術の侵襲 について色 々調べ てみた とこ

ろ,そ の変化は,肺 葉切除術 と軌 を一 にしてお ります◎

しか し,そ の程度は,肺 葉切除術に較 べてやや軽いかに

推定 され ます。

か く申 します ものの,侵 聾 はやは り大き』いのてあ りま

すか ら,補 液 ・補血 ・栄養補給には万全 を期 さなければ

な りません6

次に検査成績を図示(略)し てみ ます と,

出1血量 は肺葉切除術 よりも遙かに少な く,・一次胸成術

とほぼ同程度 であ ります(岩 間)◎

血液循環時間 。循環血漿量 ・細胞外液柑量には,肺 葉

切除術 との間 に差をみ とめ ませ ん(渡利)。

動脈血酸素 含有量 ・酸 素飽和度は,手 術開始 直後 と2

週 目に低下 し,5週 で元 に戻 りますeか か る変化は,肺

葉切 除や胸成術 よりも軽 く,か つ早 く恢復 してお ります

(熊野)◎

。血清蛋白の推移では,肺 葉切除術や胸 成術 との間にか

な りの差違がみ とめ られ ます(高 原)◎

分 劃肺活量の維移をみます と,順 調に経過 した場合,

肺容量 も酸 素当最 も早 くかつ よ く恢復 いた します(熊

野 ・小方)◎

心電 図の変化を示 します と,術後1～3日 位つS・くST,
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T,の 低下がみ られ,一 過 性の酸素不足が 伺 わ れ ま す

(小 林庄一)◎

Dvnaggio反 応は,3日 目最高に達 し,概ね術後2週 て

術前置 に戻 ります(湯 沢 。新海)◎

「ツ」反応 の推移 では,外 発赤の一一過性縮 小が 目立 ちま

すが,か かる変化は大体1ヵ 月たてぱな くな ります(村

木 ・熊野)。

肝機能 の障碍 も一過牲 て,2週 後には正常 に復 し,肺

葉 切除術 や胸成術 との間 に著 しい差はみ とめ られ ません

(織田 。荒木 。檜川)◎

腎機能 の推移は図(略)の 通 りであ りまして,著 変はあ

りませ ん(高瀬)◎

有熱期間は,肺 葉切除術や胸成術 よりも長い よ うであ

ります◎熱型は大体5型 にな り,第V型 の場合は,肺 機

能 の障碍 が大 きいのであ ります(岩 間)。

血沈の推移をみます と,2ヵ 月後 には術前値に戻 り,

肺葉切除術 よりも遙か に早 く恢復 してお ります(入倉)。

体重の恢 復状態は,肺 葉切除術や胸成術 よりも遙かに

よ く,6カ 月には術前の体重 を凌駕 してお ります(木 下)。

その他,補 体結合反応 「沢ll?-1),赤1丘L球凝集反応(八 木)

な どを行 いましたが特別の所 見はあ り・ませ ん◇

P(.成 績

冒頭 に述べ ました如 く,臨 床経過が短い ので,遠 隔成

績 は勿論申 しあげ られ ません◎

近接成績 ではあ りますが,菌 の陰性率 ・死亡率 。合併

症発生率 。残 存肺機能 ・姿勢の変形等か らみ ます と,肺

葉切除術や胸成術 と較ぺて,優 る とも劣つていない もの

と考 えられ ます。

次に,詳 し く検討を加えてみたい と思 い ます。

1死 亡及 び合併症

死亡は直接死亡(3例),早 期死亡(2例),晩 期死亡

(1例)を 含めて6例,3・0%で あ ります◎

気管支擁は6・5%に あた る13飼,Schubは4例,2.0%

に発生 をみ てお ります◎

2菌 の陰性率

.術 後の完全陰性率即ち術後1回 も菌を証明 しえない も

のは86%で,か な り優秀である とい えましようeし か も

排菌 例の多 くは微量 且つ一過性 のものであつて,間 もな

く陰性化す る傾向を示 してお ります◎

いま3ヵ 月以上経過 し,月3回 以上検綾 した88例 につ

いて排菌状態を追跡 してみ ます と,術 後6～8カ 月目に菌

陰性率 の低下するのが 目につ きます◇6カ 月,7カ 月,8

カ月目の陰性率は夫 々82・5%,86・4%87・5%を 示 して

お ります。

3残 存肺機 能

肺の再膨脹 は比較的早 く且つ完全 にお こなわれ,こ れ

に伴い,機 能 の恢 復も早 く且つよいのであ りまして,永

入的な機能喪失 は,肺 葉切 除術や胸成術に較べ て遙かに

軽いのであます◇一般 に,肺 葉切除術 と違つて,孔 腔を

閉鎖するための胸成術 は必要あ りません¢

さて,肺 の伸び具 合を優 ・良 。可 ・不 可に大別 して,

術後3カ 月,6カ 月の再膨 脹状態 を比較 してみ ます と,

3カ 月臼ては,な お,膨 脹 不全 のものが42.6%も あ りま

すが・6カ 月になると,可 群の29・0%を 残 して,他 は全

部完全に膨脹 し,ご く軽い勝豚 を胎すにすぎませ ん◎

表13の 如 く,肺 活最は,絶 対量の推移か らみても,百

分率の推移か らみて も,6ヵ 月迄は急速度で恢復 して参

りますが,7カ 月以 後は誠 に遅 々と してお り,む しろ固

定状態に近 くな ります◇そ して区域 切除 術の場合は,良 肺

葉切 除術や胸成術に較べ て,肺 活量 の恢 復は早 く且つ肺

良好であ ります。6カ 月目の肺活量 をみます と,区 域切

除術 では術前値に較べ て平均400ce,10%の 減少に とど

まりますが,肺 葉切除術や胸成術 では800cc,30%に 及

ぶ減 少が認め られ るのであ ります◎

肺活鍛の恢復を障碍す るもの としては,肋 膜 の勝豚形

成が最 も重 要な因子であ ります。

肺 の再膨脹が良 く,勝 豚形成 の軽い優 良群 は肺の再膨

脹が悪 く,勝 豚形成の強 い可 。不可群に較べ て,肺 活量

の儀牲が軽度にすんでお ります(表14)◎

以上の事実 は,分 割肺活蟹 の測定成績か らも窺い知 る

ことが出来 ます◎

肺の再膨脹が よい もの程,ま た術後の経過が長い もの

程,肺 容量 において も,酸 素当董において も,恢 復が よ

いのであ ります◎

い ま肺葉切除術の場合 と比 較 してみ ます と,区 域切除

術では術側における肺容量の減少は,軽 いのであ ります

が,酸素消費量の減少 は穂 々強いよ うであ ります(表15)◎

しか し,全 肺機能か らみ ます と,そ の障碍 は,肺 葉切

除術 よ りも軽い ものと考え られ ます。

肺活量の減少は・当然切除 した肺の体積に比例すぺき

ものであ りま しよ うが・私共の経験ては,表16の 如 く,

はつき りした差はみ とめ られ ません◎ これは勝胆形成 に

よる障碍が当然起 るべ ぎ肺活壁 の差をおおいか くしたた

め と考 えられ・術 後の処置に対 して,な お一段 の研究 と

努力が必要であるこ とを物語つている といえましよ う♂

ここで,観 察方法をかえ℃ 造影法所見を検討 してみ

ますと・術後の肺動脈造影 法では,縦 隔の編位,肺 動脈

の縮小,走 向の乱れな どが殆ん ど常に認め られ ます。 し

か し・崩嘆 切除術に較 べてはるか に軽度であ ります
。

気瞥支造影法でみ ます と,気 管支の偏位変形 は殆ん ど

目につかず・肺胞像は末 梢に至 るまで よく写 し出されて

お ります◎

この2つ の所 見は,術 後の肺機能 の障碍が軽い ことを

間接的に立証 しているものか と考え ます。

以上の如 く・術後 におけ る肺再膨脹 の障碍,ひ いては

肺機能の障碍 は,術 後の処置如何,す なわ ち肋膜の勝豚
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表13肺 活量の推移(入 倉 。岩聞 。木下)
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表14肺 の再膨脹状態 と肺 活羅の減少(入倉)
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表lb切 除 肺容量 と肺活量の滅少(入 倉)

で蓼`凄

＼ 縄 術 後3ヵ 月
職、

術 後6ヵ 月 ＼ 経 過 術 後3ヵ 月 術 後6ヵ 月
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良 21 686 ビi 12 δ79 12

可 29 960 29 26 992 26

不 可29 1,ユG9 29 ⑪ 0 0

表15.分 活肺活量(熊 野 ・小方)
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繊 の如何に左右 される ところが大 きいの であ ります¢

なお後述す るよ うに,合 併症の発生 とも関係致 しますの

で,術 後の処置を適切 に行 うことが,本 手術を成功に導

くために極めて重要 なことであ ります。

4姿 勢 の変形

上葉1区

下葉1区

上葉2区

25

ε

21

820

560

648

23.716449

21.43:450

23.015421

1

15.4

15.0

12.7

合併症 ことに気管支撰 を作つた場 合,切 除肺容量が大

きい場合,転 移 巣のために虚脱療 法を必要 とす る場 合,

な どの外は,術 後の胸成術は一般 に追加致 しません◎

また,開 胸にも肋骨を切 除するこ とな く,た んに切断

に とどめ ます◎ そして区域 切除後再 び整 復してお くので

あ ります◎

従つて区域切除術後の姿勢の変形 は全 くみ られ ませ ん。

もちろん,姿 勢の変形は,肺 結核症の治療か らみます

と,派 生 的の問題であ りましよ うが,患 者 自身にあたえ

る精神的苦悩 も決 して一笑 にふす ことは出来ない もので

あ ります◎

5不 成功例の検討 とその対策

次に,不 成功例を検討 し,今 後の対策について考慮 し

てみたい と思 います。

a)死 亡

死亡原因は,脳 血栓(1例),肺 水腫(1例),急 性糸毬

体腎炎(1例),術 後 シヨツク(3例)で あ りますが,術

後 ショツクに よる死亡の3例 は,今 陵充分に防止 しうる

ものであ りま しよ う。晩期死 の1例 は,区 域切除 後4カ

月目に,肺 の再膨脹不全 のため胸成術(H～W切 除)を

追加 し,そ の時に,術後 シヨツクに よるものであ ります。

b)気 管支痩

気管支痩 は全例の6・5%に あたる13例 に起 り,合 併症

中最 も多いのであ ります◎

何れ も1カ 月以 内に痩形成が証明 された早期 痩形成例

であ りまして,肺 葉切除術 にみ られ るよ うな晩期痩形成

例は1例 も経験 してお りませ んo

擁を形 成 します と多 くの場合,何 等かの症状 を現わ し
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ますが,時 に殆 ど症状 のない潜在性罐形成がみ られ ます。

痩形成 を診断するのに重要な所見 として,① 空気 の反

覆穿刺が可能であるこ と,② 排気後間 もな く,胸 腔内

圧が平圧乃至陽圧に戻 ること,③ 月余に亘つて血終 が

出る こと,④ 月余 に亘 る肋膜 内死腔がX線 写 真にみ と

め られ ること,⑤ 体位の変換 によつてせ きの発作がお

こること,⑥ 激 しいせき,た んがあ ること,な どが挙

げ られ ます◎なお,MethyleRblauこ とにAther注 入法

を用い ます と,診 断は ます ます はつ き りして参 ります◎

また,気 管支造影法が,重 要 な所見を提供するこ ともあ

ります。

術後の∬h疫は,過 半数(60%)の 症 例にみ られ るもの

であ ります◎ しか し,術 後3週 問以 内,お そ くとも4週

聞以 内にはな くな ります◇

従 つて,月 余に亘つて血疾が出 る場 合は,一 応気 管支

疲の形成を疑 うぺきであ りましよ う。

痩形成は,術 前 の排菌状態や気管支断端 の変化 と,必

ず しも密接な相関を示 してお りません し,再 手術所見 を

も考慮 します と,痩 形成 の主因は,手 術手技の沫熟 によ

る気管支断端の縫合不全 に求め るべ ぎであ りましよう◎

従つ て,こ の ような合併症は,今 後技術の向上 によつ

て,充 分に防 ぎ うるもの と考 え られ ます◎

ここに想い起 され ることは区域 ・気管支 と気管支幹 と

の性状の違 い,従 つて断端閉鎖時の縫 合糸の密度 ・深 さ

が,痩形成 と関係があ るやに考 え られ ることてあ ります◎

私共は この ように痩形成をみてお りますが,幸 な こと

に疲形成に よる死亡例,悪 化例は経験 してお りません。

また,多 くの場合,胸 成術 を追加す るか,胸 成術に有茎

筋肉辮充墳術を併用 して,治 療 目的を達 してお ります◎

の 膿 胸

膿胸は現在 までの ところ1例 も経験 してお りません。

しか し,膿 胸を発生す る危険は充分に考 え られ るのであ

ります。

と申 しますのは,手 術中に空洞を穿孔 した り,手 術野

に乾酪物質を圧出す る場合が26・6%,切 離面に粟粒結節

をみ る場合が18.7%に 及んでお ります。

また,気 管支 の切断面か ら37・5%に 結核菌を証明 して

お ります し,更 に,術 後の血 腫か らも17・1%の 結核菌を

検出 しているのであ ります◎

この ように,膿 胸発生 の危険 にさらされているのであ

りますが,膿 胸例をみないのは,Streptomyeinの 効果

は さる ことなが ら,肋 膜 内屍腔が,速 かに且つ完全に消

失 するためであ りましよ う◇

ここで も,強 力な ドレーナージの重要性が強調 され る

のであ ります。

d)再 膨脹不全及び著 明な肺機能の低下

肺 の再膨脹不全は,器 質性血 腫 と気管支疲に起因する

ことが多いのであ ります◎

前 者の場合は,血 腫の吸引が困難 で,強 い勝腹形成を

招き,肺 機能の低下が著 明に現われて参 ります。

血腫が多 く且つ長 く排除 され る場 合や,滲 出性 の傾向

を帯 びる場合は,え て,勝 豚形成が強 くな り,肺 機能り 。・

低下が著 しくな ります。 ことに横 隔面の勝豚形成が最 も

問題 になるのであ りま して,も しも,肺 機能 の低下がi著

しい ときは,鮒 皮術が必要にな るこ ともあ ります。

気管支痩の場 合には,早 期 に気管支痩の根治手術 を行

わねば な りません◎

e)Sch鷺b

4例 中3例 は,手術部位 に一致 して,術 後5,6カ 月目頃

に現われ,菌 が再び出は じめた時期 と丁度一致 してい る

のであ ります◎

しか し,全 例 とも早期 の化学療法に よつて,良 好な経

過を とつてお りますの

f)術 後の排菌

区域切除縫は,即 座 に,完 全 に,菌 の消失 をみて然 る

べきであ りましようが,事 実は,17例 に菌を証明 してお

ります。 しか し,前 述 した如 く,排 菌者 の多 くは,一 過

性 に微量菌を出 してい るのであ りま して,常 時排菌例 は

わずか4例 にす ぎません。

そ して,一 過 性の微量排菌者 は,多 く術後5～6カ 月目 。

頃 に排菌を始め る晩期排菌群 に属 し,常 時排菌者は,術

後3カ 月以 内に菌が証明 される早期 排菌群に含 まれてお

ります◎

術後の排菌 と術前X線 所見 ・術前の排菌状態 ・手術所

見 ・気管支断端の変化 との間 には,あ まりはつ き りした

関係を見出 しえませんが,乾 酪性気管支炎 ・気管支痩が

排菌源の1つ にな りうることは明かであ ります。

術前 多量 に排菌 し,透 亮像を示す ものに,常 時排菌者

が多い ことはヂ ー応注意す べきことであ りま しよう◎

とに角適応症の決定,手 技の向上 に よつ て,今後かか る

失敗例が減少す るであろ うことは想豫に難 くあ りません◎

以上 の諸結果か ら判断 してみ ます と,区 域切除術は,

大 体6カ 月位でほぼ安定状態に達 します ので,6カ 月前

後の臨床成績が,手 術 の成否を きめる一応 の目安にな り

うるものであ りましよ う。

照 区域切除術 に対する私共の見解,特 に

部分切除術 ・病巣劉除術 との比較

以上を もつて・区域切 除につい てお話 したい ことを大

体つ くしました◎

ここに,区 域切除術 と部 分切除術乃至病楽劉除術に対

す る私共の見 解を述ぺてみたい と思い ます。

私共 は次 に述べ ます よ うに,主 として切除肺 の病理 解

剖学的所見 ・動物実験 。外科解剖所見か ら出発 して,区

域切除術 に優越性を認めたいのであ ります。か く申 しま

す ものの,決 して部分切除術や病 巣捌除 術を全面的 に否

定するものではあ りませ ん◎
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す なわ ち,区 域切除術を原則 とし,時 に応 じ て部分切

除術や病巣劉除術を選 ぶのが妥当であろ うと考えるので

あ ります◎

一へ私共 の経験か らみ ます と・区域切除術の適応症 の範囲

は,部 分切除術や病巣捌除術に較べ て広い といい うるよ

うに思い ます。

何故なれば,部 分切除術の適応症は,す べて区域 切除

術 で処理出来 ますが,区 域切除術 の適応症必ず しも,部

分切除術や病巣 別除術で処理 出来 るとは限 らないか らで

あ ります◎

区域切除術をえ らぶ根拠は次の通 りであ ります◎

第1)動 物実験によ ります と,部 分切除術では,区 域

切 除術 と途 い,気 管支の嚢腫状拡張,肺 硬化を著明 に飴

す ことが あ ります◇

また,部 分切 除術でと り残 された病巣は,そ の病巣へ

ゆ く肺動脈か損 蕩され ますので,多 分に悪 化す る可能性

を もつてい ると考 えねばな りません¢

第2)切 除 材料か らみ ると部分切除術ては,区 域切除

衛 よ りも転移 巣をと り残 す危険が多 くな りますのでそれ

ら病巣か ら悪 化す る可能性が大 きい もの と想像 され ます◎

か く申 しますのは,小 豆大 の病巣で も5%,大 豆大 の

病巣ては30%に 崩壊がみられ ることを知 りえたか らであ

ります◎

しか も,ゴ膨}切 除術で とり残 された病楽の崩壊 の危険

性 は,肺 動脈 の損傷を伴 うので,病 巣 の大 きさ自体 によ

る ものよ りも,一 層 大 きい もの と考 えねばな りません。

一方,転 移巣を剋明 に切除 しようとすれば,お いおい

1区 叉は1小 区の切除 にな ることも少な くあ りません◎

かか る広範囲の切除 には,肺 の解剖学的講造 に従つて,

切 余す る方か,当 然残存肺へ与 える障欝 は軽 いものであ

りま しよ う◎

即ち,病 巣 を とり残す危険性,と り残 された病巣の悪

化の可能性,残 存肺への障碍は,部 分切除術 におけ る方

が大 ぎい もの と考 えられ ます◎

第3)気 管支切断端 の変化 と術後の排 菌,合 併症 の発

生 との間に,必 ず しも密接 な相関はないと致 しましても

気管支切断端の変化が強い場合に合併症 の発生 や術後排

菌 の危険を伴 うこ とは当然考 えられ ることであ ります。

ところて,誘 導気管支の変化 は,病 巣に近接 する程,

高度 であ ります し(表17),病 巣の近 くでは不完 全閉鎖性

乾酪性気管支炎 もか な り多 くみ られ るものであ ります◎

従つて,誘 導気管支を より中枢部で切断す る区域 切除術

の方が安全 だ といい うるであ りましよう⇔

第4)た とえ,病 巣が区域隔壁を横切つ て,2区 域 に

またがつていて も,あ るいは隣接 小区域 に存在する場合

て も,小 区域切除術を併用すれば,容 易 且つ安全 に切除

するこ とが出来 るものであ りまずな

第5ノ 手術手按は,概 して部分切除術の方が容易であ

表17誘 導気管支の変化(村 瀬 ・北 ・木野)

部 位i切 断 部
変 化

常

節

瘍

化

明

結

酪

潤

正

浸

潰

乾

不

25.0

59.4

6.3

9.4

0

中 間 部

3.1

56.3

18.8

18.8

3.1

空 洞
近 接 部

0

0

59.4

34.4

6.3

りましよ うが,区 域 切除 術とて も,決 してむずか しい手

技 とは言 えません¢ また,技 術の進歩 は,そ の治療への

要請 に伴 うものであ り,技 術の困難 は,理 論的の正 しさ

に従つ て,克 服 され るよ う努力すべ きであ ると考えるも

のであ ります◇

XI・ ま と め

区域 切除術は,理 論的にいつ て最少の儀牲 において最

大 の効果を期 待 しうる理 想的 な治療法であ りましよ う。

しか し,こ れを実地 に応用す る場合には,幾 多の障碍

に見舞iわれ るのであ ります。即 ち,

1・ た とえ,適 切な診断 の下 に,完 全 な手術が行われ

た としても,診 断限界か ら くる不可避 の失 敗を考慮に入

れねばならない こと◎

2・ 早期診断 ・早期手術を必要 としますが,技 術的 に

みて,そ れが必 ず しも容易でないこ と。

3・ 少なか らざる症例に,将 来転移源 となるだろ うと

の予想 の下で手術が行われているこ と。

4・ 病巣の位置や拡 りの診断が必ず しも容易 でな く健

康区域を切 除 した り,病巣を とり残す可能性 があること。

5・ 手 術手技や術後処置が,や や こみいつ ていること

等がそれであ ります◎

この ような障碍はあるに して も,補 つてなお余 りある

多 くの長所 を具えてお ります◎ また,こ れ等障碍の多 く

は,今 後 の研究努力によつ て,次 第に克服 され るもので

あ りましよう◇

Xll・む す び

区域切除術が肺結 核症 の1治 療 法 として応用 し うるこ

とを明か にし,そ の適応症や治療 成績 について,概 観を

示 しえた もの と信 じてお ります◎

そ して,治 療 効果はかな り満足 しうるもの と考 えられ

ます◎ しか し区域 切除術の成 り立 ちか らみて,診 断限界

か ら くる不 可避 の失 敗も見逃 すこ とは出来ない ものであ

りま しよ う◎

また適応症 の確立,手 術手按 の改善,術 後処置 の研究

と共に,診 断限界への究 明,更 には,遠 隔成績 の追跡等

多 くの問題が残 されてお ります◎私共は これらの問題に

ついて,一 歩一歩前進 してゆ きたい と考 えてお ります。

とも角,区 域切 除術 に確固た る地位をあたえよ うとす

る念願は,私 共 の真摯 なる努力 と惰熱に よつ てのみ達 成

しえられ るもの と確 僑 してお ります◎
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終 りにのぞみ,本 講演の機会 を与 えられ ました岡会長

に深甚なる謝意 を表す ものであ ります◎本研究 は,結 核

予防会結核研究所,保 生 園,第 一健康相談所 の共同研究

による綜合成果であ ります◎ こ 玉に協同研究者 に対 して

心か らな る感謝 の言葉 を申 し述べ ます◎

なお,御 協力 を賜つ た国立中野療 養所,上 宮教会清瀬

療園,東 京都監 察医務院 の諸先生 に厚 くお礼 申します◎

御渚聴を感謝いた します¢

特男購 演r肺 区域切除』の演者塩沢正俊博士に対する謝辞と発言

都 病 院 長

甚だ暦越 であ りますが,座 長 の席を与えられていまし

た関係上,塩 沢 博士に対 し一言御礼 の言葉を申述べ させ

て頂 きます◎

塩沢 博士 には,肺 区域切 除に就 て,極 め て明確に且つ

わか り易 く御説明下 さい ましたので,肺 結核症治療 法 と

しては,最 も新 しい方法の一つ である肺区域 切除に就 い

て,新 しい認識 を得 ました ことを,喜 んでお ります。か

くも多数の会 員諸君が熱心にお聞き下 さいました ことは

とりも直 さず,演 者 に対する感 謝の表われ と申せ ましよ

う。

この際,少 しく私 の感想 を申 し述 べて感謝 の辞に附け

加えたいと存 じます 。

肺結核に対 する外 科的治療の問題は,外 科臨床に携 さ

わるものは申すに及ばず,内 科臨床で働かれ る方 々,結

核学に興味をお持 ちの方 々,そ の他 の専門領域に 於ける

方々に も,色 々の意味 で関心の もたれている事柄 であろ

うと考えますが,こ とに,肺 臓の結 核病巣 の切除療法に

就きましては,多 数 の新進学徒 によつて研究 の精進がつ

づけ られて参 りました◎塩沢 博士 もそれ等 の新進学徒の

一入であ りました◎永 い苦難 の途を経て,今 日漸 く治療

法としての地位を確保す るに到 りました ことは甚だ喜ば

しいことであ ります◎

塩沢博士は唯今,肺 区域 の切除療法が安全 に行 い得 る

ようになつた と述べられ ま した◎果 して,そ うで しよ う

か◎学問の進歩は常に疑 うところか ら始 まりますe

熱心な研究学徒 の永年 に亘 る努力は甚だ園難 であつた

肺結核病巣の切除療法 を容易 なものに変ぜ しめたこ とは

事実であ ります◎今 日に於 ては,切 除療法 は,肺 葉切除

であつても,区域切 除であつ ても,或いは部 分切除 として

の襖状切除,捌 除等何れ も,さ して困難な ことではあ り

ません。しか し,そ れは熟練 した術者に よつて・完備 に

,系統立てられ た施設内で行われる ことを前提 としている

めであつて,何 れに して も切除療法 は高等技術であ りま

す◎

現在,世 の中に誤 まつた考 え方があ ります◎或いは医

師諸看の内に も,同 じような誤解があ りは しないか と存

じます。肺区域切除 は肺葉切除 よ りも手術的侵襲が遙に

軽 い と云 う解釈であ ります¢

治療法 としての手 術手技 の上か ら考え ます と・手術的

侵襲 度は肺区域切除 も肺葉切除 も全 く同様であ ります。

都 築 正 男

少 くとも,同 程度の慎重 さを以 て臨むべぎ治療法 であ り

ます ◎しか し,治 療面 の実際か ら見 ると,肺 区域切除 の

適応症例 は,肺 藥切 除の適応症例に較べて,病 巣 の拡 り

方が軽 いのが通例であ ります。従つて,肋 膜 への病変 も

軽 く,呼 吸循環機能への障碍 も軽 く,全 身症状 も又軽 い

筈 であ ります◇故に,治 療成績の全般 から観察 します と

手 術的侵襲度が軽い よ うに受取 られ るのであ ります◎ そ

の点,誤 解があつてはな りません。

とは申せ,病 者の側から云 えば,主 病 巣 も軽 く,隣 接

臓器への影響 も軽 く,全 身へ の影響 も軽い内に治療 を受

け る方が,苦 痛 も,危 険 も少な く且つ治療成績 も良好 な

ことは申すまでもあ りませんか ら,も し,何 れは外科的

治療 を受 けなければならない とすれば,な るべ く病変 も

軽 く,合 併症状が続発 しない内 に,早 く手術を受 ける方

が,得 策であ り,幸 福 である と申せ るか と存 じます ◎

宮本 博士 もその著書 『肺結結 の外科』で述べてい られ

るよ うに,現 在,肺 結核症 に対 する外科的治療は漸 く,

その大す じが通つ たよ うであ ります◎病巣 の切除療法が

極限 まで行 つた ようであ りますから,治 療手技 としては

行 きつ くところまで行つた よ うです◇現在の生物学の観

念か ら云つて,肺 臓の移檀は当分困難 だろ うと存 じます

ので治療手技 としては,大 体,こ の辺が差当つての限度

ではないか と思 います。塩沢博士 の講演は,あ ま り切 り

すぎた のを,少 し引 き戻 して研究された結果 とも申せ ま

しよ う◎

従つ て今後に残 された問題は,ま ず,外 科的治療 の普

遍化 であ り,次 で,遠 隔治療成績を良 くす る ことであ り

ます◎

ア メリカの大学では,卒 業式の ことを,コ ン メンス メ

ン トと申します◎それは,卒 業が事 の始 めである と鼠 う

意味 であると聞いてお ります◎塩沢 博士は今 日多 年の研

究成績 をお纏めにな り,結 論 を御発表にな りました。 し

か し,塩 沢博士 の研究は今 日を以 て始 まる と申 し上げて

もよい と存 じます◎ まだお歳 もお若 いことであ り,御 体

も頑健そ うであ ります。 ど うか,今 後 とも,益 々研究 を

積 まれ,学 界 のため,お 尽 しあらん ことを祈つて止み ま

せ ん◎

私 自身,塩 沢博士の御仕事 に対 し,年 来柳か御援助申

上げ てお りま した関係上警御礼 の言葉 と共 に,少 しく老

婆心 から感想を申上げ ました次第 であ ります◎
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一一 目 次一一 ・

1.緒 言

臨 対 象及 び集検方法

貼 学{交集団におけるツ反陽 性率 と結 核罹病率の推移

IV.小 中学生層での結核死亡率の推移

V・ 盈CG接 種群 での発病

、L小 掌校入学前 の児童の 自然陽転率 の推定

lV.ツ 反応判定基準 の問題

㎎.BeG陽 性率及び 自然陽性率方程式 の導入

Ix.結 語

1.緒 言

「都会の結核」について語 るのに,そ の実状報告をす

るか,ま たはさらに一般的 に,日 本の都会 とい う環境 の

中での結 核事情の特色について報告するか,の2つ の途

がある◎前者は全国的 な集計に基いてなさるべきであ り

東 京都の一部 で行つてぎた私遷の成績か ら云 々するのは

あま り大 ぎな意嚢 を持 ち得ない◇後者は,た とえ結論は

貧 しくとも,結 核の疫掌の方法論 に多少の寄与 をす る可

能性は もつ もの と考 えられ る◎従つ て私は後者 を選び,

私達の行つてぎた継続的学校 集検 を中心 とした,都 会に

おけ る結 核の疫学的分析の報告を しよ うと思 うが,そ れ

に先立ち,私 達 の仕事 を進めてい る うちに,お のずから

形 を とつてきた,結 核の疫学的研究に関す る私達の見解

を説明 しておきたい。

第一・結核の疫学 の目的:ま ず われわれは集団におけ

る結 核の実状の統 計的記述か ら出発する◎ これを素材 と

して統計的分析 を進め ることに より,わ れわれは結核 に

関 して集団 自身が もつ法則を知る ようにな る◎ この法則

は,飼 体内での結核 に関す る諸 々の過程が,総 和 として

現れた統 計的な法則であ る◎故 に,逆 に燗体内での諸過

程 を集団を通 して統計的に とらえることも可能であ る◎

従つて,結 核 の疫学の当面の 目的は,1)集 団 における

結核の実状 の統計的記述,2)統 計的分析 による集団の

もつ法則の把握,3)そ れによる個体内諸過程の解明,

な どてあ るo

第二.時 闘 とい5要 素一継続 集検の意義;結 核の感染

一 発病一治癒乃至死亡の過程は長時闘に亘つてお こるこ

とを考 えれば,明 らかに結核 の疫学 の中で,時 闘 とい う

要素 の占め る役割は 電大 であ る。従つ て時問 とい う要素

の扱い方如何 によつては,結 核の疫学的研究 を進め るた

めの一つの方法を加えることにな る。長期問 に亘 る継続

集検 の記録 に重点をお く所 以 であ る◎

第三・認識 論=他 の分野 と同様に,結 核の疫学の分野

で も,わ れわれの認識 は現象→実体→本質 の段階を進む

ことを くりかえす◎ 認識の現象論的な段階 では,直 接 の

資 料(従 つて見かけの法則)が 問題 となる。実体論的な

段階 では,わ れわれ の前に直接現 れる現 象の内部 での構

造が問題 となる¢本質論的な段 階では,こ の構造 を通 し

て現象 として現れ る本質一即ち法則が問題 となる。実体

論的な段階 で も,本 質論的 な段階 でも,わ れわれは仮説

の設定 と,そ れの現 実による検定を くりか え してゆ く。

極言 するならば,仮 説 の設定 なしには,わ れわれは現 象

論か ら一歩 もふみ出せ ない,と もいえ よ う。

さて私達 は学 佼を対象 として長期間 に亘 る継続的集検

を計画 し,そ の中で ツ反判定規準に関す る作業仮説をた

てて仕事を進 めてきた◎そ して今や感染に関する仮説を

たて ざるを傳 ない段 階にきている。 この仮説 はまだ確定

的ではないが,あ るいは都会 とい う環境に対応す る条件

てあるか も知れない◎ この意味 で,こ の報告 の実状記述

以 外の部分 も,標 題 「都会の結 咳」 との関連性あ りと考

えて,今 回の報告 につけ加 えた次第である◎

以下,は じめに現 象論的にみた学佼 での結核事情,次

にその一応 の基礎 となつた ッ反判定 規準 の 吟 味,最 後

にBCG陽 性率 及び自然陽性率に関する方程式の導 入,

の順序 で述べ る◎

猛 対象及び集検方法

1946年9月 から東京都世田谷 区内小学校25校(う ち2

校は当時高等小掌校),1946年6月 か ら区内高等学校(当

時中学校)2校 の継続集検 をは じめ,さ らに高校 は1947

年春か ら1校,1949年 秋 から1校 が加わ り,ま た1948年

春 から新制 中学校13校 が加わつた◎その後,中 断 した り

新たに加わつた りした集団があ り,1952年 秋 の受診校は

小学 校28校(う ち隣接地 区校5校)中 学校13校(う ち隣

接地 区校2按),高 校9校(う ち隣接地 区校5校)で あ る。

開始当時約25,000入,1952年 秋約48,000入 が受診 してい

る(小 学生 は区内の約60%)◎

この地区は,東 京 都の南西部 で郡 部に隣接 し,60,76

km2の 面積 をもち,衷 京 都人 口密度2,700人/kmL'同 区部

一44～



シ ン ポ ジ ウ ム 511

9,200人/乃が(1949年7月)と 比較す ると,6,200人!た が

(1948年12月)で,周 辺 では農地の間に工場が散在 し,

中心ではノ」・v住宅 と商店が密集 してお り,概 していえぱ郊

外 によつた地区である◎

1948年 春 までは大体3カ 月,以 後は大体6カ 月の間隔

で集検を くりかえ し,自 然陽性者は年1回 ツ反,年2回

35mmレ 線間接撮影,そ れ以外の者には毎回 ツ反,1948

年春までは 自然陽転者 には1年 間4回 間接撮 影 を 行 つ

た。1948年 秋か らは ツ反陰性者,擬i陽 性者 も含めて,全

員に対 し年1回(秋)は 間接撮影を行つた◎ また,毎 回

ツ反陰性者,擬 陽性者 にはBCG皮 内接種 を行い,間 接

撮影有所見者は レ線透視,直 接 撮影,赤 沈検査等を行つ

た。 この間1949年 春は ワクチン類使用禁i止のため にツ反

BCG接 種は行わず,全 員の間接撮影 のみを行つた◎な

お使用 ツベルク リン及びBCGは 結核予 防会製 で,BCG

は1948年 までは液体 ワクチ ン,そ の後は乾燥 ワクチソを

使用 してい る。

以下3月 を年度末 として1945年 度を第0年 度,1946年

度を第1年 度 とすすみ,1952年 度を第田年度 とし,各 年

度を春 ・夏 ・秋 ・冬 で第1,2,3,4期 に分け,た と

えば1947年 度の秋 を 丑一3と 表わす。

ツ反判定 は,2,000倍 稀釈 ツベル クリン注射後48時 間

後に行い,発 赤径0～4mmを 陰性,5～9mmを 擬陽性,

10mm以 上を陽性 とし,BCG接 種歴の ある者 について

は,接 種後3カ 月で二 重発赤 を伴 う陽性を,ま た接種後

6カ 月以上 で硬結又は=二重発赤を伴 う陽性を+で 表わ し

そ うでない陽 性を÷で表わ した◎ さらに1年 以 内に+で

なかつた者 がは じめて+に なつた時は㊦で表わ し④のつ

いた者はそれか ら6カ 月後 に ツ反を再検 し,な お硬結 ま

たは二重発赤 を伴 う陽性である時は⑲ で表わ し,以 後陽

性が続 く限 り+で 表わ した◎ もし上記6カ 月後の ツ反再

検で陽性で も,単に発赤のみの時 は÷をつけ,以 後同様 な

らば÷で表 わ した。そ して一応 ㊦を自然陽転,㊥ を(自

然)陽 性決定,+を 自然陽性,+をBCGwa性 と仮定 し

て集検 の作業を進めた◎

皿.学 校藁 団にお けるツ反陽性率 と結核 罹病率

の推移

世 田谷区及び隣接地 区の小学生約14,000～18,000人,

中学生約4,000～7,000入,高 校生約1,000～2,600人 につ

いて,1946年 ～1952年 の閤 の陽性率,罹 病率 の推移を

表一1～6(図 一1～5)に かかげた◎ ここに集 計された集

団は,上 記対象校中,区 内小学校 工8校,中 学 校13校,区

内及び隣接地区内高校3校 で,こ の うち,小 学校4校,

中掌校3校 は1952年 か ら抜けてお り,1947年 度中学校1

学年は1校 のみ についての集計,ユ948年 以降の中学校 は

区立新制中学校 のみを とつてあるφ

これ等の表 はいずれ も左下 から右上 に対角線の方向に

読めば斎年度におけ る学年別 の値がわか る◎た とえば一

番上の斜の列は1946年 度の小学 校1学 年か ら高校1学 年

までの値を表わ している◇縦 に読 めば各学年毎の年度別

の推移が,ま た横に読めば,あ る年度に小学校 に入学 し

た者 の集団が年を重ね,高 学年に進むにつれ ての推移が

わか る。

図一1小 。中 ・高校陽性 率(BCG陽 性 を含む)推 移

一45-一 一
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図一一2小 ・中 ・高 校 自 然 陽 性 率 推 移

郷
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図・-3小 ・中 。高 校BCG陽 性 推 移
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図一一4小 ・中 ・高校罹 病率推移(対 全数)
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表一1は 陽性率,表 一2は その うちの上記判定基準 に

よる自然陽性率,表 一3は 同 じくBCG陽 性率,表 一4

は受診総数に対する罹病率,表 一5は 自然陽性者数に対

する罹病率,表 一6は その うち主滲 出性乃至空洞性の二

次結核罹病率,の 推移 を示す◎1946,1949年 度は秋,そ

の他 は春 をとつ てある◎

これ らの表では,全 く現象論的に昏年度 の申途入 ・退

学者 をその まま含 めて集計 した◎斉表 とも桝内左 側の分

数 は実数,右 側の数字は%を 表わす◎図一一1～5は表一1～5

にそれぞれ対応する(年 度 ・学年の配 列も同様)。表一1

(図一・一・1)より,陽 性率 は次第に増 加の傾 向がみ られるが

1948,1952年 度で山を,1949,1951年 度で谷を示 してい

る。 これを一応前述 の規準 で自然陽性及び βCG陽 性に

分け ると表一2,3(図 一2,3)の よ うに,1948年 度 には

BCG陽 性率は大き くなつてお り,こ れはそれまでの集

検間隔は3カ 月,以 後は6カ 月となつた ことによる とみ

られ るが,自 然陽性率 もこの年度 にはやや大 き くなつて

いるか ら,ツ ベル クリン力価の影薯 もある もの と考 えら

れ る◎1949年 度の谷は 自然陽性率 もやや小 さくなつ てい

るのて,同 じくツ力価減弱の影響 も考 えられるが,BCG

陽性率が大 きな谷を示 しているのか らもわかるよ うに,

1948年 末か ら1949年 夏 まてのBCG空 白り期 間の影響が

大き く表われている と考 えられる◎1946年 度のBCG陽
㌦ 性率 が中 。高校の部分 で大 きいのは

,こ の年度で集計 さ

れた旧制 中学校は,こ れ以前から集検 を行つてきている

ため であ る◎で,自 然陽性率は年齢 の進むにつれ て(表

の上 では横に進むにつれ て)増 大するばか りでな く,年

度毎 にも次第に増大 してい るが,BCG陽 性 率及 び自然

陽性率の和は,集 検継続申は大体80～90%に 保たれ てい

るoな お1951年 度1952年 度の小学校1学 年のBcG陽 性

率の高いのは,入 学前のBCG接 種が行われたため であ

るo

結核罹病 率は表一4,5(図 一一4,5)の よ うに,受 診総数

に対する ものも,目 然陽 性者数 に対す るもの も,大 体似

た推移を してお り,年 度が進 むにつれて減 少 している◎

同一 年度小学校 入学者について横 に読む と,小 学校 では

5学 年まで減少 してゆ き,6掌 年か ら高校高学年 に向つ

て増加する傾 向がみ られる。BCG空 白期の翌年1950年

には全 体的 に一時罹病率が増大 してい るが,こ れは空白

期の影響か どうか断言出来 ないが,興 味ある 事 実 で あ

る◎主 滲出性及び空洞性の二次結核に限つてみると,罹

病率 の減少の傾 向は表一5の よ うに一層明らか になる◎

IV.小 。中学生層での結核死亡率の推移

死 亡率 を推定す るために殊 に困難なのは分母 であ る人

口の算定 であつた◎一定区域 につい ての人 口の推移,年

齢構没 等についての 資料は,わ が国ではま ことに貧弱で

あるcで,や むを得ず,小 ・中学校の生徒数 を とり,小

学校1～4掌 年計 に翌年度1学 年数 を加 えて5～9才 人 口を・

また小学校5学 年～中学校3学 年計を以 て10～14才,入

口を推定 した。学齢 未就学率 は小学校1949年 度都0・59%

世田谷区O・82%,1950年 度都0・4%,中 学校は1949,1950

年度都1.3%で あ るから,生 徒数を基 礎 とした人 口には

大 ぎな誤差 はない◎死 亡数 は死亡届に よる もので,1V51

年度 から死亡届は,そ れ までのよ うに入院場所 ではな く

て居住地 で出す よ うになつたが,こ れは ここで扱 う年齢

層の死亡率 には余 り大 ぎな影響を及ぼ さない ものと考え

る。

表一8で,世 田谷区 とその隣接2区 及び全都 との,総

人 口に対す る万対結核死亡率の推移 を比較 してあ る。 こ

れ より総人 口に対する結核死亡率は大 体1948年 に比 して

1951年 は半減 している ことがわか る◇表一9,図 ～6では

5～14才 での同 じ年度間 の結核死亡率 の滋少が総人 口に

対す る死亡率 の減少 よ りも大 きく,殊 に世田谷区小 。中

学生層の死亡率 は全都平均に比 べて も,同 区内総人 口に

対す る死亡率 と比較 しても,著 しく減少 してい るのが見

られ る◎なお,世 田谷区5～ ユ4才死亡率 は図一6の よう

に,1949年 には一旦都平均の▽2にまで激減 したのに,

195Q年 には都平均 に近づ き,1951年 には再 び低下 して,

全都平均の1/2となつ てい る◇都 内の大 部分 では集検が年

1回 行われ るのに対 し,世 田谷区学童 の少 くとも60%は

1948年 まては3カ 月お き,そ の後は年2回 集検を くりか

え してい ることを考 えあわせ ると,世 田谷区内学童 層の

結核死亡率の減少が都平均 よりも著 しいこと,及 びBCG

空白期の翌年の死 亡率上昇 と肇集検 くりか え しの間隔 と

は関係があ りそ うに思われ る◇

V.BCG接 種群での発病

小学生BCG接 種群で,前 述蜆準 による㊥ とレ線所見

発現 との関係を求め ると,表 一9の よ うにな る◎即 ち,

1947年 春にBCG初 接 腫を した小学校1年 生997人 につ

き51/2年間,1948年 春BCG初 接種 を した小学校1年 生

1,213人 について4Y2年 間,計2,210入 についての継続観

察 よ り,有 所 見者46人(罹 病者19人)が 発見 された。有

所見者46人 中17人 は㊥のつかなかつ た ものだが,こ の申

の14人 は最初 から治癒所見が発現 し,患 者は3人 だけで

あつた◎ この3人 中,1入 は湿性肋膜炎で,そ の後④→

㊥ となつてお り,1入 は右肺門 リンパ腺石灰化中の もの

で,そ の後一且陰転 した後で㊦→⑪ となつてお り,治 癒

所見が続いている◎最後の1入 は間接撮影では左上野 に

疑問影(」血管?)を 認め,精 密検診 を受けず,自 宅 で他

医による肺結核兼尿路結核症 との診断 の下に死亡 してい

る。他 の29人(患 者16人)は ㊥がつ いたもので,そ の う

ち所見発現時 ツ反検査欠席の6入 を除 くと,23人(患 者

13人)と な り,3人(う ち2人 は治癒所見者で,そ の う

ち1人 は前 回間接撮 影 フイルム不明瞭,1人 は患者 で㊥

後1年 間間接 撮影 で異常な く,そ の後1年 間間接 撮影欠

席)を 除いた残 り20人(㊦ のついた有所見者の87%),

一一 一54-一 一
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表一75～14才 万対結核死亡率推移

世5～9才 人 口
田 〃 結 核 死 亡 数
谷
区 〃 万対結核死亡率

東

京

都

…
世
田
谷
区

5～9才 人 ロ

〃 結 核 死 亡 数

〃 万対結核死亡 率

10～14才 人 口

〃 結 核 死 亡 数

〃 万対結核死亡 率

東

京

都

へ
世

田
谷
区

1948年

34,907

18

5.16

1949年 1950年

39,738

8

2.Ol

41,646

14

3・36

539,966

243

4・50

626,956

246

3.92

663,333

238

3.59

25,396

15

5.91

31,399

7

2・23

32,412

9

2.78

10～14才 人 口 。437,247

〃 結 核 死 亡 数251

〃 万 対 結 核 死 亡 率5.74

5～14才 人 口

〃 結 核 死 亡 数

〃 万 対結核死亡率

496,ユ49

185

3.73

524,048

166

3.17

60β03

33

5.47

71,137

14

1.9了

74,058

23

3.11

1951年

41,798

5es

1・20

664,490

141

2.12

36,564

4
x1 .09

581,084

112

1.93

78,362

9

1・15

東 5～14才 人 口977,213 1,123,105 1,187,381 1,245,574
蝉

京 〃 結 核 死 亡 数494 431 404 253

都 〃 万 対結核 死亡率5。06 3・84 3.40 2・03

表一8対 総 人口万対結核死亡率推 移

1948年 1949年 1950年 1951年

口

数

率

亡

亡

人

死

死

核

対

総

結

万

世
田
谷
区

371,639

956

25.7

390,151

919

"23.6

409,340432,736

648418

15.89.6

口

数

率

亡

亡

人

死

死

核

対

総

結

万

杉

並

区

295,132

581

19。7

313,284

590

18.8

「
162,567

368

22.6

328,184

465

14.2

345,228

333

9.6

口
数

率

亡

亡

人

死

死

核

対

総

結

万

渋

谷

区

143,267

414

28.9

178,75ヱ

342

19.1

194,172

183

9.4

東

京

都

総 人 口

結 核 死 亡 数

万 対 死 亡 率

5,398,129

U,878

22.0

5,865,809

11,535

19.7

6,269,248

9,915

15.8

6,681,681

7,194

10.8

また患者中上記間接撮影欠席 の1人 を除いた残 り全部 は

㊥1年 以内に所見が発現 してい る。つ ま り,継 続集検 の

下では,小 学生BCG接 種群では4V2～5V2年 間 に全数 の

約0.86%が 発病 し,ま た この程度の期間の観察 では,発

病者 の大部分は㊦1年 以 内に発病 している◎ なお発病数

乃至有所見数の累計は次第 に増加率が減少する傾 向を示

し,自 然陽転累計の画 く曲線 との関係を想像 させ る。

、1.小 学校 入学前の児童の 自然陽転率の推定

BCGi接 種歴のない自然陽性 群 の有 所見率は表一10

の ようになる。小学生 で,1946,1947,1948年 度入学者

群 を,そ れ ぞ れ5,51/2,4%年 闘 観察 し,自 然 陽 性 有 所

見 率 は そ れ ぞれ30・3%,21・0%,17・4%(平 均22.5%),

自然 陽 性 罹病 率 は それ ぞ れ9・4%,5・7%,4・6%(平 均

6・4%)を 得 た◎ これ らは す べ て 入学 年 度 内 に所 見 が 発

現 してい る◎ この 中 の患 者 は 大 体 初 感染 か ら1年 以 内 の

もの と考 え る と・患 者/有 所 見者=28.6%は 陽 性 者 申 の

陽 転 者 の 率 に近 い・ とみ て,1,120人 の28.6%即 ち320人

が 自然 陽 転 後1年 以 内 の陽 性者 と考 え ら れ る◎ 一 方 これ

らの 対 象 となつ た1年 生 の 陰 性,疑 陽 性 者 数 は,ノ1946年

1,872人,1947年997入,1948年1,213人,計4,082人 で

あ る。 これ と320人 との 和4,402人 で320人 を 除 して 得

一・・一 一55-一_
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表一9～1ノ 』孝 校BCG初 接種群での発 病

ll～1小 学校1年 生BCG初 接種997名 よりのW～3ま で の所見発 現5V2年 間

＼ 所 見発1
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表一9～2小 学校BCG初 接種群での発 病

璽～工小学校1年 生BCG初 接種1213名 まりの冊～3ま での所 見発現41ん 年間

所 見発

＼ 現 時

＼TR

＼、
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ω
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ナ

i(4){i

iI

li
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iα凋

li

、i

(1)1(1)
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〔6)i(1)

3

α)

G)

31(2)
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1

1

4

(1)

[ω

(2)

8

0

3

1

1
義

3

4

{b
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1
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鋤

D

D

ユD(
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1

11(1)

(!)

ω

(D

i(D

i(2)

1d3)

14

15

…16

11718
く
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た商7・27%は,非 常 に大胆 な推定 となるが小学校入学前

1年 闇の陽転率 に近 いものと考 えられるeな お この年齢

劉 では発病 しないで直接 に治癒所見の発現 するもの もあ

ることを考 える と,上 の陽転数320人 は更 にも う少 し大

となるだろ う◎従 つて小学校入学前 の年問陽転率は7%

よ り大ではないか と想像 され る¢

また これ らの対象 となつた1年 生 の陽性率は1946年

15.7%,1947年10・1%,1948年26・4%で あつた◎ これ ら

の陽性率は入学 までの約6年 聞の陽転 の累積だか ら,平

均 の年問陽転率 は高 々5%と 考えられ る9

故 に,入 学前 の陽転率は均 等では な くて,生 後 には小

であつた陽転率が,入 学年齢 に近 い鵡;分ではかな り急に

大 となると想豫 される◎

、R.ツ 反応判 定基準の問題

前述の ように,私 達 は硬結 ・二重発赤の有無に よりツ

反応 の強度 をわ け,こ の強度 とBCG接 種後の期間 とに

よつて・一応BCG陽 性及び 自然陽性の判定基準 を定め

た◎ この基準 に どれほ どの意味が あるかを見るために,

ツ反応強度 と所見発現 の関係をみた◎

図一7で みられ るよ うに,自 然陽性陽(BCG接 種歴 な

し)で は有所見者の ヅ反応発赤径 の分布は,大 体無所見

者 を含め ての分布 と一致 する ようである◎ だが,患 者は

いずれ も硬結叉はこ電発赤を伴 う強陽性群に入 り,発 赤

のみの弱陽性群中には,治 癒所見者のみ しか入つていな

い◎

1うCG接 種群 では,ユ948年 春小学校1年 生初接種群 を

一56
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表一一9～3小 学校BCG初 接種群での発病 合 計2210名 よ り4ih～51/2年 間

「 発 時 現
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図一6万 対 結 核 死 亡 率 推 移

寅京都及び世田谷区の比較

一陶嘲融■幽 燈申谷区方射結核死亡率

噸一 凍京都
万対結核死亡率

隙
噸・＼

・
侮＼!'

ン バ き＼
、
、'ぐ＼.

へ ＼

、 、

1952年 秋現在でみる と,図 一8の よ うにな り・発赤のみ

の弱陽性群 申に1人 患者がいうが,こ れは肺門 リンパ腺

睡脹て前期 に①がついている。

LJ、上 より,治 愈所見者が,自 然陽性群,BCG種 接群

共 に,弱 陽性 群申に現れているが,患 者 の大部分は硬結

一

q脚■騨髄齢引■騨 一 ●

噸 欄P潮喚朝剛勝"働 潤b 讃1奪麟 騨

醤 三鋤蕪纏

を伴 う強陽性群に属 し,ま たは属 した者 とい える。 この

点か ら・BCG接 種群で,硬 結 ・二重発赤 の有無を問題

にす ることは,患 者発見のためには実用的な意昧はあ る

と思われ るo…

次に世 田谷区内学童のBCG接 種歴 のない 自然陽性者

・・…-m-・・一…一・57
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の陰転(陰 性乃至疑陽 性転 化)の 頻度は次の よ うで あ ぽ一時的陰転 とし,ま た陰転時BCG接 種が行われ なけ

る。 ここに,陰 転には一時的な陰転 と,永 久的 な陰転 と ればその後 も引続ぎ1画 以上陰性だつた ら永久 的,そ の

表一10小 学校1学 年 自然陽性群 での有所見者 後は陽性 にも どれば一時的 として集

計 すると表一一11,12と なる。

これ らの表か ら,小 学 校 在 学 中
年 期

…

学 年 購綴蹴
性

脚 膜 炎肺 病 巣

1主滲出性=有所 見主樋殖性

麻 幽 計
磁 病

者 針
'

1～31年

ll～11年

田～11年

湘
3507330

3345115

43656ilt3

一

1

1

噌五

2

5

ウ
臼

触■

-

計

蜀1

}…2・li・ ・
58 sl21

一

鍛

があ るよ うに思われ るが,陰 転後 の再陽転が,単 に一時

的な陰性化か ら陽性へ の復帰 としておこるのか ど うか判

らず,ま た陰転者の大部分 にはBCG接 種 をす るので,

永久的か一時的かの区別は困難である◎非常に便宜的 な

分 げ方だが,陰 転 してBCG接 種が行われた場合は,そ

の後再び陰性 。疑陽性になれぽ永久的陰転,な らなけれ

412521

4%年 間 に累計 で22・3%が 陰転 して33

お り,小 学校上級 よ り高校 に至 る619

20年 間には累計で16・5%が 陰転 してい

る◎年平均 では前者4・96%,後 者

722
.75%と な る◎またいずれ で も 「一

時的」陰転 は各年毎 に均等 におこつ てお り,「永久的」陰

転は,始 め多 くて次第に少 くなるよ うにみ える◎ また ■

-1小 学校1学 年 自然陽性 群317人 での発赤のみ,硬 結

を伴 うもの,二 重発赤を伴 うものの分布は,そ れ ぞれ85

人(26.8%),111人(35。0%),121人(38.2%)だ か ら,

それぞれからの陰転率は,そ れぞれ65・4%,9.1%,4.3

図 一7-一一1小 学 校 避一一11年 生 自然 陽 性 群 で の

ツワ 応 発赤 径分 布
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図搾7-2小 学校 皿一11年 生 自然陽性群での
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図一7-3小 学校 頂一1f年 生 自然陽性群での

ツ反応発赤径分 布

(W--3)
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%(年 平均14・5%,2・0%,0・96%)と な り,自 然陽性か

らの陰転は弱陽性 の部分か らは多 くお こるが,強 陽性 の

部分か らはおこ りに くい ことを示 してい る◎

また区内のE-1小 学校1学 年 自然陽性者(BCG接

種歴 な し)の6学 年 までの5%年 間の陰転数 を,主 に農

地区に属する2校(A)と それ以外 の地区 に 属 す る9綾

(B)と の2群 に分けてみる と表 一13の よ うになる"下

表は上述の 「永久的」陰転 にあた るものにつ いて,上 表

は全陰転 についての数 で,全 陰転についてはX2=O・011

となつて有意差は認め られない。下表についても明 らか

に差は認 められない。都 内の隣接 した区域 ではこの程度

の畏地 区,非 農地区の差 の申では,陰 転 率は変 らない と

考え られる◎従つて表 一11,12で は農地 区,非 農 地区

に分けてない◎

以 上 より強陽性 と弱陽性 の間 には陰転率や所見の発現

について差はあ るから実用的な意義はあるが,BCG陽

性及 び自然陽性の差を本質的 に現わす ものではない とい

える◎

皿.BCG陽 性率及び 自然陽性率方程 式の導入

以上 の報告 は始 めに述べた通 り,全 くの現 象論的 な記

述である。その材料が全国の都 市の標本 として不}分 な

だけでな く,BCG陽 性及び自然陽性 の判別に当つては

本質的 でない判別基準 に基いて陽性率等 を出 してある。

この現象論的な段階か らぬけ出すため に,彩 達 は次の よ

うにBCG陽 性率及び 自然陽性率 を現わす方程式を導き

これ によつて 自然陽転率を決定 しよ うと試みた◎

初感染に対応 する陽転,そ れ の統計的 な表現である陽

転率 は,結 核の疫学 の中で重要 な概念 である◎時の流れ

の中での変化 を表わ している点 では,陽 性増 加率 なろ概

念 もあ るが,こ れはあ る時 の陽性数に対する一定時間内

の陽転数の比 であ り,陽 転率はある時の陰性数(陰 性,

疑陽性を便宜上陰 性と総称 する)に 対す る一定 時間 内の

表一11血 一一一1小 学校1年 生,314人 よ りの陰 転

R一 発 赤 のみ,1一 硬 結 を伴 う,H-一 二 重gk赤 を伴 う

＼ 陰転時期
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R

I

～ 紐 一一3～W--3

時Hl
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11

1

～V-3

的 刷
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1
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-

璽
鳳
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～ 四 一一3

1

計
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永

久
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烈

9 10 4 1 29

R

I

H

0

2

1

・21

2

1

3

{b

4

,1

0
9

的 小訓 261 ■ 1 41一
※ 硬結な し,二 重発赤 のみ
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衷 一12報 一3現 在 高校1・2・3年 生(1--3小4.5.6年 生)109人 よ りの陰 転

R一 発 赤 の み,1一 硬 結 を伴 う,H一 ご 重 発 現 を伴 う

＼ 陰転時期

卜盆武 ＼1～9-3

Kl

I1

時H

的 小計

～ 皿 一一3～IV-一 ・3
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的 小副
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計
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嚇
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ψ

【
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棚
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図 一8小 学校 嬉一!1年 生BCG接 種i群で の

瓢一3の ツ反応 発赤径分布

ぐ職野

㊥ のつかなかつた君羊

ノδへ

㊥ のついた 君羊

含 計

表一13農 地区 ・非農地 区小学生陰転率の比較

陰 転

A

》》1

25

4

非 陰 転

129

16

A ユ6

計

権
蜘

2

1381i54
ミ

!1823

154
計

20

29i

18 ・・61 174

145} 174

(「永 久 的 」陰 転 のみ につ い て)

擁 制 織 岡 謝

陽転数 の比である。いずれ も陽転に対す る概念だが,現

象 の上での陽性数 の増加を表 わす陽性増加率に くらべ る

と,床 感染者 に初感染がお こつて来 るのに対応 する陽転

率 の方が一層実体的な概念であるとい えよ う。上 の定嚢

か ら明 らか なよ うに,陽 佳増加率は起点での陽性率 によ

一60～
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図一9自 然揚牲率曲線

527

つて変 り,陽 転率は起 点での陽性率(従 つて陰性率)に

は無関係 であ る。従つ てあ る集団の陽転率を問題にする

場合には,そ の集団 内でそれまでに生 じて来た陽転 に関

す る経歴は不問 とな り,任 意の起 点か ら一定時間内の陽

転が問題 となる◎ これは と りも直 さず,一 定条件下 では

一定期間内の陽転率 は一定である,こ とを前提 としてい

る。 ところで,こ の陽転率は集 団の側か らみれ ば,一 定

時間内に陰性者 が陽転す る頻度 としての確率であ り,集

団の個々の成員 の側か らみれば,あ る陰性者が一定時間

内に陽転す る危 険率 としての確率 である◎で,陽 転率 に

関して次の よ うに考 えることは不 自然 ではない一

一定集団に属 する未感染者の感 染の危険率 は,感 染源

生活条件等の諸条件が変 らぬ限 り当然一定 である◎即ち

陽転の確率密度をUと す ると,Uは 一定である◎陽転の

確率密度 とは単位時聞におけ る陽転の確率 であ る◎
　

今,時 点tに お け る陰 性 率 を 馬 陽 性 率 をpと し,p+

n=1と す る と,n,pはtの 函 数 で あ り,ttOの ときn

=1,p=0と な る。tに お け るnか らの微 小 な時 聞dt内

で の 陽転 は,pの 微 小 な増 加dpで あ り,dt内 で の陽 転

の 確 率 はdp/nで あ る◎ 従 つ て単 位 時 間 に お け る陽 転 の

確 率 は(dp/n)/dtと な る◎従 つ て,

dp

τ

dt
霜 鷺

故に陽転に関する微分方程式

血 司dt

を得 る。然 る にdP=-dnだ か ら,

立L_udt
n

この式 を積分 し,初 期条件t=Oの ときn=1を 入れ る

と,

加益=-u毛.・.B=e-Ut

又は,P=1-e-一 一ut

これは任意 の起点における陰性数に対する時間t内 の陽

転率を表わす。つ ま り,最 初 の陰 性率を1と した ときの

時間tに おける陽性率 を表わす。常 数 鷺は一定条件下 で

の一定集団 での単位時間におけ る陽転 の確率 であつて,

その限 りでは一定 であるが,条 件が変れば当然変 る径数

で,次 元 は1/時 間である(図 一9は 種 々のuに 対する

p--1・-K)"'ntの曲線 を示 す)。

ここで最初の前提 をふ りか えつてみる と,一 定 条件の

下で一定集団での一定時聞 内の陽転率 は一定 であ る,と

い うのは,現 実に陽転率 の比較が行 われてい るのだから

公理 的な性質を もつた前提 だが,そ れに もかかわ らず,

これは仮説 であ る◎ この仮説はすべての集団 についてい

える ことではないので,も し結核に感染 した ものが次 々

と発病 し,発 病者中から感染源が多 く出て,こ れが集団

内で相次 ぐ感染をひきおこす ならば,陽 転 の確率 も時間

一 一 ゆ 尋

O

ゆ
σ
σ

鵡
議
腎

り
U
■

"猶 病観P

"響9.墓 ◎

ぜぼのゑの塵

麟騨4●8

Uec"ρ7

鰭鱗 粥 ●

"瓢 ρ訓『

纏唱αゆ◇

口講"oひ

ψ購儀o紘

鱒鷹《ψ璽

と共 に大 き くなるだろ う◎つま り他 の急性伝染病 の場合

の ように,ltは 時間の函数 とな り,pの 曲線 も加速度的

に上昇す る爆 発的な増加の曲線 となるだろ う◎従 つて,

集団全体がある一定の感 染の機会にたえず さらされ てお

り,集 団内の感染発病者に よる感染は,外 部 からの感染

の機会が十分大 きいために,全 体 の感染の確率をか える

ほ どのことはな くて,無 視 し得 ることが,こ の仮設 の成

立つための必要条件である◎つ ま りあ る陰性者集団があ

つ て,そ れが孤立 して閉され ているのではな ぐて,相 当

濃度の感染 源を有す る環境に向つ て瀾かれているこ とが

条件 とな る◇例 えば都会 における寄宿舎を もたぬ学校,

工場等が この条件 にあてはまるだろ う。

次 に感染 のおこらぬ環境 内でのBCG陽 性者 の陰転を

考 える◎BCGi接 種後BCG陽 転は一一asにお こらないこ

と,接 種菌量 は一定で も厳密 にはあ る誤差 の幅 を伴 うこ

と,被 接種者 の個入差,等 の多 くの要因が重 な りあ うか

ら,統 計的には,陰 転は時の流れの申で全 く偶然 にお こ

ると考えてよいの とい うこ とは,自 然 陽転 の場合 と同様

に,陰 転の確率密度は一定 であ る,と い うこ とであ る◎

故に,時 点tで のBCG陽 性率を ψ,陰性率をn,t=O

の とき ψ=1と す ると,

dM

「「 竃vdt

vはBCG陽 性か らの陰転の確率密度 であ る◎従つて,

ψ=e-vもth

この式 はある時のBCG陽 性者群の大 さを1と した とき

の時間t後 のnCG陽 性率 を表わす。なお ψ の推移中,

tで 微小 な陰転 伽 が起つた とする とdnだ けは丁度時

間tだ け1;(鴇G陽性が継続 したことにな る◎従 つてtx曲

をn=Oか らn=1ま で総和すれば,そ れは全 体でのBCG

陽性 の平均寿命になる。 これを τ とする と～

イt面
一一 一61～
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然 るに,ψ=ゼ 鷲 ψ十n=1

故 に ・-1:-!1inψ3ψ=-grm

従 つて13CG陽 性群 での陰転の確率密度vを 求めれば,

その逆数1/vに よりBCG陽 性の平均寿命が判 る。

以上 はBCG陽 性者 のいない陰性群 での自然陽転 と,

自然陽転 のお こらぬBCG陽 性群での陰転 についての方

程式である◎

今,時 点t需0に おけるBCG陽 性群(大 さ1)の 中で

一方ではBCG陽 性 よ りの陰転がお こり
,他 方 自然陽転

がお こつて来 る状態を考 える。

ここにBCG陽 性か らの陰転の過程 と,未 感=染者の

自然陽 転の過程 とは互に独立 した過程である」 との仮説

を設け る。 これ は現在BCG陽 性 であろ うと,陰 転 して

い よ うと,自 然陽転 は同様の確率 で起つて来 る ことを意

味す る◎統 計的 には菌の侵入の確率は同一である と考 え

てよ く,ま た もし陰転後長期 間を経過 していなければ,

BCG陽 性者 と陰転者 との間では 感染の確率 は大差 ない

と考 えてもよいだろ う◎

時点tに おけるBCG陽 性率は自然陽転がお こらなけ

ればψ=e『vtで あ るe然 るに時間tの 間には ψ竃1-e蝋

で自然陽転 がおこる◎上 の仮説に より,も し自然陽転 が

おこらなけれ ば,時 間t後 にBCG陽 性 であつた筈 の も

のの中に も,陰 転 してい る筈 の ものの中に も,自 然陽転

者が同 じ比率 で含 まれているoψ 中の このよ 〉な 自然陽

輯 者の比 率は ψXpで あ るe従 つてBCG陽 性 として残

存す る者の比率は ψrトp)=e』〈幾薯糎)tとなるe

従つ てBCG陽 性率及び 自然陽性率の和をPと すると,

表一140-1BCG初 接種中学1年 生残存陽性率推 移

(1校)年 間陽転率理論埴11.6?5%

P=1-e一 鶏t十e-(u十v)t

となる。e鞘(H+v)t=qと お くと,qは 陰転 も 自然陽転 も

せず に残つたRCG陽 性者の部分であ り,こ れに自然陽

転者の部分Pが 加わつ て,

P=P十9

となる◎故 に同時期接種に よつ て得たBCG陽 性群で・

その後再接種 は行わず にツ反検 査を くりかえ し,成 員の

個 々についてBCG陽 性,自 然陽性の判別 をす ることな

しに,た だ発赤径10mm以 上の陽性率 の推移 を知れば,

それ よ りBCG陽 性率 と自然陽性率 を知 るこ とが で き

る◎例えばu=O・10/年,▽=O・80/年 とす ると図一11の よ

うにな る。図中右上 りの細い実線 は自然陽性率P・ 右下

りの破線はBCG陽 性率 ψ,右下 りの実線は ψか ら出る

自然陽転の部分(斜 線の部分)を 除いたBCG陽 性率q

を表わ し,太 い実線 はpとqの 合成 曲線Pを 表わ して
懲

い るo

＼ 、

年 期 ＼

ぴ1初 接i残

種42人1
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人
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・
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レ輝
`'《雀

':
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衷一151-1BCG初 接種中学1年 生残存陽性i率

推移(3校)年 間陽転率理論値11・959%

年期

弓
ゴ

ゴ

↓
ゴ

ご

ニ

ゴ

端

-

皿

慶

w

v

w

↑

1-1初 接
種226人

陰 転 数

人
0

7

2

2

1

4

8

9

1

3

3

5

3

0

8

1

1

2

1

了
奮
▲

残 存1
同 左 率

陽性釧

人
6

9

7

5

4

0

2

3

2

9

6

1

8

8

4

2

2

2

2

1

0

9

7

5

5

5

4

4

壌三

-

璽蓋

1

1

1

1

47

1.000

0.883

0。870

0.856

0.849

0.753

0.698

0。637

0.493

0.404

0.384

0.349

0.329

0.329

O.322

同 左

理 論 値

0。930

0.867

0.762

0.717

0.676

0、607

0.552

0.507

0.488

0.471

0。442

0.429

0.418

0.404

表一161-3BCG初 接種小学校1年 生残存陽性率

推移(12校)年 間陽転 率理論値7.317%

自然 陽 転 が 起 つ て 来 るepの 部 分 は 自然 陽 転 だか ら そ の

ま ま残 る◎ 従 つ て

P2=・P十q(P十q)=・P(1十q)十q2

同 様 に,P:{=P(1+P+q2)+q8

-→諺とをこ,Pf轟=P(1十q十q2十 … 十qm-1)十qm

=_し.+(Pト)qm
1-q1-q

田 が 十 分 大 な る場 合 には,

.Pm≒P
1-q

とな る◎ こ の場 合 に は,中 間 の集 検 く りか え しの 間 隔 が

総 て等 し くな くと もか まわ ない ◎ この 方 法 に よ り,職,▼

を 実 測値 よ り算 出 し,こ れ を用 い て理 論 値 を 求 め る と表

一14・15,16(図 一一12,ヱ3,ヱ4)の よ うに実 測 値 と よ く

適 合 す る。 これ らの 計算 では,最 初 のBCG陽 性 数 は,

初 接種 後3～6ケ 月で の ツ反 検 査 に よる陽 性 数 を とつ てあ

り,そ の中 に 混 入す る その 間 の 自然 陽 性 数 は 無 視 し,ま

た それ か ら6ケ 月後 の値 をPiと した。 この 程 度 の粗 さ

図 一一12'0～1BCG初 接 種 中 学 校1年 生

㏄=012400/tJ
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四
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種326人
陰 転 数

人

46

20

55

認

36

11

17

32

ユ6

4

8

10

3

残 存

陽 性 数

人

0

0

5

7

1

0

3

1

5

1

3

3

0

8

6

0

6

3

2

0

7

5

5

4

3

3

2

2

2

1

1

1

1

同 左 率
同 左

理 論 値

1.000

0。928

0。732

0.596

0.468

0.429

0.368

0.254

0.196

0.182

0.153

0.118

0.107

0.853

0.730

0.626

0。540

0.467

0.357

0.232

0.211

0。194

1.168

0.150

1.137

実際の集検業務の中では陰転者に再接種 を行わずに,

ツ反のみをみて行 く訳 にはいかない。陰転者 に再接種を

行 えば,そ れに よるBCG陽 転がお こるか ら,上 式は適

合 しな くなる。で,再 接種を うけたものは以後の観察か

らは除外す ることとし,ツ 反は等 間隔tで くりか えす と

す ると一

第1回 の くりか え しでは,Pi=p+q

第2回 には,第1回 の陰転者1-・P1は 除外 されPtの

みが対象 となるが,そ の中のqの 部分 のみか ら陰転 と

or-311・5ぐ 附 ・59}§ る 刑 一5F暑 「54

図一13塞 ～翼BCG初 接種 中学校1年 生
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で もかな りよい近似値は とれる¢

これ らの表 より,戦 後 の世田谷区附近では,小 学生 で

の自然陽転率は年 間6・4%程 度,中,高 校生では年間12

%程 度 であつた ことが判 る◎またBCG液 体 ワクチソで

の成績にな るが,終 戦前後のBCGで は,BCG陽 性 の

平均寿命は約3.5年,1946年 頃の ものでは約1.2年 とな

る◎

また以上は,最 初 の仮説が,こ の程度の近以 では現実

にあることを示 してい る◎おそ らく審宿舎を構 内に もち

ある程度閉鎖 された工場等や,ま たは感染源 の非常 に少

ない農山村に,感 染源が入つた ときには,以 上 と異 なる

結果が生 じるのではないか と想像 され る◎ もしは じめ に

述べた現象論的な自然陽 性率の推移か ら算出すれば,自

然陽転率は多少 ことなつた ものが得 られ るだろ うが,そ

れ は集団成員の転 出入があ り,ま た約束 した判定基 準に

よるものだか ら,み かけの陽転率 でしかあ り得 ない◎

上述のUに よる年間 自然陽転率は大体同 じ地 区,同 じ

年間 についてのものだか ら,標 本の大 さは小 さいが,一

応比較す ると,都 内世田谷区程度の環境では,申,高 校

生 の感 染の確率は小学生の2倍程度 にな るといえる。従 つ

て,小 学生層 と申学生以上の層 とは,少 くともこの地区

程度 の都会ては,結 核感染に対す る諸条件はか な り違つ

ていると考え られるo

以上,図 一4,5て みた よ うに,小 学校から高校 へ 進

むにつれて罹病率 が高 くな ることと考 えあわせ ると,少

くとも都会 では年2回 程度 の集検に よるBCG接 種が行

われている集団で も,青 春期結核の山は消えていない と

いえ よう◎

P【 結 語

緒言 に述べた結 核の疫学の3つ の 目的一 現象の記述

集団 の もつ法則の把握及びそれに よる個体内諸過程 の研

究へ の寄与一一の申窮一 については既 に述べて来 た通 り

である◎第二については陽転に関する法則の端緒を把 ん

だ◎第三については,私 達の今の段階 ではい うべき多 く

を未だ もたない◇以上世田谷区内の学較 集検を中心 とし

て,一 般論 としての 「都会の結核」 の一斑に触れた と考

える◎

私達は未だ陽転 の方程式か ら先 に出ていないが,こ れ

は更 に感染発病 の方程式を導いて,発 病の機構 を統計的

に分析す るための出発点 とな し得 る筈であ る。また上に

は触れなかつたが,BCG陽 転の方程式 を導けば,BCG

接種集団でかな り厳密な諸常数 が得 られ,ひ いては 自然

感染の更に深 い分析に入つて行 けるだろ う。

私は この際,特 に,手 段 は ツ反 とレ線の2つ に限 られ

ていて も,ま た何等の実験的な措置は とれな くとも,全

く単調な作業 の継続の申からで も,否 かえつ てその こと

のために こそす ぐれた理論が うみ出 されるだろ うと,こ

の国の隅 々で黙 々と集検作業 を続けている方 々に,大 き

な期待を よせ てい ることを述べて筆をお く。

一一一64一
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第 二 席 農 村 の 結 核

東 北 大 学 抗 酸 菌 病 研 究 所

岡 捨已 ・河画助蔵 ・菅野 巌

農業国である我が国におけ る農 村の占め る地位は人 口

構成上か らも経済上から も重要であつ て,今 まで我 が国

の國民病 と言われ ていた結核の農村における実態を掴む

事 は国家全体に とつて極めて大切 なことであるが,そ の

実態 と取 り組 むこ とは対象が彪大 であ るだけに容易な こ

とではない◎我 々1年 聞の研究が この農村結 核の実態の

一端 だけで も報告 出来れば幸甚である。

検 査 農 村

我 々は農村検診の過去の尊い成績 を参考 と す る と共

に,新 に宮城県内7力 町村の全住民 に対す る結核検診を

昭和27年 度 内に施行 して,農 村結 核の実態の一端 を知 ろ

うとした。仙台以北から栗原郡志波姫村,古 川市荒雄部

落(旧 志 田郡荒雄村),仙 台以南か ら名販郡愛島村,同

千貫村,伊 興 郡角田町,桜 村,西 根村の7力 町村 で何れ

も水田化率 の高い農村であ り}志 波姫,荒 雄少愛島 の3

力村は十余年前 に集団検診を行 つた ことのある農村 であ

る。(第1表)

検 査 項 目

(1)間 診,(2)ツ 反応,(3)X線 撮影,(4)喀 疾検

査,(5)BCG接 極◎ ツ反応は2,000倍 液48時 間測定で

あるが,部 分的に10,000倍 液 をも使用 し,X線 撮 影は7

力村 の内5力 村を357膿版,1力 村 ぱ60mn・版,1力 村は

60mm版 と35版併用 の聞接撮影 を行 い,有処見者は更 に四

切版 直接撮影を行つた(第2表)◎

第1表 集 団検診7力 町村の水田化 率

郡 陣 村 恢 ・ 陣 数(剛 田(町)1畑(樹聾 御 農家戸数 水 田化率
(戸)ぐ%)

栗原 訓 志灘 村 10,356 1,919.2 ・・595・ ・i (-s34,・21 1,220 83.1

ぷぷ
志 田 郡 飛 雄 州 2・992i 474。7 383・11

`q.6/ 322

「愛 島 村i

洋 貫 桝

4・・2gl 6き3・5i 5・L4i

80.7

名 取 郡

132.1

4・68・{ 6・142・・1

4721 79.1

397・8} 244・2{ 194 62。0

伊 具 郡

角 田 町{・2・1・6巨 …5司 7・7・・i 298・5i 1・・931 70.3・

桜 村1 3,252 454・8i 254・21 200.6 3741 55.9

西 根 梱 5,266 8・7・・1 626・51 18。 ・61 7・3{ 77.6

宮 城 県 全 体1・663・442t 128,030 99・7・7・i 38,260}
_i

121,301 72.3

日 本 全 体
(北海道 を除 く) lS・37S・gotgt

4・353・842{272・5・41 1・628・441!5・93・ ・633i 62.6

1)

註:2)

3)

1950年 世 界 農業 セ ン サ ス基 本 調査 概 表(昭 和25年11月23日 調 査 資料 第34号 よ り)

*昭 和27年 宮城 県市 町 村 勢 要 覧

**昭 和25年12月 よll古 川 市 に合 併 さ る

第2表 間接撮影 サイズ と使用X線 装 置

(大 阪 レン トゲン社)
(抗 研X線 車)
(目 本 医 科 桂)
(県衛生部X線 車)

荒 雄 村
60mm版

35締 ～ 版

多 段 型 蓄 放 式(大 阪 レン トゲン社)

可 搬 型 蓄 放 式(日 本 医 科 社)

愛 島 村
60mm版

(25～50枚 撮

裸 フイル ム)
多 段 型 蓄 放 式(大 阪 レン トゲ ン社 ノ

一 一 一65-一 一
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千 貫 村

角 田

桜

町

村 一i35"M・ 版

西 根 村

可 搬 型(自 己 整 流100inA

(日 本 医 科 社)

60mmra長 尺裸 フイルム撮影は文 部省科研費,結 核研 究委員会X線 検査法研究科会 の成果 に よリ

カ メラ及 び フイル ムの使用 はそれぞわキヤ ノン及 び フジ会社 の好意 によるものであ る

厚生省発表の死亡統 計に よると我が国の結核死亡率は

展近急速 に減少 して来 ているが,年 齢階級 別に観 る時は

15～30才 において 減 少が著 し く,こ の為 の 結核死亡率

の減少であ り壮年,殊 に30才 以後 では余 り差が ない。ま

た東京都,宮 城県の結 核死亡率 でも同様の ことが言われ

55才 以後 では逆 に若干 の増加 さえも示 している◎果 して

純 農村 にお いても同様 であろ うかeこ のために7力 農村

の最近年閤の死亡率 の年次別比較 を行つたが矢張 り同様

第3袈 検 診

に死亡 曲線には青年層の山の外に,50才 以後に一 つの山

がみ られ,26～27年 度においては山が稻 々高年層へ移行

さえしているo

検 査 成 績

然 らば現在 の農村の実相 は どうか◎7力 村か ら我 々の

得た成績 は次の如 く受 診率87・0%～99・9%,平 均94・5%,

ツ反応陽性 率61.1%～83、0%平 均70・0%,患 者発見率 は

要 注意以上1.0%～2.0%,平 均1.3%で ある(第3表)。

成 績

受 検
㌔ 受

検 率 ツ反応陽性率 患 者 数
要注意者以上

同 率

角 田 町 11808 99.8 69・81 156 1.3%

桜 村1 3414 99.9 79.2 59 1.8%

西 根 酬 3577 87.0 83.0 49 1.1%

搬

村
わ}

貫

…
島

}

千

㎝
愛

3984

3543

93。8 74.6

93。0 6・・il

荒 雄 村
　

2760}99・061・8

41LO%

55i1.6%
嚢

542.0%

志灘 州 9158

39044

90.0 63.0 931…%

計 1 94.5 70.0 507 1.3%

熊 谷内科教室関係において過去に行つた成績 と比較す

るとツ反応 は今年度は高率 であ り10～20mmの 陽性 率が

特に高 く,こ の間のツ反応 の硬結 を示す ものは弱 く郡 ち

弱反応が多 く,10,000倍 の発赤は2,000倍 の硬結 よ りやや

弱いがほぼ その 曲線は平行 し,患 者発見率は1・8%に 対

し1.3%で ある(第4表)◎ ツ反応 陰性者 にはBCG接i

第4表 終 戦 前 の 農 村 検 診 成 績

k繍)険 査 数 障 診 率
ツ反応(%)繊 儲 実剃 %

宮嫌 蠣 樹 ・4 25・2i 79.7 32、4
(学童1劉

宮城県荒雄村 〃
11757 81・6} 24・41 321

・石川雑 谷州 「　皿f!}

　

岩手県世田米村1〃

岩繰 翻 樹 弓

欝 賊 鮒 い71

30621 85・31 35.5} 361

1。9

L8

1.2

4・621 73・5i

45671 91.9

38・・i(学 童ユ訓12・5

32・5一 学童3乙引L4

6378 99・・1 44・91 27i 2.0

宮城県志波姫村
18 6702 92・6{ 44・51 ・33} 1、8

計

19 576・ ド 約81190人 君CG鞭;・cai
…wwtt…薦r「{… 「 　二鹿 「 … 一面

1.6

1.8

・-66一
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種を行い,菌 量,接 種方法を種 々に変え,皮 内法O・04mg

1～3力 処,乱 切4力 処80mg/ee等 の比較を行つた◎

昭和14年 度の荒雄,愛 島村,昭 和18,19年 度の志 波 姫

村の成績 では荒雄愛島両村の ツ反応陽性率は緩曲線を以

て年齢 と共 に上昇 し平均29.8%,志 波姫村 のそれは同様

の曲線を示すがやや高率で,昭和18年 度平均"・5%,昭 和

19年 度は約1,000人 にBCGi接 種を行い0～19才 の ツ反応

陽性率が急増 し平 均57・4%と なつている◎昭和27年 度

の ツ反応 ではいずれ も10～19才 に最大の山を示 し,3力

村平均陽性率63・0%で ある◎昭和18,19年 度に ッ反応陽性

率やや高率 であつた。志波姫 村では昭湘27年 度におい て

10～19才 のツ反応 が前2力 村に比 し,硬 結 の大 きい強反

応を呈 している点が異 るe患 者発見率 では3力 村 の旧成

績は1.8%～1.9%で 等 しいが患者年齢層に差 があ り愛

島,荒 雄 の0～29才 が56・0%,30才 以上 が44.0%な るに

対 し志 波姫 は45.2%対54.8%で あ る。 昭和27年 度の成績

では ツ反応低率だつた前2力 村の患者の年齢層 に変化を

示 し0～29才 が37.6%な るに比 し30才以上が62・4%と 大

きく増 加 してい るのに対 して30才 以後に患者が やや多 く

存 した志波姫は45.5%対54・5%と 旧成績 とほぼ同様で変

イヒカSなL・(第5表)◎

更 に7力 村の現存患者 を年齢別,病 型別 に分け ると壮

年以後 に相当多数の患者が存在 しているこ とがわか る。

第5表 十 余 年 後 患 者 年 齢 層 の 変 化

述 〉蒋 名乏 ∴
葦 愛 島 及 荒 雄 村

志
19

年 波 姫 村

27
愛 島 及 荒 雄 村

0～29

42

(56.0%)

30～

33
(44.0%)

計

47

(45.2%)

75

(54.8塗ll

68

(62.4%)

104

年

44

(37.6%)
109

志 波 姫 村
51

(45。5%)

161

(54・5%)

-

…
ー

112

3 村 合 計
92

(41.6%)

129

(58。4%)
221

第6表 患 者 年 齢 別 病 型 別 表

滴 実 双 極 像
.
肺
門
部

肋 膜 炎 溜 響繍 結 核 肺
{総
哨 所 見者数年

齢

接 施
撮 者 ・灰
影 数造

石
硬

性

軟

性 農雛 瞠
滲

lil擁
{

覆辮 嚢化

震

繧
型

…

計1年 哩 順

・-516・557…

6-・41

・5～,gl

・1・{・{・5i・i・i・1・}・i

S・7921i31212251・31・21q

3・9648・}・ ・4・3・i21・1

20～29 6…8国5同62・33i811

}
0

「
0

0

}

…

.

1

3

4
薦

0

3

7

門〆

・
0

1

}

璽ま

皿

」

…

」
型

2

一
2

・
5

8

oi1

30～39

40～49

4・2・5回

3・5・sl251

5・-5g/2圃 ・61

60～69

70～

2・・7512sI

899・112

7i・4

く6

1q4

sl・ 「 七
㎞輔__

81 06

墾 一 ・151

31i・

3L61

4国

31sl
41

11

啓

σ
煮
d

⊥

-
碑

31・1

3i

四τ

6416

41・1

3

6

ー

ハU

11

1

1

　
2

29、

616

◎ ユO

f
…9P

2・41

計139・ ・44h38…

§

39ii 5固16

3

26'

_r㌧

1塾

13i

0

3

0

0

0

1

讐■

一
ユ

ユ

gl1・

0

1

一

4

・

6

一

一

・81・ ・27

sslO.66

…-
45L14

ξ141
}2.31

51323.14
-.i_

il1
41ユ03。14

7i9913・37

・2,211・:1・915・25

6i7716517・23

総 27・128521 211 9・63152

%
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777i・ ・99
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(第6表)。30才 を境 として要注意以上 の患者 を大別すれ 以後 のそれは2.32%即 ち前者の3倍 の発見…率を示 し実数

ば・0～29才 までの患者 発見率 は0.75%な るに比 し30才 比 では37.7%に 対 し62.3%で あ る(第7表)。 これは

第7表

人 員

年齢＼ 銃 員

検 査
　

有 所 見 者{ 要注意者以上 年 齢 層 の 比

(要注意者以上)人 数i%… 1
}人 数 レ

・-5i6・557-8…71i・71・ ・26

6～148,792 ssl・ ・66il4・1・ ・47

15～193,964 45国413・1・ ・76

191(O
.75%)25

,421

2・-2gi6・1・81・4・2・3・ii1・3・ ・69

3・一 ・gl4・2・5
ミ

1323。14i

lli蔀
…;1烈

37。7%

対
62。3%

ー

ー

4・-49}3・5・81i1・:pau

5・一 ・gl2・936199・i・37ii
316(2

.32%)13
,623

281(O .95%)
29,626

55.4%

対

44.6%

226(2
.40%)9

,4ユ8

6・一 ・gl2・ ・75巨 ・915・2511

70～ ・99165・ ・231i

計39・ ・441777・ ・ggR5・71・ ・3・1

第8表 新 旧 患 者 別

要
注
意

要
療
養

昭和27年 の検
診で始めて発
見 され た愚者

180

(73.8%)

103

(47。2タ6)

計
283

(61.3%)

診前 か ら病気
のあ る事 を知
つていた患者

餌

(26.2タ6)

115

(52。8%)

179

(38。7%)

計

244

218

462

今後農村結核検診の重点を どの年齢層 にお くべ きかの示

針 となる と思 う◎

前か ら病気に罹つていることを知つていた者179(38・7

%)に 対 し今度 の検診 で初め て発見 された者283(613

%)で あ るか ら既知患者の約1・6倍 の患 者が農村 にひそ

んでい ることとなる(第8表)。

7力 農村の要注意以上の患者発見率は1・3%で あ るか

ら人 ロー万につき130人 の患者であ り,昭 和25,26,27

年度の結核患者 合計死亡数は56,40,32で 急減 してい る

ため,昭 和27年 度(1～12月)の 結核死亡数32に 対 して

発見患者507は15・8倍 に当つている◎

第9表 愛島村 昭和14年 度 結核患者 の転帰

t

}治 副 良 剃 不

昭 和 二 十 七 年

刻 悪 化隊 死亡暁 鞭i転 出不明1計

鑛
注翻 7 0 0 1 5 3 ・・i 26

療劃 4 1 0 0 9 2 31・9

計
11

24・4%1

}10

22%0%

1

2.2%

14

3L1%

5

U.1%

13

28.9%

45

結核患者が過去 において如何 なる経過 を辿つたかを昭

和14年 度の愛島村患者45人 の転帰 を探 ると31・1%が 結核

死を来 し,而 も半数が1年 以 内に死亡 し,24・4%が 治癒

している(第9表)◎

過去10年 闇の結核死亡者 の催病期問を調査する と3年

以内 に各年齢層 を通 じ84・0%死 亡 と してい る(第10表)。

発 見患者 の擢病期 間を調べ る と30才以下では3年 以 内

第10表 結核死亡者 の罹病期問

＼ 期 間

年 齢

合 計

3ヵ 月～3年 3年 以上 了、卜

3・才 以 下123・(84%)43(16%)1275(59%)

3・才 以 上i・9・(84%)37(16ヲ6);227`41・ ・f)

422(84%) 一8・(169」)i5・2

一一一68-一
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75%,3年 以上25%,30才 以上では3年 以 内51%,3年

以上49.0%,と なつてい る(第11表)◎

感 染 源 年

これ等の結核が農村に入つ た原因は何か◎過去 におけ

る感染源 を終戦前 の5力 村について綜合すると家族感染

4.2%,開 放性結核教師に よる者15。0%等 の村内感染71・94

%,出 稼等を主 とした2&1%が 主な るものであつた。
'

第11表 発 見 患 者 罹 病 期 閥

3・才以 下16・(75%)爵(25%){

3・才以 上{63(51%)}58(49%)12・(6・%)

合 計129(61.4%♪81(38.6%) 210

第12表 推 定感 染 源(昭 和13,i年 度 と昭 和27年 の比,A
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(第12表)。 仙台 に近い愛島 では都市交通の影ew28・6%

としてい る。即 ち出稼,学 校教師,都 市交通等 によ り村

内に持 ち込 まれ,次 で家庭内に蔓延 した もの と思われ る

が,現 在では ど うか◎過去の原因の外に終戦後の特殊 性

として転出入疎開者,引 揚者復員軍入等に よる影響を探

つた◎現在 では家族48・5%,職 場関係14.9%,親 戚7。7%

等村内7δ.6%,転 入者9.4%,出 稼6.0%,軍 隊5・5%等 の

村外23・4%で あつ て疎開者,復 員,出稼者の影響案外少

く,教 壇に立つ てい る開放性結核の教 師は一人 も認めな

かつた¢

更 にこれ等患者が農 村の感染源 となつているか否かを

十余年前患者家族調査,現 在患者家 系,有 素因世帯 のツ

反応 陽性率及び罹患率,資 産状態,家 屋の広 さ,村 内に

定住 か否か等か ら追求 して行 くと,戦 前戦後を通 じて感

染源の最大 なるものは家族感染である◎著 しいのは開放

性結核患者 の学校教師が教壇か ら学童 に及ぼ していた過

去の惨禍が悉無 であることである◎

然らば農村結核を防 ぐには ど うするか◇農 村において

家族感染が最大感染源(48・5%)・ である以上,第 一は患

者の隔離 である◎23・4%の 村外発病者が家庭に影響 を及

ぼ さない内に隔離 する ことと既存在宅患者,殊 に高年の

患者 を発見隔離 する ことであ り,第 二は強力なるBCG

の予防接極である と信ず る。

結 論

我 々は7力 農村の3y,OOO入 を検診 して,検 診率94・5%

を得 たが,そ の結果 を要約すれば次の よ うになる。

1)農 村の ツ反応平均陽性率 は以前の40%前 後よ り70

%の 高率に達 して来た。

2)患 者発見率は1・8%よ り1・3%に 減少 しているが,

年令別にみる時 は30才前 よりも30才後において,約3倍

の患者発見率 を示す高年型に変化 して来 ている。

3)農 村の患者の約60%は,自 分の病気 を知 らず に放

置 されている。

4)農 村の患者の罹病 期間は青年に短 く,壮 年高年に

長 い傾向を示 して来た◎

5)濃 村の経済状態を調査すれば,下 の階級 に患者が

多 く,な お,又 狭 く小 さい住居 に患者が多いのを認め る0

6)こ の2年 来,急 速 に死亡率を減 じて来 た結果,農

村 の生存患者は,死 亡患者 の約16倍 実在 している事は,

注 目を要す る事 と考 える。

7)死 亡患者の減少 と共に,こ の2～3年,罹 病期間

は延長 し,農 村結核の テンポは媛やか とな りつつ ある。

8)農 村における感染源の大 なるものは,家 族感染で

あ る事は戦前戦後を通 じて大差ない◎

このよ うな状態 にあ る農村結核 を防 ぐには何 うしたら

良いか。

第一には,村 民の結核に対 する啓蒙 を行い,現 在の結

核予防法の盲点である処の,発 見率 の高い高年層の患者

一一一69一
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を逃 さぬ為 に・100%近 い検診率を期 しての徹底的な集

団検診 を行 う必要があ る。 そ して更 に発見患者の家 族全

ぷ の精密検診を行 う必要 を認める◎

第二には楼村において家族感染が最 も大 きな感染源 で

あ る以上,開 放性患者 の隔離 であ る◎即ち村外か らの発

病者が,家 庭に影響を及ぼ さない内に隔離 する と共 に,

感染 源 として既に家庭 で発病 してい る在宅患者殊 に検診

を怠 り勝 ちの壮年層 ・高年層 の患者を発見隔離 する事で

あ ると思 う。

農村結核の予防 には,勿 論予 防接種 も大切 であ るが,

根本は この二 つに帰 すると思 う◎

最 後に,我 々は この発表の機会 を与 えられた岡会長 に

謝意 を表 し,又 種 々御協 力下 された宮城県衛生 部予防課,

宮城県角田保健所,岩 沼 保健所,古 川保健所,若 柳保健

所 の各位に感謝す る◎
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第 三 席]二 場 の 結 核

日本鋼管病院川鉄診療所

富 田 信 雄

過去及 び現在,工 場が結核 に蝕 まれ てい る程度は甚だ

しい ものであ る◎健康保険組合が結核 のために四苦八苦

している工場は甚 だ多い◎多 くの工員達は結核 に悩み,

或 は倒れれば収入は激減 しその一家 は柱石である主入公

の病苦 と貧に苦 しみ悲惨な道 を辿 る○ 昭和28年 現在 にお

いて保険組合その他か ら結核 による療養のために年間一

人当 り30万円の費用が消えてゆ くと聞 く◎結核 も不知不

識 の間に療養を必要 とする程度 まで進展悪化 した場 合は

容易 に再起す ることが出来ず,多 くは死に至 る◎ また,

仮に幸運 にして再起す るとしても3,4年 の月 日を要 し,

費用 も約100万 円に達 して しま う。若 し病臥療養す る人

間を一人減 らす ことが出来ればこれに要す る100万 円で

レン トゲンを一台 買 うことが出来 る◎10入 減 らすこ とが

出来 れば約1万 人 の工場における1年 間 の結核予防費用

はそれだけで浮き上 る。私のいる日本鋼管川隣製鉄所 も

約10年 前は正 確な数は不明だが約8,000名 中約400名 が結

核性疾患で長期欠勤を していた と聞 く◎昭和28年2月 現

在 では約14,000名 中結核に よる欠勤者は65名前 後であつ

てその半数以上は胸部外科手術 による休養であつて遠か

らず再起の光明を有 している者であるe即 ちユ0年間の結

核予防管理 に よつて休養者が1/10以 下 に減少 した◎その

ために扶養家族の治療費 は保険組合全額負担,病 院施設

に対す る剰余金の寄附,更 に大体育館の設立等の有形無

形 の事物が可能 であつた。この事実に よつて結核予防,

病臥 の阻止 と言 うことが由来す る利益は説明の必要な く

諒解することが出来た◎か くの如 ぎ状態に至 るまで11年

の年月を要 している◎その要点を略述 する。その間 に出

たデ ーター,統 計等は皆印刷 として学会当 日参会者諸氏

に呈上す るつ もりであ るからここには根本方針を主 とし

て書 くこととする◎

日本鋼管病院予防科に奉職 したのは昭和17年7月 てあ

る◎職制改革に よつて現在 は川鉄診療所 と改称された◎

頭初 には職場は工場構外病院内 にあつ て徒歩20分 の地で

あつ た。 これは管理に甚だ不都合であるか ら私が特 に乞

うて本院か ら離れ て工場構 内に設けて貰つて従業員が構

外 に出ずに用が済 ませ られるよ うに した◎結核予防 に専

従す る顔振 れは26名,医 廓4,レ ン トゲン技廓4,看 護

婦 保健婦11,ツ ベル ク リンBCG係2,事 務係3,他1

名で あ る。 レン トゲンは蓄電器放電式 シ リウス2台,

XIK厚 生号500mA1台,NIK可 搬型間接用1台,気 胸

器3台,計 算機2台 であ る¢10年 間に メムパーの増減,

レン トゲン装置の取換 え等のあつたことは勿論 である◎

昭和17年 に新潟県柿崎市理研工場の結核管理状況を見

学のため,初 代院長 に伴われて小松雄吉先生を訪ねて大

いに啓発された◎ また諸他病院,健 康相談所 を多 く見学

しその最 も陥 り易 い短所,欠 陥 の轍を踏 まぬ よう,そ の

長所を採 り入れ るように約9カ 月間考究検討企画 して方

式を決定 し,こ の方式に従つて十年一 日の如 く些か も手

を省 くことな く一貫努力を続 けた◎企画につ いては恩師

草間良男先生,恩 師岡治道先生 にあ くまで御教示を賜つ

た◎その後 も相変らず岡治道先 生を煩わせて現在 に至 り

また将来 に及ばん としてい る◎会社首脳部 の鞭錘 も勿論

であ るが,同 僚の協力,そ の一騎 当千の強者達 の協力は

特 に大 なる力 とな り実を結んだのであ ろ。工場結核予防

管理の原則は次の三原則で尽きる。即 ち

L結 核の疑 ある者を採 用入社せ しめない

a感 染源を悉 く探 し出 して医学的に始末 を して しま

う

3・ 未態 染陰性者 の感染発病 を阻止す る

総ての体格検査,健 康診断 にはレン トゲンを縦横無尽

に駆使する。入社希望者の体格検査は従前 には形式的の

ものであつた らしい◎昭和18年4月 か らは厳重その もの

とした◎会社幹部,初 代院長か らも厳命があつた。体格

測定,視 九 色神等 を検査するのは型の通 りだが,必 ず

一入ずつレン トゲン透視に よつ て身体姿勢を色 々と変え

心臓の蔭,肺 尖部におけ る骨の蔭,横 隔膜 の昇降状況等

詳 しく検査す る。聴診,打 診は全 く行つていない。 これ

は透視及び撮影診断 と打聴 診 との信頼度を数理統計学的

に検討 した結果であつ て机上の空論か らではない。採 用

検査に際 しては結核 によらず誰 でも既往症 をか くすのが

常であ る。た とえ体格抜群,智 能優秀で も結核 の疑 ある

者は不合格 とな る◇ この点は過去 において苦杯 を喫 した

採用係の人はよ く理 解されている。中で も将来会社 の幹

部 とな るべき大学,高 専以上の卒業生採用検査 は特 に厳

密で,総 て直接撮影 を行 う◎予 め必ず透視を行つて,ル

ーテインフイル ムでな く,病 変箇所が フイノしム上に確実

に写 り何人 にも納得出来 るフイル ムを作 るよ うにする◎

直接撮影に際 しては必ず透視を行つて姿勢を決め レ線量

も医師が透過 し易 きか否か を指示す る。決 して系数撮影

は行わない。骨酪,筋 肉発達度,脂 肪 度,肋 膜勝豚,滲

一71一
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出液 その他多様の条件によ り胸 の厚 さが同 じであつ ても

決 して同 じ濃度の影像 は得 られ ない◎ この事実 は何人 も

否定 出来 ない事実てあ る◎呼 吸停止後暫時の問は横隔膜

な 徐 々に上昇す る◎ これが全 く停止 し,且 つ,被 検者が

全 く冷静 とな り身体静止 する瞬間を見極めて医師が合図

を送 り曝写す る◎曝写 タイムは短い程宜 しい導 その瞬聞

を認定 するのには 自ら透視 を行つた医師が決定す るのが

一番適切 である
◎透視を先行せぬ直接撮影ては適正露出

は望 み得ず影像 のズレや流れ も避け得 られない◎更 に増

感紙 は暗窒 の暗 さに充分馴れた眼で残 光のないものに非

れば極 めて細 い像 に滲みが出て鮮鋭度が害 される◎国産

ハ イスピー ド増感紙では この点で総て皆不 合格 と言わ ざ

るを得 なかつ た⑪極めて鮮鋭 なフィル ムで而 も病変 を正

しく画像 として摺み得 ると言 うことが結 核予防管理の根

底 をなす ものであつて岡治道先生の厳重な御指導,御 叱

正 に よつ て漸 く目畝に添 い得 るまでに到達 した◎医師 自

らが レン トゲソ透視,及 びこれを前提 とす る直接撮影の

按術 も磨かず して伝票一片 にて技師任せのフィル ムのみ

て結核 を撲減せん とするは,木 に縁 つて魚 を求む る如き

もの と私は固 く信 じているc昭 和26年 末 に大学,高 専卒

業生 の採用検査を行つたが その12%は 異常 を認め,5%

は結核患者 として警戒 を要 し空洞所有者 も少 くな か つ

た。医学部を有 し病 院を有す る綜合大学卒業生中にかか

る人が いた◎最高 インテ リの連申で さえか くの如 くであ

る。他 は推 して知 るべきで レン トゲンを充分 に駆使する

ことが如何 に必要であるかを しみ じみ と痛感 させ られる

ものが ある◎以上に よつ て結核の疑 あ る者 を発見 して入

社採 用検査 に不合格 とす るのは勿論 だが,同 時に本人に

対 し警告を発す ることが出来 る◎

感染源を探 し出すには2の 方法に よるo第 一は定時 健

康診断であつて,そ の際 の不参加者を極力 少 くす るこ

と。 この不参加者 の申に結核の疑 ある者が集 り易い◎平

素か ら絶えず結核 は無 自 覚,無 症状 のまま進行悪化す

るか ら陽性転化時か ら安全期に至 るまでの監視 と早期 発

見が最善の手段 であることを全員に教 えこむ ことが大切

であ る◎吾 々が予防管理開始頭初の3年 闘位は伸 々納得

が行 かない ようであつたが,5年 目,7年 目,現 在 の10年

を過 ぎた今 日では皆が理 解 して非常 に都合 が よ く なつ

た◎川崎製鉄所全工場が基準 法によれげ有讐業務で麦きる

か ら少数の管理 部門の事 務家連 中を除 く他は皆春秋2回

集団検診を受 ける◎基準法,旧 体力法 によれば集団検診

第1日 に ツベルク リンを注射 し,更 に第2日 に反応 を決

定 し,陽 性者 は聞接撮 影,陰 性者 はBCG注 射 と言 うこ

とになつている◎ これは入間のやる仕事,検 査,技 術 に

全 く誤 差がない と言 うことを前提 としたデ スクプランで

ちつて,ツ ベルク リン検査を20年 もやつて来て見る と窮

1日 目ツベル クリン注射,第2日 目反〕芯決定 と言 うこと

をやつ ていると初感染 者,発 病者を見逃 す大 きな聞隙 の

あることが明かに分る◇他方,労 働能率,生 産力 の低下

を考 えると集団検診 のため に同 じ人間を2回 も職場か ら

検査 によつて離脱 させ るこ とは感心 した ことではない。

私は定期健康診断はただ1日 で行い,全 員を陽性 も陰性

も皆35ミ リ間接撮 影て写 して しま う。た とえ ツベルク リ

ン反応 に誤差があつて もフィルムに撮影 しておけばこれ

を補つ て行げ るし,第2日 目検査に事故のため不参加者

となつ て色 々の不都合 なことが生 じた りせず,生 産低下

も1/2で 済むeわ が工場 ては集団検診の時 は毎 日500名

宛 として延 日数約40Hを 費す。6x6判 は使用せず35

ミリを使 う◎連 日,検 査開始時悶の始 めには被検者 が雲

集 して来 るので1時 間 当 り少 くとも300名 以上 の スピー

ドを必要 とす ろ◎ 間接撮影には4名 が当る◎配電盤操作

技師1名,姿 勢 を正 し吸気停止 と曝写 合図 に医師1名 ・

番号入れ換え とその記録1名,カ メラの操作 丈名,自 動

式番号変更,フ イルム送 り連動装置は 日本 にあるものは

実験 して見て皆駄 目で,結 局 入間がやるのが一番 よい◎

他方6x6判 はフイルムが短 いために スピー ドアツブが

出来ない◎ これに反 し35ミ リ判は スピー ドが速い◎蓄放

式 シ リウスを問接 撮影 に使 うよ うになつ てか ら肺尖部・

時に骨の蔭 の影像 も掴み得 るし且つ,非 常 に鮮鋭 な影像

が得 らるるようになつた。鏡 玉の解像力 の点か ら言 うと

35ミ リの方が6x6判 よ り倍近 く宜 しい とか言われてい る

し,曝 写時間が シ リウスの方が5倍 も短 い等の点を考え

てス ピー ドの遅 い6x6判 や管球整流式 タイマー撮 影の も

のは使つておらぬe戦 時中に番号入れ換 えに1名,他 に

その記録に1名,計5名 で間接撮影 を行つ て見たが1時

間 に400名 を突破す るレコー ドが作れた。 しか し,蓄 放

式は チヤ ージ時 悶に3私 位を要する故 にス ピー ドアツプ

は300名 で,叙 上 のレ コー ドは管球整流式 タイマー撮影

の装置で行 つたのであつた◎ ツベルク リン反応は定 期健

康診断の時 とは別途に年中無休 で行つ て行 く◎ これは未

感染陰性者 の追及 の項で述べ る◎か ように して間接撮影

を行い速かに読影 して疑問のある入 は直 に呼出 して透視

を前提 として必要 な姿勢角度で直接 撮影 を行い,そ のフ

イル ムを提 示 して納得の行 くよ うに説 明をす る◎人工気

胸を要す る者,入 院手術を要す る者,或 はそのまま放任

して宜 しい者,毎 月検査を繰返 してその後 に決定せねば

ならぬ者,即 ち,定 時検査,呼 出精密検査 の結果次の4

群に分ける◎即 ち

放任可一 異常 を認めぬ者,異 常 は認 めても全 く疲痕化

して再活動 の虞 なぎ者。 こ れ は次回 の定期棲査 まで放

任◎

要注意一異常 は認め るが直 に決定 出来ぬ もの,現 在非

活動性 であるが生活の急変,何 等か の切掛け で再燃再活

動の虞がない とは言 えぬ者。 これは毎 月或は必要に応 じ

て精 密検査 を繰返 さねばな らない。但 し,就 業上の制限

はない◎
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要保護一胸部手術退院ア ブターケアー申の者,入 工気

胸 を続けなが ら就業 中の者,療 養退院就業 中の者◎ これ

は夜勤残業重筋労働その他禁止の制限附就業◎必要の都

度精密検査。

要讐戒一空洞所有者,進 行性病巣所有者,滲 出性肋膜

炎,そ の他活動性結核の者◎直に処 置を施す◎休養或は

入院,安 静 手術等を要する者あ り◎

しか しなから,た だ一片 の休養命令通知書を以 て休 ま

せ た り,強 制入院は させない◎必ず本入 に レン トゲンフ

イルムを提示 して病巣を説明 し如何に病気が発展 して行

くか,如 何に処 すれぽ よいか,科 学 的に最 も正 しい処理

方法は ど うすればよいか,心 の底 か ら継得 の行 くように

説 明す る。全 くの危機で寸刻 の猶予 も許 さぬ場合は別で

あ るが(か くの如 き病状の者は近年殆 ど発見 されな くな

つた)勤 労者,俸 給生活者 は誰で 愚休 めば収入が減 り,

次第 に一家妻子が窮乏に追 い込 まれ るのは目前の ことと

なる。従つて主人公の紺核による休養は一家破滅 の糸 口

をっ くる。それ故 に一家窮乏 に追い こまれぬ よ うに何等

かの方法を速かに講 じるよ うに充分理解納得 させた上 で

必要 な者は入院療養或は手術 をさせ る◎

他方,本 人 の健康保険による給 附その他恩典の期限が

切れぬ間に再起 して職場 復帰が可能 であるよ うに真情を

以 て考えてやらねばならない◎一芹 の無情なる休養命令

書のみで職場外に放逐 し放逐後の管 理 も せ ず 自由に任

せ,果 は生死如何 も分 らぬ よ うな手放 し方を してはな ら

ない。その無情な事実 は極めて速か に次 々と伝聞 されて

行 ぎ,従 業員が集 団検診を受 けよ うと言 う意慾を失い,

定期健康診断不参加者は次第に増加 して行 く◎基 準法 と

言 う国法 を振 り窮 し,定 時検査 を受けねば罰則云 々と脅

か して見て も結核予防の実績 は望めない◎被検者が結核

の宣告を受 け,一 家妻子 を如何にすべきか,自 分の結核

を どうす るか と考 え案ずるその心境を心か ら推量 して身

の立つ よ うに全力を注いでや る誠意 がな く て は な らな

い。従業 員が安心 して信頼 し,一 家 の運命を托 して来 る

ように真情から信頼 され,且 つ,そ の期待 に叛か ざるよ

うにベス トを尽 さねば結核予防管理 の効果は望めない と

私 は確信す る◎結核の者 を休 ませ,或 は放任 して死 に到

らせ,或 は 自然 に倒れて後職場か ら消滅 し叉は これを放

逐 して,わ が工場に結核 なし等 と言 う行 き方 を しては,

3年5年10年 と予防管理 を続け られる ものではな く従業

員 も決 して言 うことを聞 くものではない◎従つて予防の

成功 は望 めぬ◎随分ポ ンポンものを言つて も,言 うこと

を聞かぬ患者を叱 りつけても心の底 にその入を真 に憂 う

る誠意を有す るだけの血 と涙を所有す るな らば従業員は

皆必ず付い て来 ると言 うことを信 じて疑わない。

工場結核の予防管理を徹底 せ しめん と志 す人は昨今決

して少 くない ようであ る。然 るに成功 して行かぬ場合 も

見受け られるよ うであ る◎学問,理 論,科 学的正 しさ,

按術等が先ず第一に必要 なことは私 も強調す る◎ けれ ど

もそれ以上に必須欠 くべか らざるは血 と涙 と説情,真 心

が欠けては工場結核予防は ど うに もならない と言 うこと

を敢 て行数を費 してここに強 く強 く更 に強 く述 べる次第

である。

感染源 を探 し出す方法に2種 あつて,そ の一は叙上せ

る如 ぎものである◎他の一 は次 に述べ る未感染陰性者の

感染発 病阻止 の途上で これを実行す ることが出来 る◎

沫感染者,即 ち陰性者の感染発病阻止 を如何に して遂

行す るか◎それには ツベルク リン,BCGに 専従す る人

員 を特に選定 する◎特 に忠実 そのものであ くまで も正確

な入物でな くてはな らない◇先ず全従業員 を総て陽性者

と陰性者に分ける○疑陽性者 は便宜上 陰性者 の中に入れ

て即 ち疑陽性者,陰 性者 を一括 して要 観察者 として台帳

に記載 し全員洩れな くBCG注 射を施 す◎BCG注 射 を

行つ てもそのまま野放 しに してはならない◎必ず3月 目

毎 に呼出 し,或 は当方から便宜の場所 へ出 向いて陽性に

なつたか否か更 にツベルク リン反応 を検査す る。若 し未

だ陰性の ままであつたなら更に時を移 さずBCGを 繰

返 し注射する。 このBCGと 反応検査 を3月 目,3月 目

に執拗に繰返 し繰返 し行 う。若 し陽転 したな らば8CG

陽転か 自然陽転かの何れかであ るが,こ れを区別するこ

とな く陽転者は皆要注意者 として直 に レン トゲ ン精密検

査,特 に入念 に透視を行 い疑問あ らば直接撮影を行 う◎

しか しなが ら,規 定 せる如 くBCGを 繰返 して来 た入 は

BGG陽 転 であ る確率が高いo従 つ てやがて陰性に戻 る

べ き者 もある◎であるか らBCG注 射後 の陽転 者は精密

検査 と同時 にツベル クリン検査 も3月 目,3月 目に行つ

て行 く◎繰返す問に反応が陰性 に戻つたな らばこれはB

CG陽 転 であつた ことは問違いないか ら,ま た ここでB

CG注 射を繰返 しの振 り出 しに戻 る◎ と同時に結核感染

てはなかつたのであるか らレン トゲン検査の必要 はも う

ない◎

次 に陽転者の中で3月 目,3月 目に精密検査 を繰返 し

なお反応検査 も平行 して繰返 して行 き,18カ 月以上陰性

に戻 らず陽性の ままで経過 し,更 にその上 レン トゲン検

査繰返 しの結果 で活動性病巣発現を認 めざ りし者 は一応

初感染陽性転化次 で自然治癒 を完了 した もの として台帳

から除外 して要 観察,要 注意 の中か ら排 除 し放 任可 と言

う中に入れ翌年或 は次回の定時健康診断 まで放 任 して置

く◎ この ツベルク リン検査,BCGの 追及が最 も重要で

あつ てこれのみ行つて も結核 の発病,発 生 は1/10以 下 に

減少 させ得 る◎そ のデーターは講演当 日進呈 する。更に

ツベル ク リン検査 の方法が厳重 その ものでなければ なら

ない。約20年 に亘 る実際か ら考 え,な お岡治道先生 の御

教示を得て次 の方法で,ツ ベルク リン検査を行つ ている◎

日本 内地 のッベル クリン注射器は磨 り合 せ 部 分,針

との接合部等か ら必ず液が洩れ るよ うに出来 てい る。O.1
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ecmは 僅 かに2滴 位 の量である。従つ て少 しで も洩 れ

れ ば20%や30%の 誤 りは当然 となる◇ これを見越 して吾

吾 の行つ てい る方式 は ツベルク リン注射器 を水平 に持ち

被検 者の前腕を水平 に左手 で下か ら握 り前腕皮膚を緊張

させ,前 腕内側の丸昧に対 し切線の方向に針先を極めて

浅 く刺 して行 く。皮膚 を透 して針穴の姿が認め られ る如

く刺 して行 く。針の先が1em近 く入つた所で左手 の

握 りを緩め 皮膚を緩め 液 を送入す る◎ 皮膚は ブ ツブツ

と凹みを現 しなが ら円形 に膨隆 して行 く◎ その円形の直

径が7粍 に達 した時に液 の送 入を止め針 を抜 く◎針 の刺

入孔 から液 の逆流出 もな く,注 射器の接合,磨 り合せか

ら液 の漏出はあつて も,7粍 の直径 に まで膨隆 した場 合

は,非 常 に正確にO.1cemに 近 くツベルク リン液が送 入

され たことにな る◎ 注射 器を水平 に前腕の丸味に対 し切

線 の方 向にす ることは深浅の加減を して刺入す るのに非

常 に好都合であ る上 に,縦 に持 つた時,内 容液が流出 し

または逆 に空気泡 が入 りこむ と言 う不都合を防げる。訓

練 を経れば直径7粍 を目測のみで97%以 上正確に認定 す

るこ とは極めて容易 であ る◎私の処 では他か ら陰性,陽

性を決めて来 て も参考に留め,必 ず 当所の方式でや り直

して見 る。更 に,BCGを 毛嫌 いす るために陽性である

如 く嘘 を言 う者 もある。 また,方 式 の欠陥か ら陽性 であ

るべ きものが陰性 と誤認 されている事実に少からず遭遇

す るか らであ る。

ツペル ク リン2,000倍 液は結核研究所 のものを常用 し,

且つ,古 き液は使用せ ぬ。 また,太 陽光の当 る場所 にお

いた り媛房装置の附近,ス チ ーム上 の湖に載 せ加温 させ

ぬ よ うに心掛け,常 時電気冷蔵庫 に納めてい る◎然 らざ

れぽ無力化 した ツベルク リンを使 うこ とにな る場合があ

る。発赤測定 は円形 または楕 円形 のその最短 部直径 のみ

測定 して,分 子分母式の測定,記 載は行わない⇔多 忙を

極 め数百入 を短時問で完了せねばならぬか らである◎

か くして ッペル ク リン,BCGを 行い川崎 製鉄所で10

年 を過 した。 その間の正確 な統計か ら,ツ ベルク リン,

BCGに 無関心か或は これ を嫌 う連中からの発病者は10

倍以上 に及ぶ◎BCG繰 返 しを行つた連 中か ら病巣発現

者 も出て来 てはい るが,間 もな く軽快或は治癒 に転 じて

行 く。BCGを 正 しく受 ければ,然 らざる者 と対比 して

自然治癒 に転ずる割合 は実に4倍 となつて い るeこ れ

等 の自然に時の流れ と共 に現れたる数理統計学的数字が

現す事実が存在する以上,無 闇な牽強附会の理窟を並 べ

て もBCGの 効果云 々とこれを否定す る こ と は出来 な

い◎近時に至 り従業員 の結核予防は殆 ど徹底 したので今

は進 んでその家族,特 に幼児達 の ツベルク リン,BCG

を行つ て来たが総員1790名 の資 料からBCGを やつた者

と然 らざる者 とを対比 すると然 らざる者か らの発病 は実

に10倍 以 上てある と言 う統 計数字 と否定不可能の事実傾

向を認屍る。

工場結核予防管理 は僅か に11年 の短 い経 験ではあるが

第一一歩 の重要事碩 は ツベル ク リン,BCGの 繰返 し施行

を決 して手を緩 めず に行 うと言 うことである,と 言 う信

念 を固め ざるを得 ない¢一方,こ れ等 の繰返 しに よつて

厭 うべ き或は不決 なる事故は全 く発生 してい ない。殊 に

数年来,局 所潰瘍 の発生は全 くない。私 のい る工場 に粉

塵多 く,塵 肺研究 の対照 となる位 で従業員の身体は帰宅

時入浴するまで極端に汚れている◎然 るにFCG潰 瘍 の

訴えは全 くない。稀にあつて もマーキユロ軟膏を貼用 し

て菌の附着 を防げば速かに解消,こ れ による不平 は耳 に

した ことはない◎ さ りながら,BCGッ ベル ク リンに専

従す る者 の労苦 は甚だ しい◎ その原簿台帳の整理,統 計

資料の整理,被 検者の追及等 は全 く寸時の閑 も持ち得 な

い◎BCGッ ベルク リンに要 す る費用 は極めて廉価 であ

る。然 るにその効果は大 きい。 なれ ど繰返 しと言 うこと

は大 なる煩雑 さ と努力を要する。而 も表面に現れず縁 の

下の力持 として ジミな仕事 で あ る。 最 も忠実で真剣,

誤魔 化 しをせぬ人が当 らぬ と成功せ ぬ。幸に して私の処

は恵 まれている9出 来 るな ら2月 目に短縮 してや りたい

のであるが,3月 目を2月 目に縮め るだけに実に専従者

を3倍 半 にせねばならぬ。残念 なが ら3月 目で辛樺 して

ゐる。

仮 に,春 の定期検査 の時 に陰性の人 が,基 準法通 りに

第1日 目ツベル ク リン注射's第2日 目判定o陰 性 のため

にBCG注 射を して聞接 撮影 を しなかつた とす る。 この

入 が検査 日に接近 して結核感染を受けていた場合,未 だ

陽転 していなかつた とすれば,普 通一 年間次 の定期検査

まで陰性者 として放 任され る。本人は全 く無 自覚,無 症

状 のままなので海水浴夢深夜業 も野放 しに行 つて行 く◎

秋頃 になつ て俄然滲出性肋膜炎 の形で発症 する。かか る

可能性 もあ るしその事実 も多い。他方,第1日 ッベル ク

リン注射を したが第2日 目の判定には事故 のため不参で

あつ たならばその入 は前年か ら引続き翌年 まで事実上 丸

丸2年 間は放任されるこ とにな る。 これ を思 うならば定

期健康診断 とは全 く離れ て別の方法で3月 目,3月 目の

BCG,ッ ベル クリン繰返 しが如何に重要必須 であ るか

説明 の必要がない◎而 も陽転すれば理論上無駄 な努力 と

言 うことを度外視 してBCG陽 転 自然陽転 を 区別せ

ず3月 目,3月 目に レン トゲン検査 を繰返 して行 く。即

ち陽転者は1年 間 に4回 レン トゲ ン精密検査 を受け るこ

ととな る◎加 うるに他方定期検査 で1年 に巻秋2回35ミ

リ間接撮影 を され る。それ故に合 計6回 もレン トゲ ンの

洗礼を受け る。 ボンヤ リしていて も6回 の レソ トゲン検

査で全部 見誤 つて通過す ることはあ り得ぺか らざること

であ る◎撮 影,透 視の技術,読 影の技術 に万全を期 し不断

に精進 している関門を病 変所有者が無事通過す る筈 は決

してない筈 である。 これは理論上 そ うであ るべき筈 なの

である◎ ところが事実 は然 らず,0,1%近 く は そ の 間
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違いが発生す る◎ この誤差,許 すぺか らざる0・1%の 誤

差が何れか ら生ずるか分明 しない◎恐 らく,私 の技術未

勲 に因る もの と発奮 を要 し且つ,漸 憶の次 第であ る◎人

間のやる ことには必ず誤差が伴 う◎ この誤 差を零に近づ

け るべ く不街 の精進を更 に更に強 くせねばな らない◎以

上で結核 の疑あ る者 を入社せ しめない こと,感 染源た る

排菌者を仕末 して しま うこと,未 感染者を発病病臥の前

に救 うことの3箇 条を如何に して工場で実 施 して 来 た

か,そ の方法 の説明は終つた◎

次に与え られた紙数 で,結 核予防管理経過途上 に陥 り

易い穴,或 は些かの考慮 により更 によ り以 上効果的 とな

る点,数 回苦杯を嘗め,か くすればか くな ると言 う覆 き

易 き点を参考 として書 く。権威者,先 輩方の学説,理 論

は何人 も知つ ている筈 だが これを沓現場 によつて伸 々実

践 し難 い場合が決 して少 くない◎私の職場では こうした

らこ うなつた と言 うことを述べ ることにす る。

人工気 胸をや る際には必ず前以 て透視をや りその都度

正確な スケツチを行 う◎ レン トゲン故障 に非 ざる限 り気

胸 の度毎に透視を省略せぬ こと◎補気量の適切 を欠 くと

無気肺を招来す ることも多 く,溜 水 を見逃 し或 は意外な

転移巣の存在の発見が遅れ る。私の処では片側 の場合は

第5回 目の気胸後に撮影をや りその後は3月 目毎 に撮影

す る◎両側気胸の場合必ず左右 片側 だけずつ交互 に行い

決 して両側同 日に行わない◎而 して撮影は10回 口に行い

然 る後読影を基 として就業 の 可否,就 業綱限 を決定す

る。初診時読影の際,気 胸不能 の如 く見えても一応は試

み にやつて見 る。また肺門部 か ら下半分の病巣 であつて

も一応気胸をやつて見 る。か くして入院手術 の機会を待

つ間 も無為 に日を送 らせない。空洞 のあ る下葉を切除摘

出後切 つて見たが一時的であつたにせ よ気 胸によつて菌

排出は殆 ど抑制停止 されてい る事実 を見た◎即 ち,気 胸

を行つて手術を待つ間 に生ずる転移巣,殊 に反対側に転

移す る危険を防 ぎ得 る可能性は大 きい◎

レン トゲン撮影 の節には必ず透視をやる。吸気 後息を

止める とその後横隔膜が少 し上昇す る。 よつてそれを待

ち,全 く上 り切 つて止 り,且 つ,被 検者全身の プレが全

く静止せ る瞬間を狙つて医師が技師に合図 を送 る◎その

合図 も掛声でやる と神経が鋭敏 化 せ る 被検者は身体に

プ レを生 じ易いので,術 者の近 くにブザ ーをお き,ブ ザ

ーの鳴 り始めの瞬間 にスヰ ツチを入れ曝写す る◎而 も曝

写時間は短い程 よい◎でない と細い血 管等 のズレが出て

鮮鋭度が落 らる◎殊に横隔膜 の静止を待たざる写真は下

半分の影像がプ レて鮮鋭度が欠け る◎片側 に勝砥或は古

い病巣があつてその側のX線 吸収が大 ぎい見込みの時は

反対側にアル ミニウム板 を当 て過度の線量を出す◎ それ

で も未だ不足 なら管球距離を近 くする◎病巣の存在が背

側,腹 側 の何れに近 きかに よつて,病 巣の近 き測 にフィ

ルムを当て,反 対側か ら曝写 する◎骨や心臓等を避けて

病巣の姿をあ りのまま,納 得 の出裏 るように写真上に捕

えるためには数十通 りの撮影姿勢が生 れる◎透視の欠 く

べか らざる所以である◎曝写線 搬決定 も透視 をやつて決

め るのが一番 よい◎光電管を応 用 した露出計が完 成すれ

ぽ問題が別 とな るが現在 では胸厚測定 を以 て線鍛を測定

す る系数撮影 よ り透視 で決め る方が遙 かに正 しい露 出が

与 えられ る◎身体が細い割 に透過不艮の者,身 体が太い 縦

に も係 らず案外 にも真黒 く写つて しま う実例 に屡 々遭遇

す る◎その標本的実例が私 のスタツフ中に実在す る◎

私 の処 には医師が4名 いる。 しか し甲乙丙丁各医師が

被検者に対 して検査結果を説明す る場合各自区 々の こと

を言わないで4名 が同 じことを言 うことに してい る◎

一診療所 或は同一病院内で甲乙丙丁者医師がそれぞれ異

る答 をして患者 を迷わす ことは一番 悪い◎ また,他 医 と

診断が喰い違 うことも厘 々起 る◎かかる場合 には角度,

姿勢,線 量その他を色 々に変 えて工夫 を凝 らして撮影 し

て影像を分析考究 して科学的 に正 しく納得 出来 るよ うに

して何れが正 しきかを決め 向後の参考 とす る。若 し自分

の考 えに誤 りがあれぽ面子に拘泥せず速かに訂正 して,

決 して舌先 三寸で丸めて しま うと言 うこ とを しない。正

しい診断 はただ一つであつて,正 しいか否かは時 の経過

と共に必ず解決 されるか ら一時的誤魔 化 しをす ると後 で

大 きな恥 となる◎ もし直 に解剖出来れば即座 に正誤 は決

定出来る◎他方治療 を打切 り,或 いは他 の理由で患者 と

手が切れて も,カ ルテ,フ イルムは厳重に保存 して遠隔

成績の資料 とす る◎ その患者の死亡 に非 ざる限 りその カ

ル テは直 に出 し得 る元 の棚 にその ままに置 く。普通は患

者 と手が切れ るとカルテは倉康に入れ10年 聞保存 と言 う

名 厨で塵芥 に塗れ させ,次 回再 来の時 は新 しくカルテを

作 り前 のは見向かない。私の処 では何年 も次 々と真 を貼

り重ねて行 く。初診以来の ことが皆一冊の カルテて分明

す る◎ カルテはB6判 とし速 かに統計 を取 るのに扱 い易

き型に したのである◎検査を受 けた者は必ず 自分 自身 で

結果を聞 きに来 るよ うにしている◎電話での質問,他 人

の代理 は飼入秘密厳守 の立前か らさせ ない ことに してい

る◎ また,聞 きに来 ない者のあつた時 には止むを得ず職

制を通 じて本人職場 の課長宛就業禁止 をす る こ と もあ

る◎就業 しなが ら気 胸を続け るので原則的だが これ には

健康保険 を適用せず,社 費で支弁する形式を とつて貰つ

てい る◎従つて気胸続行中に保険期限が切れ,不 幸 に し

て悪化の上愈 々入院手術を要する時期 に保険がない と言

う悲惨 を免れ安心 して入院手続 が受け られ る◎ しか し,

早期発見,直 に気胸 をやつて喰 い止め るのを第一 とし,

更 にそれ以前 にBCGで 阻止す るのを理想 とするe近 年

大体 においてその目標に接近 して来たひ若 し従業員 の結

核 を発見 した時 には必ずその一家 の検査を強制す る◎近

時は強要せず とも進んで一家がやつて来 る。 これ等家族

の健康診断料金は保険組 合で特別に見て呉れて来 たため
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に費用の心配な く幾人 もの検査が受け られた。発病後愈

々自覚 して医師を訪 れ るまで放つ て置 くと多額 の治療費

を要す ることになる◎ しか し未然に防ぎ得 るな らば検査

費用 のみで足 り,そ の額 は治療に要する巨額 に比べて九

牛の一毛に過ぎぬ◎ であるが故に保険 組合 の麦出を少 く

す るには予防が最 もよい ことは誰 も痛感 している¢即ち

健康診断が気安 く繰返せ ることが最 も大切が ある◎

カルテを保 健票 と言つてい るが これ には本入の主訴,

既往症,測 定 値位 だけを文字で書込み他の総ては ゴム印

を多 く作つて殆 どこれて全部 を済 ませ る◇多忙を重ね る

場合丈掌 を書込む と言 う煩雑 を極力避け るためである。

フイルムの整理は夕刻 終業時 に行い,決 して翌 日に持

越 さない。撮影番号は各月初頭か ら 月 日の通 し番号を

附 け,月 が変れば また一番か ら始め る◎番号は保健票 に

月 日と共に寵載 して保健票 にフイルムのスケツチを描 く

場合 に間違 いを生ぜ ぬよ うにする◎ フイル ムへの記載 に

は,コ ム印を押捺 して,記 名 と必要 データーを記す。 フ

イル ムに紙 を貼附す ると膜 面に擦 り傷を作 り,紙 が剥れ

れぼ何人の ものか不明 となる◎保健票に よつて初診以来

の フイルムが順に出せる ように鉄製 キヤ ビネ ツ ト内 に年

月順 に格納 し,飼 入別に整理 してはいない。 フイル ムは

包装箱 に羽根 で塵を払 つて擦 り傷の危険なきよ うに納入

し各 々縦 に並べて納める◎平積す ると重 さ と湿気のため

に最下部か ら密着 し或は徽が生 える導湿気が上 に抜けな

いか らと考え る。現像は タンクで時温現像 とし,処 方 は

鮮鋭像の得 らるるもの を選んでいる◇写真の出来栄 えが

悪ければ,線 量 の不適当であつたことが分 り繭後の参考

となるo

レン トゲソ室内では男女一緒に裸体にな るので赤電球

のみによつて暗 くなつてい る。撮 影に際 し明る くす る時

は簡単 なガゥンを暗 い間 に女子に被せて肌の見 えぬよ う

に保護す る。

一一日間の透 視 レコー ドは400名 以 上
。直接 撮影は150

枚◎ しか しなが ら気胸前の透視 が大部 分であるか ら所要

時間は非常 に短 い◎気胸の レコー ドは1日 に.140名 であ

つた◎ しか し平均透視130名,撮 影40枚,気 胸100名 位

が通常一 臼景 である◇

BCGを 嫌 う入は ツベル ク リン反応測定時に注射痕 を

贋で吸つて発赤を偽装する者が ある◎充分注意せぬ と予

防の網か ら洩れて行 くoこ れ も熟練 した者の 目か らは児

戯 に等 し く騙 される ことはない。採 用検査 の場合 レン ト

ゲン室の暗 さに葉 じて替玉を使 うこともあるが,こ れ も

殆 ど見破つて しま う◎

計測は上半身 のみ裸身 とさせ るため,ズ ボンの申へ錘

りを忍ばせ体重の増加 を装 う者 もあるが手首,首,肉 附

きの程 度か ら熟練者の 日は騙 せない◎

要 するに,毎 臼の仕事 に心底か ら打込む ことが大切 で

且つ,よ い メムバ ー一が揃わねば ならない◎各 自それぞれ

透視,問 診,計 渕,赤 沈,気 胸,注 射,曝 写,現 像等分

業 でや り,各 その立場か ら仕事 の コツを編 み出 してい

る◇臨時応援 の者 はテンポが合わぬのみな らず間違いが

多 く後の整理 に甚 だ困 る¢ システムの大切 なごとは勿論

だが,ス 契ツフ全員申に一入 も屑がな く,一 致協力 し,

医師 自らがあ くまで も身を賭 して体当 りとハ ー ドワーク

を敢て辞せない と言 うことが一一に も二 にも大切である と

言 うことを信条 としてやつているa
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1結 核管理を 目的 とす る検査取扱要領(日 本銅管病院川鉄診療所)一
ツ

ベ

ル
ク

リ

ン
反

応

1 0～5mm

± 5～10mm

十

陽 転 者

10mm

以上 明確 に

発 赤 せ る も
の

特 に反応強 きもの
○ご重発赤
○水泡形式
○明なる硬結

十

反応陽転後12箇 月間は

陽転 として扱 う 要注意

BCG注 射:一 本人の云 う既往症の有無 に係 らず

来検 毎 に注射,3月 目毎 に反応検査 を繰返す

要保護 就業制隈 生活管理

(本人 に充分理解 させ3月 目毎 に検査)

BCG注 射 をし 来検毎 にBCG注 射 を行 う

た者3月 目に反応検査繰返 し

しない者 錬成禁止
3月 目毎 に精密検査一

8CG注 射:一 来検 毎に行 う。但 し、注射の間隔 は1箇 月要 観 察

以上,3月 目毎 に反応検査 を繰返す

3月 目に呼 出検査

(本人 に充分理解 させ ること)

○ レン トゲン異常所見 を認 めざる者放 任 可
○再活動の虞なしと認むる=者

定時健康診断 まで放任す る

○陽転者 ○赤沈促進者要 注 意
○異常所見あ り約1箇 年 間屡 々検査 決定 を要す る者

毎 月又は3月 目毎 に呼出検査
(本人 に充分理解 させ ること)

十

○強陽転者要 保 護
○気胸施行 中の者

○退院後 アフターケア ー中の者
○活動性 と思 われる者

制限附就業,屡 々検査
∫ 1 〕

要 警 戒 ○明かに活動進行性の者 ○空洞ある者

iO病 臥の虞あ賭 ○感染源 たる排儲

○喀血の虞あ る者

罫

直 に処理 すること

1

1

体

裏

募
式

種 類1 取 扱 方 法

採 用 時

{§箏鱗 総 繊 轡 り糖

へ 一 一 一恥 一{_㎜_一

iO主 訴 既往嵐 紹介者 を必ず明記 ○ ツペ,レク リン反応検査

懸 相 閥 ○一 般測定 ○赤沈髄

ゆ レン げ ン透視 を徹 直 接撮影 ○その他

集団検 診
○全員間接撮影(35鰍)
○一般測定 ○その他

ツベ ル ク リン反 応検 査 ラBCG注 射 は別 の 時

に3月 目毎 に繰 返 し施 行 しつ つ あ り

1

人 工 気 胸

レ ン トゲ ン透 視

直 接 撮 影

赤 沈 検 査

気胸前 に必 らず透視 正確 にスケ ツチを行い送気量 ・排液等の参考資料 とす る

気 胸第5回Nに 必ず行 う。 その 後 は2--3月 目毎 に撮 影,必 要 あ る時 は別

撮影 と同時に必ず行 う○その他必要時一
17～7～17よ り18～3～31ま で 考 究検 討 決定 せ る被検 者取 扱 方 式10年 間 殆 ん ど無 改 正 の ま ま現 在 に到 る
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3身 長別平均体重新基準値

ポ ジ ウ ム545

(20～39歳 男子 惣=37、457)

(昭26～6・ 日本 産 医,高 梨 。金 子)一
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当 所 で扱 つ た総 数 約60,000(昭 和25年 末 現 在)か ら抽 出 した もので 実 測 値か ら&出 した もの で 斯 如k発 表 は

日本 にない

4身 長 別 平 均 体重 体 格 新 基準(男 子20～39歳n=37.457)

(26～L日 本産 医,高 梨 。金子)
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546 シ ン ポ ジ ウ ム

5結 核 と体格優 劣程度 との相関関係(26～2～1.高 梨 ・金子)

20～24歳25～29歳30～34歳
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35～39歳
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20～39歳
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保健 票 を体 格 新 基 準 及 び レン トゲ ン にあ る結 核 程 度 とに従 い相 関 表 を作 つ て計 算 した もの

6大 挙.専 門校 卒 業 採 用 時体 格 検 査成 績(昭26・vlO)

A.レ ン トゲ ン精 密 検 査(27～6～11.高 梨)

受 検

人 員

異 常 な き 者 要 注 意 要 保 護 要 警 戎 異 常 者 合 計

順レ 伽{ 側%±m 側%蜘 瞬%± 滋 刷%土m
130 11487.69士2.88 Sl3・85± ・・42}4i3・ ・8± ・・32 7 5.39±1。4216 12.31±2.88

7新 患者発生表(日 本鋼管病 院川鉄診療 所)(2&)1～19)
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6

10

11

18

7

5

3

3

3

7

5

6

要

24

保 護

2512627
要

24

警 戒

・sl26127

2

5

0

4

4

3

7

2

0

7

3

5

1

1

1

2

1

ー

ユ

2

1

1

1

7

7

3

1

4

5

2

2

9

7

9

0

1

1

1

1

】

1

1

0

0

1

9

8

5

4

5

9

3

9

3

1

1

雪
↓

1

1

7

1

7

7

6

1

2

1

4

5

2

5

ユ

8

7

3

6

8

4

9

4

6

1
9

4

1

2

7

3

2

6

2
2

5

7

3

7
6

1

7

8

3
5

2

3

3

5

3

7

1

1

4

4

7

7
1

7
8

3

3

8

4

9

1
2

2

1

8

17

11

13
32

お

10

15

6

26

10

4

5

5

5

7

9

8

5

6

8

1

0

8

雪
鳳

1

1

1

6

2

9

8

7
9

0

5

1

6

0

1

1

1

1

1

計

24125126i27
17

15

25

42

鈎

13

13

7

10

40

31
20

28

39

24
23

α

45
36

31

32

54

32

23

4

9

1

0

9
5

9

3

4

1

6

4

1

1
2

2

2

4

1

2

2

2

2

2

%

以

26

23

銘

15

16

20

17

31

16

4

碗72い26・ ・6i5817・16214Sい251i・ ・lg・1・ ・42674311285125s

琳3535113575i142銘;阻 画 ヱ35351・35751・42681・3%・i・劃 ・3S7Sl・42銘瞳 璽 墨ll遡 塑 幽 ・

%臨7}翌ll、 。唾麗 乙ρ。7瞭 。6望8弓。71鰍。6%争。5蜥 。8臨 、佳8弓。7%%7量81、2臨5i毫8112蘭1・・

1箇 年 を通 じ毎 日の検査で その都度決め られて行 く患者 の累計 であ る。 月目を追 つて治癒 ・軽快等 にて移動は

比較的早い◎ この中か ら既 に転帰消滅 した者 もあ る

一80～
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8定 期健康診断 に現れたる結核程度別成績(27～12～24高 梨 ・金子)

騨

年 季 在籍人員 受検数

1側

要 注 意 要 保 護 要 警 戒 計

%±n1 圓%加 /側%± 泌
人則%蜘

16 942・; 3986336

19 153963419235

20 4809

8。43±O.44

6.87士0.4313

987gl・ ・9・±・・3・lgl

21 575226・21is

22

・・69±…61・5

i299レ ・5・±・・4216351・5・93± ・・58

・細 …i57L67± ・・2213・51&92士 ・・49

・・9・圭 ・・3・ い8・ ・82± ・・431
13⑤3

.65士0.601

0.58土0。15 23i・ 細 ・・8156;2・ ・5士・・99

7・・gl3725138i 1。02±O。17

23

秋

10480

42i…3± …7
・
◎
》
2 ・・78± …41・ ・gl2・93士 ・・28

6剛 卸 ・42士…8174i・ ・U土…3 58}・ ・87± ・・…6・i2・4・ ±…9

〆姻

2・1・ ・43土・…18・1・ ・65土…824・ ・5・圭・…}・2512・58± ・・23

創
2413560

9・3328・ ・31ま…6国 ・・66土・・13132;・ ・35士…612・212・32± …6

秋 5665・21・ ・2・圭…6レ ・1・ ・X士 …5・gi・ ・34士…8… 1.78±0。18

春
25

秋

13218L
・222・國 ・・蹴 …51・95・ ・6・士・…i621・ ・51±…6129Sl2・44士 …4

827・i3…36± …71・3gl・ ・68±…436i・ ・44±…712・512・ ・S±…7

春
26

秋

13596
11906 45・ ・38± …6124212・ ・3± α ・3圃 ・・3tll.±…5・2712・75土 …5

96S3122i・ ・23士…51・671L73± …3圖 ・・28±…512・612・23± …5

27

1

へ

春
13523

i

・26561 62}0。49±0.06
}3・7i

2・43± …4} 45i0。36±0.05
14・4

3.27±0。16

秋 ・・3271 31 0.35±0.06 202
…

1・95±0・1引 16{0.16±0.04 !2542.46±0。15
1

現在稼動 してい る従業員中か ら決定 した もの

9結 核に因る死亡者 ・退職者 (日 本 鋼 管 川崎 製 鉄所)(27～17～5)

・6年i・7181・9 2・i2・i2223i刎2512627

総 人 員
睡2・11383・315311J・396i48・gi575217・99…1・48・ ・356・{・321Si・3帥 お23

退 職/2i7

死 亡

61・ ・[・21

2・1・31・612・

4 3 2!・ ・1・il 712

4 2 211・ 8 4 3 8

結核 に罹つて も退職 はさせない◎全部社 則に従つて処置 して行 く

10BCG接 種如何 と結核程度別分類(27～12)

人 員

BCG接 種 者 2728

一(入 社 時)

轟釧 醐 齢
ざる者 轡 反未済者

1計
τ

計

1089

10486

506

12081

14809

要 注 意

側 %±m

73i2・68± ・・3・

11310、38±0.92

4143.95士0.19

5210.28±1.35

5794.79土0.19

要 保 護

人員 %± 斑

要 警 戒

側 %± 恥

401。47±0.23612。24±0。28

緯{ll
10.01±0.91

4.45±0.20

30.C4±2.04

6.03士0.22

計

刷%± 搬

174}6.38±0.47
」

287

1106

254

1647

・S214・4・ ±…738・ 2.57±0.13 i789}5。33±0。181821

26.35±1.33

10.55±O.30

50.20±2.22

13.63土0。31

12.30±0,27

,一一81-一
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11ツ ベル ク リン反応如何 と結核程度別分類(27～12)

「 反 応 別 人 員i_一__海
意 要 保 護

B{一 士iO～9i
込塁L_ノ6i…≒塑一 込負

32672

%圭 拠
O.61±O.43

C
G
接
種
者

噸

腋
講

飯

陽
薯

十

_τ

10～15i

16～20 …

21<

i計

計

10～ ユ5、

i16～20

21く}

一 ぎしi
…

、0～9

10～15

i16～20
121く

}計

轟1灘圭撫i

1.69±031

0.74±043

2.11±085

1.58±025

40…1.47±O.23

十

±ご
㎝

十

0～9 _一{さ 」 .32L塗0土4■29__L__望i-.__9な ∵52『≒3・70_

ξ§釜{～§{1§彗ヤ奎塁;9§i婆i1暑;碁§圭婁ill§

一㈱ 叢{号1無 器一「器F書ill圭li霧
0σ

65572353、57±0.23

2255974.30±0.43

ユ654824.96士0。53

10i19E4143.95±0.19

104864143。95±0.19

Lo
129
56

225i
225i

1.96土0.17

2.48±0.334

0i2.42±0.38

2。15±0.14

計 2.15±0.14

要 警 戒
人興%± 頽

璽
⊥

一

7

1

2

0

4

1

6

61

O.31±O.31

2。74土0.39

2.71±0.81

0.70±0.49

2.50士0。28

2.24土0.28

計
人員%±ln

10i3.07±0.96

124i7.24土0.63

256.16±1。19

155.28±1、33

1646.83±0.51

1746.38±0.47

812.70±4.20

76110。31±1。129
。04土2.0917

87.92±2.69

1019。84±0.93

109110。0ヱ 土0.91

L22.塾 』}
195i26

、器
;26525

28プ!…琢6

92±6.01

46±1=6莚 「

34±3,(ン4

72士4.45

83士1。37

35±L33

0

2684。07土0.24

1295.72±0。49

70:4.23±0.49

4674.45±0.20

0

6329.61±0.36

282i12.51±0.70

192}11。61±0.79

1106…10。55土0.30…

46Z4.45±0.201工06110.55土0.30

計

周}
一 ±0～gi389

、153.86±0.98
}㎜

2.06±0.721912.31士0.76{81 328.23±L39

十

1

一 ロ}一__

1象差剖 蟹9援 珪:9§ま8:§§
21く20399δ ,4・81±10・47

計13914158514.20±0.17

197

68

57

322

2.18± り.15

2.39±0.29

2.80土0.36・

2.31±0。13
…

39114.33土0.21

ユ1乙塘:1る圭綴
235

4.51±0。181535　 一

951、10。54土0.32

349;12.25土0.61

11.53±0.71

11.03士0.26

計i143036664。19±0.17}2.31土0.13 石30t一

628
一一

}637 4・45士0.17}1567 10.96土0。27

註:11表 は10表 を更 に分 け た もので あ る◎但 し,ツ 反 応 未 済者 は 省v・て あ る。別 にグ ラ フで 示 して あ るが,BC

G接 種 した者 か らの発 病 は他 に比 べ1ん 以下 で あ る

12BCG接 種如何 と患者 の転帰(27～7高 梨 ・金子)

計 経 過
要 注 意

計

要 保 護 陣 警 戒 計

陣Lタ 勉 畷 %± 斑
i人員%蜘 人員 %± 酸

BC(}

接 種 者
謹

147
暁鶴 制

……

ユ218・16土2・26 33}22・45±3・44 3 2。04土1.17 48 32。65土3.87

鰹 纏 可i52}35・37土3・% 27 18.37土3。19 20 13。60土2.83
歴

99 67.35士3敷87

0必1
G
せ
者

C
種
る

B
接
ざ

現在 儲1219

患者よ 尊放 縫…可
にな り弛る番

　

現 在 患 者 ・

1587-.一 一___

115
。21土0.9540327。99士1.181379,51±0.777Sgl52.71土1.31

『373
i

-一一}

231i

25・9・ 圭 …Sl・ ・31・2・ ・1土 ・・861・359・37士 ・・7768・

計

離 臭鞭 ∫…425

14・56士 ・・Sgl436127・47士 …21・4・ い ・82±・・7・8・7

26.78=と1.11 20012.60土0.83155 9.77±O.74780

47,29士1.31

50.85±1.25

49.15±1.25

13BCG接 種せ ざる者の内択(27～7高 梨 ・金子)

計 経 過

i要 注 意

…
要 保 護 要 警 戒 計

!

き

欄%蜘一 即

人 員1%土 搬
…

人員 %± 滋

}

人馴%蜘
ll

離 細259ヒ 現認 童
t愚 甚鞭

一 縛_

翻4窟 土2・2・
62

1
23.94士2.65

i

;
1『4・63土1・31 112

{

43.24土3.08

一

82}3L66士2.89
ζ

421・6・22土2・29123&%士 ・・77 147 56.76±3.08
-一{一r-_　 ～

51.07士1.63

既陽性者}鰯

}一 一

一 …詰〔 鼎

{現 在 愚 者115516。56±1.21
;

旨251
126.82土L45
{

72レ ・69土・・87

}…-

478

離 茎警馴25・ 26。71土1.45112
-}脚 湖 ～ … 卍 … ド　 一 ←

11。97±1.06 96 10.26士0。99 458 48.93±1.63

ツ 反

未 済 者
245

…一…-1

難 儲i
I-__肝

26
　 　

41

一一

…61土L971
一一

16。73±2.38

90:36。73圭3.08
-_嘘 一一一__

53
-一'

16

21。63±2.63 169
』

76

68.98±2.95
7_一 一一 へ

31.02士2.95緯魏 馴
一　一

　
・197.75圭1.71

}

一 一 　-

6。53±1.58

ト

約6年 問 に ツペ ル ク リン, BCGを 行 いた る総数14710名(昭 和26年 末)か ら異常者 とされた者 の分類

82
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14小 児BCG接 種如何 と結核程度 別分類(日 本 鋼管病院川鉄 診療所)(27～9～30高 梨 。金子)

生年
昭和

14

15

16

満 歳
(27年)

13

12

11

17

18

19

10

9

8

CG接 種

有 無の別
異常 を認 めず

人則%士 撫

有i3071.43±6.97

非}342.86圭18.70

不
計馴4艦 灘 嶽

明

有
非

計
不

ツ

要 注 意
人員1%±m

819.05圭 、6.06

114.29±13.23

626.09±9.16

1sl20.83=圭4.78

保 護
人員%± 斑

要 警 戒
人員%士 塒

計
人員1%±m

2865.12±7.27

330.00±14.49
　

1921:ll圭1:劉

49.30±4.43

1i10.00士9.49

11i35.48士8.59

1619.05士4。281

2i4。76士3・28}

謝:ll圭11:111　
912.50±3.9σ

511。63±4.89、

330.00圭14.49、

619.35士7。101

14116.67±4.671 13}15.48±3.95}

2{て=ラ 菖士3.28i-

Il14.29±13.23

4}17.39圭7.90

7・9。72士3。90

111:ll圭講
412。90士6.02

9
臼
7

0
」
ワ
臼

4

(ノ
}
〔〆

58.33士5.81

9.72圭3.90

31.94±5.49

明

有
非

計
不

明

有
非

計
不

明

有
非

計
不

明

有
非

計
不

43Y51.19±5.45

10111.90±3.53

31i36.90±5.26

84i

り0

ワ
凄
7

7
・

5

ー

ワ
σ

77.94圭5.02

87.50=圭11。69

33。33±6。60

60.63士4.33

F◎

℃1

1

㌘
霧

霊人

-

7.35±3、16f

12.50士11.6gI

21.57土5。761

13.39士3。02i

6i8.82土3.4445.88±2.85「6853.54士4.42

α:σ8i6.30士2。15

1223.53土5.941121.57士5.7⑤5ユ40.16土4.35

1&14.17土3.09!1511。81士2。86[127i
〆49

i73.13±5。41:5

i38.46土13。49i14
、37.84士7.97

68!58。12土4.55

◎8.95ま=3.49

σ

1437。84土7。94

2017。09土3。48

58

14

12

別

75。32土4。91

58。33±10.60

34。29士8.02

61.76土4。17

1114.29±3.99

3i12.50土6.75

925.71±7.39

2316。91±3.21

68.95士3.49

430.77土12.80

4110.81土5.10

14111.97士3。00

葦3§:珍1圭11:§311、ll:ll圭1:銘
513.51土5.62i37β1。62±4.30

12。82±3.09111715

……

1
99i68・75±3・86

ユ244.44圭9.56

836。36士10.26i

119i61・66±3・49

3{3.90士2、2fsi6.49土2.8・}

　

{i

7.(沼 ±2。21i

7.41±5.(ン 茎1

22.73±8,93

9.33=圭2.09

312.50土6.75　

Il!ll:鑑1:菱

1

2

F◎

凸◎

-

電
上

2017
明

有
非

計
不

多116
i74。36=圭3.49

1456.00±9.93

8132.OO±9.33

138i66・99土3・27

5120100士8.00

2・;9・7・ 士2・ ・6

00
2

1 8.33土2.21

8.00土5.43

15110.42±2.55

21 6

4
4

32

明

有
非

計
不

87176.32土3.97i

2268.75±8.19i

lO66.67±12.17

11973.91圭3.46
き

2

2

4
8

1

1

　

87.02±2。39

26。25士4.28

16.67土6.44

116.89士2.00

0

ハU

2

n∠

-
よ

ー

14.81士6.84

、18.18土8.22{

1…92±2・35:

416.67±7.61

10・28.57士7.63

1913.97±2.97

22 5

77

24

35

136

56,62土4。24

17.65=圭3.27

25。74土3.75

i

i

　

2314

婁

24 3.

1913.19士2.82'14474.61土3.13

933・33士9・07i2713・99±2・49

2211.40士2.2922.73t8。935
ミ

33117.10圭2.71193
}避

7.69土2.13

8.00±5.43

16.00土7.33

8.74±1。97

明

有
非

計
不

201!85.,53±2.28

31;65.96±6.91

8i57、14±13.22

24081.08土2.28き

(
V
凸δ

AU

3

壌人

壌
λ

4。26土1.32

6.38土3。56

4.39±1.19

8.77圭2。64

13.33圭8。78i

7。45土2.071

。_._し

明

有
非

計
不

89!80.91±3.74

15171.43±9.86

明

有
非

計
不

25 2

26

明

有
非

計
不

1
明

有
非

計
不

7

111

50.00±13。36

76.55±3.52

6

1

1
8

{…8088
.89±3.311

20B313317.60i

666.67±15.7r

106i86.18=圭3.111
i

つ
0
り
4
《U

5

661Sl.4S士4.31

4

2

2

1

8

◎
V
2

2

1

82.35±9.24

100.00

82・00±3・84i

4

0

0

4

90。48圭6.40

40。00士17.89

100。00

2382。14±7。23

2}100.00

AU
1
0

1

ぎ

104。26土1.32・

12.13士2.11i

ol

11

5.45±2.16

4.76士4.65

7.14土6,88

5.52土1.90

7
8
AU

3.72±1.10

6.36士2.33
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15小 児BCG接 種如何 と結核程度別分類(日 本 鋼管病院川鉄診療所)(28～1.高 梨 ・金子)
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